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　カサンドラ王国の国王、カサンドラ四世は、望外の結果に喜んでいた。

　西さい果はての半島を支配下に置けそうだったからだ。

　西果ての半島を軍事的に制圧し、半島の盟主として君臨する。

　それは先々代のカサンドラ二世──彼の父親のときからの夢であった。

　そして、夢でしかなかった。

　現実は世せ知ち辛がらい。

　他の半島諸国からの介入を撥はね除のけ、独立独歩を貫つらぬくだけで手一杯だったのだ。

　だから先代国王、カサンドラ三世は黒い森に目をつけた。

　いや、彼自身が目をつけたというより、旧教会の者に扇動されたと言うべきか。

　魔女の棲すまう黒い森に押し入り、豊かな産物を手に入れられれば国力も増す。

　魔女を駆く逐ちくした国として、周辺諸国からも一いち目もく置かれるようになる。

　そう考えた先代は、黒い森に攻め入ろうとした。

　そして魔女の反撃に遭あい、手痛い敗北を喫きつした。

　そのショックと責任感で彼は寝込んでしまい、王位は今のカサンドラ四世に予期せぬ形で引き継つがれたのだが、新国王にとって幸運だったのは、魔女を率いる龍りゆう王おうの御み遣つかい、ナーガという男が、半島の制圧に執着しなかったことだ。

　おかげでカサンドラ王国は魔女国と同盟を結ぶことができた。

　ナーガと魔女の後ろ盾を得た結果、半島諸国を支配下に置き、盟主として半島に君臨できそうな状況が生まれようとしている。

　先々代からの夢が叶かないそうな展開だ。

　ナーガの軍略は並外れて鋭く、彼の指揮能力は桁けた外はずれに優れていた。

　だから彼に率いられた魔女軍は強い。

　元々、個対個の戦いでは魔女は圧倒的に強かった。

　魔法という特殊能力を持っているのだから当たり前だ。

　けれど集団戦になると、その強さを、その能力を、十じゆう全ぜんに発揮することができなかった。

　おかげで人の軍は魔女たちを駆逐することができたのだ。

　じり貧に陥おちいった魔女たちのほとんどは黒い森に逃げ込んだ。

　しかし、そこも安あん寧ねいの地ではなかった。

　人の軍は、あと少しで黒い森の魔女たちを人の世界から一掃するところまで追い詰めたのだった。

　そんなとき、ナーガが現れた。

　ナーガを指揮官に戴いただいた魔女軍は、それ以前とは打って変わって集団戦でも強さを発揮した。

　黒い森に攻め入ったカサンドラ王国軍は、身を以もつてその強さを思い知ることになった。

　その後、紆う余よ曲きよく折せつはあったが、魔女軍はカサンドラ王国の頼もしい味方になった。

　魔女と手を結んではどうかという国王補佐リガヤの進言が大きかった。

　最初は懐疑的だった国王も、リガヤの薦すすめで魔女と結ぶことを決断した。

　その効果はてきめんで、半島制圧の夢の実現も手の届くところにやってきた。

　だからカサンドラ国王は喜んでいたのだが、同時に、ナーガと魔女軍が強すぎることに、勝ちすぎることに、彼は密ひそかな恐れを抱くようになった。

　微かすかな危き惧ぐを覚えるようになった。

　押し寄せてきた神の旅団を撃退してくれたのはありがたかった。

　旅団長を討うち取り、旅団を壊滅させるほどの大勝利に接したときはもちろん喜んだが、一方、やり過ぎたのではないかという懸け念ねんが国王の頭にこびりついて離れない。

　カサンドラ四世は半島の盟主となることを望んでいた。

　彼の望みは、それ以上でもそれ以下でもない。

　ナーガの言う「魔女と人とが共存できる世界を創る」ことは、彼の想像の外にあった。

　そのためにも大陸本土へ進出するというナーガの戦略は、彼の理解の外にあった。

　彼の感覚からすれば、半島を奪とればそれで充分だった。

　何も大陸本土へ乗り出して、わざわざ新たな強敵と事を構える必要など、まったく感じなかった。

　しかしナーガは、それが必要だと言い切っている。

　このまま彼に引きずられていたらどうなるか。

　国王はそのことを考える度に、少しだけ恐怖を感じるのだ。

　一つの勝利に満足せず、次から次へと新たな戦いを始めるナーガ。

　いったい彼の戦いはいつ終わるのか。

　そもそも終わりがあるのか。

　勝っても勝っても終わりがないとすれば、その勝利にどんな意味があるのか。

　彼に従ついていたら、終わりのない戦いをカサンドラ王国も続けなくてはならなくなるかもしれない。

　カサンドラ四世は、そのことを恐れた。

　とはいえ、今はそんなことを言っている場合ではない。

　ここで半島諸国を討ち破れば、半島制圧は成し遂げたも同然だ。

　この戦いではナーガの軍略と指揮官ぶりが頼りだから、国王も文句は言わない。

　自分にできることがあるのならと、こうしてリガヤ経由で受けたナーガの求めに応じ、王都から少数の部隊を率いて出撃したのだった。

（我が軍と魔女国軍は勝てるだろうか。いや、勝てる。ナーガがいれば。彼が魔女国軍を率いていれば。必ずや半島連合軍を討ち破ることができるだろう。問題は。そう、問題は勝ったあとのことだ。ナーガは勝利に満足するだろうか。勝ったにも拘かかわらず、すぐまた新しい戦いくさを始めようとしないだろうか）

　カサンドラ四世は勝利への希求と、半島の盟主への期待と、どこまで続くかわからない戦への不安が綯ない交まぜになったまま王都を出て、街道を少し北上した森の中に本陣を置いたのだった。
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　半島諸都市の連合軍が集結しているという情報が、サント・ゼッファ近郊に帯陣しているナーガにもたらされた。

　その数、およそ五千。

　半島諸都市が集められる兵力の上限に近いという数字だ。

　大天てん幕まくの中で床しよう几ぎに腰を下ろしたナーガは、その兵数を聞くと、

「なかなか頑張ったじゃないか」

　と言って笑ったが、ヴィータやランジュに笑う余裕などなかった。

「相手が五千なのに対して、こちらの兵力は最大でも三千。ずいぶんキツい戦いくさになりそうじゃな」

　と言ってヴィータが咎とがめるような視線をナーガに送ってきたが、彼は兵数の差などあまり気にしていないようだ。

「たしかに兵は質より量だが、それは人間同士の軍勢が戦う場合だな。おまえたち魔女は人の兵とは質が違いすぎる。戦い方によっては文字通り一騎当千の兵つわものだ。千や二千の差なんぞ大した問題じゃねえ」

「そういうもんかのう」

　疑わしそうな顔を隠さないヴィータだが、続けて、

「まぁ、これまでもおぬしは魔女を率いて、兵数的には劣勢でも勝利を重ねてきたんじゃから、ここもおぬしの策さく謀ぼうに頼るしかあるまいな」

　と言ったから、ナーガの策があれば五千が相手でも勝てるとは思っているのだろう。

「そういうことですね、ヴィータ殿」

　ヴィータに向かって頷うなずいたランジュが、さてナーガ殿、と言ってナーガに向き直る。

　ヴィータもランジュも、同席しているイクシーヌやクゥも、ナーガ同様、床几に腰を下ろして彼と向き合っていた。

　ナーガは軽けい装そう鎧よろい姿だが、魔女たちはいつでもどこでも半裸同然の小さくて薄い衣装しか身に着けないから、ここが本陣にある天幕の中だということを一瞬、忘れそうだ。

「今回はどんな策を用意したのだ？　こちらは兵数が少ないから、不正規戦に持ち込んで敵を攪かく乱らん、少しずつ敵の戦力を削けずって……という戦い方なのか？」

「おまえたちの特長を考えればそれが真っ当なやり方なんだろうがな」

　というナーガの答えに、ランジュは意外そうな顔になる。

「ということは、その手の戦い方はしないと？」

「ああ。今回は野戦に持ち込んで正面から敵を撃破する」

　ヴィータが眉を吊つり上げた。

「本気か、ナーガ!?」

「もちろん本気だよ。まぁ、正面からと言ってしまうのは欺ぎ瞞まんなのかもしれないが」

「欺瞞？　どういう意味だ？」

「敵にとっては騙だまされたと思うかもしれない要素があるってことさ。だが、野戦に持ち込み、主力同士をぶつけて敵を討うち破ることには変わりがないぞ」

「どうして今回に限って正面衝突なのじゃ!?」

「まさにわたしもそこを問いたい。兵数的に不利なことは今までと同じなのに、今までとは違って正面から敵を討ち破ろうという、その理由は？」

　ヴィータとランジュが詰め寄ったが、ナーガはそんな二人の迫力に気け圧おされることなく飄ひよう々ひようと答えるのだった。

「俺おれたちの名をこの世界に轟とどろかせる絶好の機会だからだ」

「じゃが、名ならもう轟いているだろうが。あのジュエルジュード率いる神の旅団を討ち破った時点で、吾われら魔女のことは大陸中に轟いたはずじゃぞ」

「ヴィータ殿の言うとおりだ。しかもその後、トリスタン以下、神の旅団三個を撃破して、旅団長二人を討ち取っている。人の世に相当な衝撃を与えたと思うのだが？」

「いや、まだそこまでじゃないな」

　ランジュは眉を顰ひそめ、

「そう……なのか？」

　と呻うめくように言った。

「レンスールと手を結んで以来、各地から船で来ている商人と会って話をした。エゥラニアを陥おとしたあとは、大陸を行き来する商人からも話を聞いた。彼らから話を聞く限り、魔女のことは俺たちが思っているほどには浸透していない。もちろん、『一部では魔女の話で持ちきり』という状況ではあるようだが、それは教会や王侯貴族、騎士たちのあいだでということで、庶民のあいだでは多少の噂うわさ話ばなしになっているという程度らしい」

　ナーガはヴィータとランジュの顔を交互に見やり、だから、と力強く言葉を継ついだ。

「今回の戦いくさは、大陸に暮らすあらゆる階層の者たちに魔女の名を、魔女の存在を、魔女の強さを知らせる機会にしたいんだよ」

「知らせたら何が変わるのじゃ？」

　というヴィータの問いに、ナーガは胸を張って答えた。

「魔女と人が共に暮らせる世界の実現が早まる」

「なるほど。そんな世界が実現するなら、そんな時代が到来するなら、それはまぁ早いに越したことはないのじゃろうが」

　ヴィータは睨ねめつけるような視線をナーガに据えて訊きいた。

「正面突破なら、それが叶かなうというのか？」

「正面突破だけでは難しい。だから、五千の半島連合軍を討うち破ったら、そのまま騎虎の勢いでグランヴィスタの街を陥おとし、半島を完全に支配下に置く。西さい果はての半島が魔女とカサンドラ王国によって支配されたとなれば、大陸中の耳じ目もくを集めるのは確実だ」

　ヴィータとランジュはナーガの構想を聞いて、なるほどと唸うなったが。

「ん？　いやしかし」

「そうですね。となると」

　二人は首を捻ひねりつつ、ナーガを見やった。

「大陸中の耳目がこちらに向いてしまっては不ま味ずいのではないのか？」

　とヴィータが訊きくと、ランジュが頷うなずいた。

「我々は新教会と旧教会が争っている間かん隙げきを縫って勢力を拡大しようとしている……わけだろう？　大陸の耳目がこちらに向いてしまうと、新教会も旧教会も、今は教会勢同士で争っている場合ではないと考え直してしまうのではないのか？」

「そうなる蓋がい然ぜん性せいは高いだろうな」

「い、いいのか、それで!?　さすがに旧教会と諸国が総力を挙げて攻め寄せてきたら太た刀ち打うちできないのでは？」

　とランジュが訊くと、ヴィータも問いを重ねてきた。

「そこで何か工作をするということかや？」

「工作をするかどうかは、そのときの状況次第だ」

「相変わらず出たとこ勝負なんじゃな」

　ヴィータはやや呆あきれ気ぎ味みだ。

「旧教会勢力とは、どのみち雌雄を決しなくてはならないんだからな。だったら俺おれたちが望むときに望む場所で戦うほうが得だろう？」

「理屈ではそうなるやもしれんが……本当にそう上う手まくいくものか？」

「上手くいかせるのさ。それが俺の役目だ」

「まぁ、そこはおぬしを信用しておるが」

「ああ、ヴィータ様の期待に応えられるように頑張るとも」

「龍りゆう王おう様にヴィータ様呼ばわりされると、馬鹿にされているとしか思えんのじゃがな」

「そうか？　じゃあ、ヴィーちゃんがいいか？」

「阿あ呆ほうか！　ぬしより長く生きてる吾われを捕まえてちゃん呼ばわりするな！」

「それだ」

「は？　何がそれじゃ？」

「おまえ、本当は幾つなんだ？」

「あ？　い、いや、それは」

「まさか百歳とか言わないだろうな」

「大だい阿あ呆ほうの大おお間ま抜ぬけめが！　そんな年寄りなわけないじゃろうが！」

「だったら幾つなんだよ？　以前、ハリガンに向かって『おまえより年上だ』って言ってたと思うが？」

　ヴィータはナーガから目を背け気ぎ味みにして小さな声で答えた。

「そ、それは……まぁいろいろあっての。あまり気にするでない」

「いや、思いきり気になるんだが」

「ヴィータ殿の本当のお歳としは」

　とランジュが言いかけると。

（言ったら殺すぞ！）

　明確な殺意の籠こもった視線をヴィータが送ってきたので、ランジュはその先を口にすることができなかった。

「……わたしも気になっているのだが、それほど気にすることでもないだろうから、ナーガ殿も気にしなくてもいいだろう。ははは」

　ランジュは虚うつろな目で天井を見上げ、乾いた笑い声を上げた。

「まぁ隠したいというなら言わなくてもいいんだけどな」

「べつに隠したいわけではないが、ことさら言い立てるほどのものでもないしの。ということで、この話題はここまでじゃ。いいか？　わかったか？」












「わかった、わかった」

　ナーガが右手を軽く振ると、ヴィータは斜め下からナーガの顔を睨ねめつけた。

「で。話を元に戻すがな。正面から敵を討うち破るとして、具体的にはどうするのじゃ？」

「具体的にはだな……」

　説明を始めようとしたナーガだが、思い直したらしく顔をランジュに向けてきた。

「ランジュ」

「あ？　ああ、はい」

　名を呼ばれたランジュが我に返る。

「紙と筆はあったか？」

「紙と筆？」

「図解したほうが早いだろうと思ってな」

「筆はあるはずだが、紙は持ってきてないな。羊よう皮ひ紙しでよければ用意できるが。とはいえそちらもあまり数はないが」

　ナーガは、そうだったな、と頷うなずいてから言った。

「この世界では紙は貴重品なんだった。羊皮紙はすぐに丸まって使い難にくいんだが、この際、贅ぜい沢たくは言っていられないな。それでいいわ」

「承知した。すぐに用意しよう。イクシーヌ、頼めるか」

「いいですよ」

「クゥも手伝う」

　イクシーヌとクゥが床しよう几ぎから腰を浮かせた。

「あそこに積んである荷箱のどれかに入っているはずだ」

　とランジュに言われ、二人は大天てん幕まくの隅すみに置かれた荷箱を漁あさりに行った。

　二人が席に戻るまでのあいだ、ヴィータとランジュにせがまれたナーガは、またもエゥラニア攻略戦の話をして聞かせるのだった。
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「ナーガさん、お待たせ」

　イクシーヌとクゥが戻ってきた。

　イクシーヌは手ぶらだったが、その分、クゥが体に巻いた何本もの革かわ帯おびを使って羊皮紙の束と筆とインク瓶を運んでいた。

　クゥは半分ほど体から離した何本もの革帯をうねうねと動かしながらナーガの前まで歩いてくると、さらに革帯を伸ばして、羊皮紙やら筆やらインク瓶やらを床の上に置いた。

「持ってきた」

「おお、すまんな」

　ナーガは床の敷物に座ったまま上体を折り、羊よう皮ひ紙しや筆に手を伸ばそうとしたが、途中で手の動きを止とめ、クゥの体をじろじろと見やった。

「クゥ、もう少し羊皮紙と筆をこっちに」

「こう？」

　ナーガの求めに応じてクゥが革かわ帯おびを伸ばすと、伸ばした分だけクゥの肌はだ色いろ面積が増えた。

「もうちょい」

「こう？」

　羊皮紙と筆を保持している革帯は、その長さの九割がクゥの体から離れた。

　当然、それが巻きついていた箇所が空くことになる。

「もう少しだ、クゥ」

「これで精一杯」

「いやいや、もう少し行けるだろ」

「これ以上、革帯を伸ばしたら、いろいろと出てしまう」

「それがいいんだよ。こう、ぺろんと、な？」

「いやいやいや、クゥ、それ以上は不ま味ずいから」

　慌あわててイクシーヌがクゥの革帯を押さえにかかる。

「何がぺろんとなじゃ、この痴しれ者ものが！」

　立ち上がったヴィータがナーガの頭を叩はたき。

　ランジュは蠟ろう燭そくの炎によってできている自分の影に短剣を突き入れた。

　短剣の先端がナーガの背中にある影から伸びて、彼の腰をちくちくと刺す。

「クゥで遊ぶのは止やめてもらえないか、ナーガ殿」

「あぁぁ、わかった。わかったから剣を引け、ランジュ」

　ランジュが自分の影から短剣を引き抜くと、ナーガはほうと安あん堵どの息を吐はく。

「恐こわいな、おい。剣を抜いて飛びかかってくる奴やつには対処できるが、影から影へ剣を伸ばしてくる奴には対処のしようがねえ」

　そう言ってナーガは苦笑する。

「ところで、おまえのその魔法、どのくらいの射程があるんだ？」

「ん？　射程？」

「だからさ、影から投入した物は、最大でどのくらい先の影に出せるんだ？」

「あぁ、そういうことか。うん、いや、測ったことはないな。視認できる範囲なら大丈夫だと思うんだが」

　ナーガは、わざとらしく大きなため息を吐ついた。

「おまえたち、自分の魔法について本当に無む頓とん着ちやくだな。威力とか限界とかをしっかり把は握あくしておくべきだろう」

「言われればそのとおりだが、今までは気にせずとも済んでいたので、とくに知ろうとも思わなかったな」

　ランジュがそう言うと、ヴィータが、くっくっ、と笑った。

「これまでは魔女同士の小こ競ぜり合あいばかりだったしの。人間相手だと、せいぜい黒い森に侵は入いろうとした百、二百の小部隊が相手だった。魔女同士が連携を取って戦うこともなかったし、自分の魔法の限界を気にするような局面もなかったからのう」

「一度、きちんと測って申告してもらったほうがいいかもな」

　とナーガはため息交じりに言った。

「で、それを一覧表にしておけば、いざというときに最適の組み合わせを探れるわ。とりあえず」

　ナーガはランジュを睨にらみつける。

「どのくらい先の影まで剣や矢が届くのか。そのときに殺さつ傷しよう力はあるのか。武器以外の物でも送れるのか。どのくらいの大きさの物まで送れるのか。そういうことを調べておくように。いいな、ランジュ？」

　ナーガの視線の鋭さに、ランジュは思わず頭を引いた。

「う。わかった。調べておこう。だが」

「なんだ？」

「物を送るとはどういう意味なのか？　相手を攻撃するのではなく？」

「例えば、だ。視認できる範囲なら物が送れるのなら、どこか高いところに陣取って平原を見下ろせば、遠く離れた味方に新しい武器を送ることも可能になるだろう？」

　ランジュはナーガの指摘に目をぱちくりさせた。

「一度に大量に、は無理でも、一本ずつ送り続けられるのなら、離れた場所に数十本もの剣を送ることが可能になる。輸送のための人じん馬ばを用いずに、だ。おまえは今回、国都での留る守す番ばん組だから、使えるとしても先の話だがな」

「な、なるほど。それは考えたことがなかった」

　ナーガは天を仰あおいで額に手を載せた。

「おまえたちの魔法はなぁ、おまえたちが考えるよりもずっと使い道があるんだよ」

　するとヴィータが、まさにのう、と呻うめくように言った。

「ナーガの言うとおりよ。吾われも、馬に吾の魔法を効かせて馬体重を何倍にも重くするなど、考えたこともなかったわ」

「これからはもう少し考えたほうがいいぜ」

「ナーガ様の仰おおせのとおりじゃな」

「イクシーヌもな。例えば入いれ墨ずみは自分からどのくらいの距離まで操れるのかとか、天候などの自然条件に左右されないのかとか、坂を這はい上がるときの能力はどのくらいかとか、そういうことを調べておくことだ」

「は～い。考えるのは得意じゃないけど、自分の魔法で何ができて何ができないのかは、もう少し調べておきま～す」

「クゥもな」

「任せて。考えるのは得意」

「本当かぁ？」

「疑われた。クゥは深く傷つく」

「あ～、わかったわかった。クゥの場合は、革かわ帯おびをどこまで体から離せるのかとか、革帯を何本か縦に繫つないでも操れるのかとか、今よりも本数を増やしても操れるのかとか、その辺を調べることだな」

　ナーガがそう言うと、クゥは驚いた顔になった。

「縦に繫いで伸ばす方法は試したことがない」

「だろうと思ったわ」

「やってみる」

「上う手まく行けば、おまえの革帯の射程がいまの数倍に伸びることになる。その上で本数を増やせるのなら、おまえ、斬り合いでは無敵に近い戦闘力になるぞ。何しろ剣を持つ腕の長さが一ヤルドも二ヤルドもあるようなものだからな。それを二本、三本と伸ばして、体の周りの革帯で盾を持てば、おまえに勝てる兵士はいないわ」

「クゥ、無敵になる？」

「ほぼ無敵だな」

「やる。頑張って革帯を十本くらい繫いで、十ヤルド向こうの敵を斬り倒す」

「おお、やる気満々だな。もっとも十ヤルドも伸びた革帯が剣を揮ふるう図ってのは、想像するとちょっと不気味だが」

　クゥは少しショックを受けたように目を見開いた。

「不気味？　クゥ、不気味と言われた」

　しょんぼりとうなだれるクゥを見て、ナーガは慌あわてて慰める。

「べつにおまえが不気味ってわけじゃねえから安心しろ」

「そう？　クゥ、不気味ではない？」

「ああ、大丈夫だ。おまえは充分に魅力的だから安心しろ」

「クゥ、頑張る。どうやったら不気味に見えずに革帯で戦うか、研究する」

「え？　いや、頑張るのはそういう方面じゃなくて……ま、いいか」

　ナーガは、やれやれと頭を振り。

　ヴィータやイクシーヌが可お笑かしそうに笑った。

「さて、無駄話はこのくらいにしておいて、そろそろ本題に戻るか」

「そうじゃの。しかし、いつも思うのじゃが、吾われらの会議はどうして無駄話の時間が長くなるのじゃろうな」

（それはな、毎度毎度、おまえたちが積極的かつ果敢に横道に逸それていくからだ）

　と思うナーガだが、口に出してツッコむことはできなかった。

「口で説明するより図にしたほうが早いし、理解もし易やすいだろう。これから俺おれが戦闘想定図を描くから、まずはそれを見てくれ」

　そう言うと、ナーガは羊よう皮ひ紙しを自分の前の床に広げ、インクに浸した筆を手に取った。
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「まず決戦場所をどこにするかという問題だが、俺としては、ここ、サント・ゼッファの街の先の平原を選びたい」

　ナーガは一同の真ん中に置いた半島の地図を指さした。

「そこが決戦場所になれば戦闘空間は充分に確保できるから、半島連合の部隊は自由に陣を敷けるわけだ。兵数の多さを前面に押し出して横広がりの陣形も取れるし、一気に突破を図って縦陣を敷くこともできる。ただ、敵としては俺たちの出方を見て陣を決めたいと思うだろう。そこで、俺たちは」

　そこで言葉を切ったナーガは、ヴィータたちの顔を見回してから言葉を継ついだ。

「ここに守備的な布陣を敷く」

「ほう？」

「陣地は堅けん固ごに造り、敵の攻勢を撥はね返す態勢で待つ。兵数は相手より少なく、後ろにはサント・ゼッファの街があるから、当然と言えば当然の構えだ。後方を気にせず、ひたすら前面の敵に備えるという形だな」

　ナーガの描いた絵図を覗のぞき込んだヴィータが、ふむ、と言って考え込む。

「……真っ当な戦法だな」

「そうだ。二千五百対五千という兵数を考えれば、これはかなり真っ当な戦法だ」

「じゃがナーガよ、吾われらがおるのじゃ、夜襲とかせんのか？　そのほうが敵の兵力を削けずれるじゃろう？」

「夜襲をかけて敵の兵力を削りに行くと、魔女を怖がった敵部隊が決戦をする前に退却してしまうかもしれない。そうなると敵の主力を討うち破って連合軍を再起不能にするというこちらの戦略が空を切る」

「なるほど。じゃが」

　ヴィータは、もう一度、ナーガが描いた図面に目を落とす。

「敵の攻勢をひたすら撥はね返しておれば敵を撃げき滅めつできるのか？　そのためには、どこかで討うって出んとならんのじゃろ？　討って出て敵を壊滅に追い込むには、やはり兵数が足りんと思うのじゃがな」

「ヴィータの言うとおりだ。数的な劣勢を覆くつがえすには、真正面から真正直な衝突をしていては駄目だ。だから、おまえたち魔女の活躍がどうしたって必要になる」

「活躍するのに吝やぶさかではないが、具体的にどうするのじゃ？」

「最初に言っておくが、この陣地は捨てるのが前提だ」

「捨てる!?　せっかく築いた陣地を捨てるのか!?」

「そうだ。陣地は捨てるために築く」

「い……意味がわからん」

　ヴィータは呆あきれたような顔でナーガを見やった。

　ランジュもイクシーヌもクゥも首を捻ひねっているから、ナーガの真意がわかっていないのは明白だった。

「いま説明する。まぁ、最後まで聞け」

　ナーガは図面に筆を滑すべらせ、何事かを書き記していくと、ヴィータやランジュ、イクシーヌ、クゥが覗のぞき込んだ。

　ナーガは己の構想を少し早口になって説明していく。

　聞き入っている魔女たちの顔に、驚きや呆れの色が浮かんだ。

「……というのが俺おれの作戦だ」

　ヴィータは目を見開いて図面に見入っていたが、やがて顔を上げて言った。

「せっかく造った陣地を捨てるというのは、なんとも勿もつ体たいないのう」

　そんな彼女にナーガは自信満々の態度で、いいんだよ、と応えた。

「陣地も城も、必要なら造ればいいし、要らなくなれば捨てればいい。それだけの話だ」

「だったら、わざわざ堅けん固ごな陣地を造る必要などあるまい？　適当に造っておけばいいのではないのか？」

「適当な陣地では、俺たちの本気度を疑われるかもしれない。俺たちは、つまり魔女国とカサンドラ王国軍は、なんとしてもこの陣地を守らなくてはならない。ここを破られれば、サント・ゼッファの街が囲まれるからな。現状、半島諸国で唯一の味方であるサント・ゼッファが陥おとされれば、魔女国とカサンドラ王国合にとっては痛すぎる敗北だ……と敵は考える。それなのに適当な陣地しか造っていないとなると、何か仕掛けがあるのではないかと疑うかもしれない。そうなると餌えさに食いついてこない。だから、実際にどこまで堅かたくするかはともかく、少なくとも敵からは堅固に見える程度の陣地は造っておく必要があるのさ」

「な、なるほど」

　ナーガの説明に、ヴィータやランジュは唸うなるばかりだ。

「……おぬし、よく考えておるのう」

　ため息を吐ついてヴィータがそう言うと、ランジュも、まったくです、と頷うなずいた。

「ふだんはわたしたちの裸を覗のぞいたり胸を揉ももうとしたりするすけべなだけの男なのに、いざ戦いくさとなると別人になるようだ」

「おいぃ、ランジュ！　おまえの評価は不当な上に不ふ埒らちで不ふ謹きん慎しんだな！」

「不謹慎なのはいつものあなただと思うのだが」

「それが不当な評価だと！　なあ、ヴィータ？」

「ん？　いや、まぁ、そうだな、不当というか不ふ撓とうというか沸ふつ騰とうというか」

　ヴィータが否定してくれなかったので、ナーガは不満そうな顔で彼女を睨にらんだ。

「歯切れが悪いな。というか。エスピエーネか、おまえは」

「そう言うな。おぬしがやたらと吾われらを脱がせたがったり乳を触りたがったりするすけべであっても、吾らのおぬしに対する畏い敬けいと感謝の念は変わらんよ」

「おまえの評価も酷ひどいな！」

「大丈夫。クゥはナーガさんをすけべだとは思わない」

「お？　クゥは俺おれの味方か」

「女子の裸を見たりおっぱいを触りたがるのは本能。男としての本能だから仕方がない。ナーガさんは人一倍、男としての本能が充実しているだけ」

「ぜんぜん味方じゃなかった！」

　とクゥにツッコんでから、ナーガはイクシーヌのほうを見た。

　おまえは俺の味方だよな？　という意を込めて。

　けれどイクシーヌはさっと顔を逸そらせてしまい、何も言わないままだ。

　ナーガは情けなさそうな顔で四人の魔女を見回した。

「おまえらの評価がありがたすぎて、涙が出てくるわ」

「そう不満そうな顔をするな」

　とヴィータが言った。

「たしかにおぬしはすけべだが、すけべが悪いとは言っておらん」

　すると、ランジュも続いた。

「そのとおり。すけべにも好このもしいすけべと嫌悪すべきすけべがある。ナーガ殿は好もしいすけべだから、そこは胸を張ってもいいのでは？」

「そんな評価に胸を張れるか！」

　びし！　とランジュを指さしてツッコんだナーガは、すぐに小さなため息を吐いた。

「まぁ、俺の場合、男の本能というよりも、置かれた立場から来る責務に付ふ随ずいしたすけべなのかもしれないんだが」

「自分で認めおったぞ、こいつ」

　とヴィータがツッコむと、イクシーヌが別の部分に食いついてきた。

「ナーガさんが置かれた立場って、なんなの？」

「ん？　それは……俺おれは当主として自分の血筋を、家の存続を図らなくてはならない立場だから、多くの女と交わって多くの跡あと継つぎを残す必要がある、ということだ」

「ナーガさんが当主？　どこのなんていう家なの？」

「それはだな……お……オワリ？」

　ナーガの体に貼ってあるレラの呪符は、ナーガの発した「オワリ」という言葉を国名だとは取らず、素直に「終わり」と訳したようだ。

　それでイクシーヌが愕がく然ぜんとした顔になる。

「え？　もう話は終わりなの？　もっと教えてよ」

「いや、そうじゃなくてな」

（オワリ……オダ家……俺の家……そして俺は……）

「イクシーヌよ、その辺で勘弁してやれ」

　とヴィータから声がかかった。

「ナーガは記憶を喪なくしておるのじゃからの。この大事なときに下へ手たに追い込んで此こ奴やつが精神に変調でも来きたしたら大変じゃわ」

「あ、そうですね。今日はこのくらいで許してあげるとしますか」

「なんで上から目線なんだよ」

「でも、何か思い出したら教えてよね？」

「いいけど、俺は思い出したことは真っ先にレラに教えないといけないんだよ。そういう約束だからな。そのあとでよければ、な」

　ナーガがそう応じると、イクシーヌとクゥが、ちっっ、と舌打ちした。

「レラめぇ、なんか大切にされてる感が許せないな！」

「いちど絞しめ殺しておく？」

「いや、クゥが革かわ帯おび動かしながら言うと洒落しやれにならないから抑えて」

　とイクシーヌが言うと。

「じゃあ、手足を引きちぎるくらいに抑える」

「もう少し抑えて」

「じゃあ、レラの呪符を全部剝はがして全裸にするくらいに抑える」

「それだとナーガさんが喜んでレラを襲う可能性大なので、レラを応援することになってしまうけど？」

「しまった」












　などと二人がくだらないことを言っているのを聞いて、ランジュがくすくすと笑う。

「ナーガ殿は、うちの若い魔女たちに人気があるな」

「そうか？　どちらかというと、からかわれてるだけのような気がするがな」

「それだけナーガ殿に気を許しているということだな。少しうざったいかもしれないけど、あいつらがじゃれついてきても邪じや慳けんにしないでくれると嬉うれしい」

「そうだな、そう心がけるよ」

「まぁ気を許すのはいいとして、体まで許してしまうと魔力を失いかねないので、そこは自じ重ちようしてもらわないとならないんだが、問題ないよね？」

　ランジュが爽さわやかな笑顔を向けてプレッシャーをかけてきたので、ナーガは思わず頭を引いた。

「わかってるとも。それも充分に留意してるさ」

「なら、いいのだけど」

「おいおい、ナーガがすけべだという話から横道に逸それたきりになっているぞ。そろそろ本題に戻らんか？」

　というヴィータの指摘に、イクシーヌ、クゥ、ランジュが居住まいを正した。

　ランジュはヴィータに向かって、そうですね、と頷うなずいた後、ナーガに向き直る。

「では、あまり脇道に逸れないように粛しゆく々しゆくと本題を進めてください」

「どうして俺おれが責められてるんだよ!?」

　ナーガは情けない顔でランジュにツッコむと、

「じゃあ、話を元に戻すがな」

　と言って、描いた絵図を指し示した。
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「敵主力の攻勢をまともに受けないように、敵主力の戦力を分散させるために、ヴィータ、おまえや他の魔女たちにこれで出撃してほしいわけだ」

　ナーガは、わかるな？　というように絵図の上の一点を指先でとんとんと叩たたいた。

「ふむ。これ、な。ハリガンが乗ったあれじゃな」

「少し調整を加えるが、基本は同じだな」

「吾われの大活躍が外から見えんのが少し不満じゃが、まぁ乗って魔法を使う分には問題ないじゃろ。問題があるとすれば、進退をどうするか、ということじゃな？」

「さすがヴィータ、理解が早い」

　頷うなずいたナーガは図面にざっと描いた円を指でなぞった。

「最初の攻撃が上う手まくいったら、この円を進めなくてはならない。つまり、あれを進める必要があるんだが」

「かなり重くなるのじゃろ？　馬で引くしかないじゃろうが」

「いや。エゥラニア攻めのときよりは軽くなると思うから、兵に引かせれば大丈夫だろう。馬だと、おまえの魔法の影響がどう出るか読めなくて怖いからな」

「なるほど、たしかにそうじゃな」

「ただ、ヴィータの乗る物に限っては別の方法で進退させようと思うんだ」

「別の方法？」

　ヴィータは眉を寄せ、怪け訝げんそうな顔になる。

「馬や人以外にどんな方法があるのじゃ？　牛か？　たしかに重い物を引くなら牛のほうが確実かもしれんが、速度は出せん。この戦いくさに使うには鈍のろすぎないか？」

「牛じゃないよ。まぁ、部分的には似たようなものかもしれないが」

　ヴィータの顔がますます怪訝そうな度合いを増す。

「ぬしの言うておることがわからんな。何を使うと言うのじゃ？」

「アイスだよ」

「は？」

　ヴィータが、ぽかんと口を開けた。

　ランジュやイクシーヌも意表を衝つかれた顔で固まった。

「アイスなら牛が引けないような重い物でも馬より早く引けるだろ？　いや、今回は引くんじゃなくて押すことになると思うが」

「た、たしかにアイスなら可能かもしれんが」

　ヴィータは、やれやれと頭かぶりを振った。

「これもぬしが言う、適てき材ざい適てき所しよというヤツか」

「そうだとも。いちばん効果的な場面でもっとも効果的に魔法を使う。そうすればおまえたちは間違いなく一騎当千の兵つわものだ」

「あの、ナーガさん」

「なんだ、イクシーヌ？」

「さっき言った『部分的には似たようなもの』っていう意味は何？」

「ああ、それか」

　ナーガは、ははは、と笑って答えた。

「ほら、牛とアイスには似に通かよった部分があるだろ」

「？？？」

　ナーガの言う意味がわからずイクシーヌは考え込むが、ああ！　とクゥが手を打った。

「おっぱい」

　がく、とイクシーヌがずっこけ、ランジュは苦笑を浮かべて言った。

「たしかに。アイスと牛の乳は、数こそ違えど、大きさではいい勝負だ」

　ヴィータがジト目になってナーガやランジュを見やる。

「ぬしら、酷ひどいことを言いよるのう。まぁ吾われもアイスのでか乳を見る度に、搾ったら母乳が出るのではないか？　と思わんでもないが」

「そうそう、思いますよね」

　とイクシーヌが勢いよく首を縦に振る。

「森の隠れ里で牛の乳を搾るとき、アイスの乳も搾ってみたいなとか思うもの」

「クゥも革かわ帯おびでアイスのおっぱいを思い切り摑つかんで引っ張ったり搾ったりしたいと思う。きっと母乳がどぱどぱ出る」

「いや、あれは子供を産まないと出ないらしいがな」

　ナーガが横から口を出すと、クゥは、問題ない、と右の掌てのひらを広げた。

「アイスはよくできた女。子供を産まなくてもきっと出せる」

　ヴィータが呆あきれたという顔になって言った。

「おぬしら、本人がいないと言いたい放題じゃな」

「なに言ってるんですか、ヴィータさん。本人がいないからこそ言うんですよ」

　とイクシーヌが応えると、クゥが大きく頷うなずいた。

「アイスの前でこんなことを言えば一生ねちねちといびり倒される」

「それが酷ひどいと」

「まぁアイスのおっぱいが牛に勝るとも劣おとらないのは衆目の認めるところだとして」

　ナーガはそう言って図面を指で叩たたいた。

「ヴィータの乗る奴やつは、彼女に任せようと思うが、どうだ？」

「そうよな。牛より重い物を引け、なおかつ馬より早く走れそうというのは、そのとおりじゃろう。牛や馬と違って、こちらの言うことがすぐに伝わるという利点も大きいな」

「それだけでなく、ヴィータの魔法が効いているあいだも、アイスなら動けるという利点もある」

「ん？　どういうことじゃ？」

「今回は四方に覗のぞき窓を開けておいて、そこから外の様子を探るんだ。そのとき、アイスならおまえの魔法が効いていても、車内を歩くくらいなら可能だろ？」

「なるほど。今回は全力で奏かなでの軽けい重ちようを効かせるわけにもいかんから、ある程度は加減して発動することになる。アイスなら歩くくらいはするじゃろうな」

「ということで、今回の戦いくさにはアイスを呼び寄せようと思っているんだ。その分、ハリガンには苦労をかけることになるが、今回の戦の勝利はそれだけ重要だと思っている」

「いいのではないかな」

　とランジュが応えた。

「ハリ姉ねえも文句は言わないと思う」

「では、あとでエリュシオーネに頼んで、エゥラニアの街までアイスを呼びに行ってもらうとするか」

「それにしても」

　ヴィータは図面に目を落としたまま少し呆あきれ気ぎ味みに言った。

「正面からぶつかると言いながら、今回のも奇策じゃのう」

「そうかもしれないな。本音を言えば、奇策など使わなくても済むだけの大軍を早く確保したいところなんだがな。なんと言っても、兵は質より量だからな」

　そう言ってナーガは、自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。

「ナーガ殿」

「なんだ、ランジュ？」

「今回、アイス以外には誰が参戦するのだろうか？　うちの一族から呼んでおきたい魔女が他にもいるのかな」

「ハインドラ一族から呼ぶのは、そうだな、アイスの他にはセレナくらいでいいだろう。いや、エスピエーネもいたほうがいいか？　イクシーヌやクゥは俺おれの側そばにいてもらうわけだから自動的に参戦組になる。あとはユウキにも加わってもらいたいが、今回の戦は基本的にヴィータのところと、アストゥロとナムジャの一族でやってもらうことになる」

「しかし、この作戦、進退の時機とか、相そう互ごの距離とか、位置取りとか、主力の動きに合わせるとか、けっこう高度な連係が要求されると思うのだが」

「ランジュの言うとおりだ。魔女同士だけでなく魔女と主力でも高度な連係が必要になる。多くの兵がぶつかって乱戦になれば連絡を取るだけでも難しいわけだが、今回は、連絡を取るだけでなく最適な瞬間を狙って動き出し、最適な時機を見計らって魔法を発動し、止とめるということも必要になる。発動の瞬間が少しでもずれると大きな効果は期待できないんだからな」

　魔女たちはゴクリと唾を吞のんだ。

「おぬしの話を聞く限り、成功する可能性はとてつもなく低いように思えるのじゃが？」

　ヴィータが揶や揄ゆするようにそう言うと、ナーガはあっさりと応じた。

「よほど練度の高い兵を揃そろえない限り、ふつうなら無理だろうな」

　彼の表情や態度に深刻そうな雰ふん囲い気きはない。

「吾われらならできると？」

「できると思っているさ。でなきゃ、こんな作戦は立てない」

「でも、こちらは寄せ集めですよね」

　とイクシーヌが言った。

「まぁな。カサンドラ王国軍内部に限っても新兵やら傭よう兵へいやらが多い。俺おれたち魔女軍も、カサンドラ王国軍と戦いくさの訓練をしたことなど、ほとんどない」

「おまけに魔女同士も、他の一族と一緒に戦ったことなど、ほとんどないのだからのう。吾らスレイマーヤ一族と、ハリガンのところのハインドラ一族が共闘したのが唯一の事例と言ってもいいくらいじゃからな。あまり高度な連係を期待されても困るわ」

「胸を張るな、胸を」

　とナーガがツッコんだ。

「そう言うが、現実はそうなのじゃ。本当に勝てるのか？」

「普通なら勝てないかもしれないが、おまえたちは普通じゃないだろ。おまえたちは魔女なんだ。魔法という飛び道具を持っているんだ。普通の兵にできないことでもできるはずだし、実際にやってきたじゃないか」

　四人の魔女は互いに顔を見合わせた。

「まぁ、そう言われるとそうかもしれんがのう」

「適てき材ざい適てき所しよに魔女を配置して、綿めん密みつに作戦を練り、周到に準備を重ねていけば、必ず勝てる戦いになるさ。ところで」

　ナーガはヴィータに顔を向けた。

「ヴィータ、おまえのところと、ナムジャのところとアストゥロのところ。全部で何人くらいになる？」

　ヴィータはしばし宙を睨にらんで考えていたが。

「ざっと六十名といったところかの。ただ、吾われのところは何人か森に残しておるし、それはナムジャやアストゥロも同じじゃろう。少し控えめに見積もっておいたほうがいいじゃろうな。ふむ。そうなると五十ちょっと……といったところかの」

「参加できる魔女の一覧がほしいな。名前だけじゃなく、魔法も記入した一覧が」

「わかった。吾わが一族の分はすぐに用意させる。ナムジャとアストゥロのところは奴やつ等らに任せるしかないがな」

「できるだけ急がせてくれないか。それを見て魔女の配置を考えたい」

「承知じゃ」

　それからナーガたちは、もう少し細かいところまで打ち合わせた後、解散した。

　魔女の一覧表がナーガのところへ上がってきたのは翌々日のことだった。
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　自分に宛あてがわれた部屋に籠こもって、ナーガが一覧表を睨んでいる。

　スレイマーヤ一族の何人かは、どんな魔法を使うかまでわかっているが、ナナトゥール一族とヴィエンナ一族の魔女と魔法に関しては何も知らないに等ひとしいから、まずは一覧表を頭に焼きつける作業から始めなくてはならない。

「ヴィータのところのイールヴィー、こいつは使えるじゃないか。っていうか、こいつがいればヴィータの魔法を効かせつつ敵への攻撃が可能になるんじゃないか？　あとはハイララと……ジリオラ、カーラマイヤ、レインライン辺りも使えるな。ミドルスブレイラ、こいつは本陣近くに伏せておいて……」

　そこに書かれた名前と魔法を睨みつつ、ナーガは構想を具体的な形にまとめていく。

　半島諸都市の連合軍は、出撃の準備を着々と進めているようだから、もうあまり時間の余裕はない。

　最新の情報によると、半島連合が集める兵の総数は五千を超えるかもしれないということだった。

　五千を超える軍勢を討うち破り、半島を支配下に置いて、グランビスタの街を攻める。

　グランビスタを陥おとしてしまえば、西さい果はての半島は魔女とカサンドラ王国が支配したも同然だ。

　そうして半島を支配下に置いたら、グランビスタからヴィータたちが大陸本土に進出し、エゥラニアからはハリガンたちが沿岸を西進していく。

　西と東から魔女の勢力を拡大し、やがては旧教会勢力下の諸国とも伍ごしてやっていくだけの兵力と財力を確保する。

　それがナーガの「魔女と人とが共に暮らす世界を創る」ための戦略だった。

「やってやるさ。まずはこの戦いくさに勝って半島を支配下に置く。新しい世界を創るための、それが第一歩だ」

　ナーガは不敵に笑った。

「旧きゆう弊へいは打破する。古い価値観は破壊する。神や仏を笠かさに着た坊ぼう主ずどもが政まつりごとに口を出すのは許さねえ」

　そう呟つぶやいてから、ナーガは、ん？　と首を捻ひねった。

「坊主……坊主……仏？」

　ナーガは何度も首を捻って何かを考えていたが、やがて顔を上げた。

「もう少しでいろんなことを思い出せそうなんだがな。こちらの世界に落ちて来たばかりのときは五ご里り霧む中ちゆうというか、ほとんど何も見えない状態だったのに、今ではだいぶ霧が晴れてきたという実感がある。もう少し。あと少しで思い出せるに違いない」

　ナーガは、それを大いに期待した。
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　サント・ゼッファの街の北西数リーガ（一リーガ＝約四・八キロメートル）のところを、ナーガは決戦の場所として選んだ。

　そこは半島を貫つらぬく主要街道から少し西側に外れている。

　街道を離れると東側には原生林があって大軍の展開には適さないが、街道の西側は原野が広がっているだけだ。

　多少の起伏はあるが、基本的に見通しはいいから、伏兵を隠すにはあまり適さない地形に思える。

　ただ、実際に平原を歩いてみると、見た目の印象以上に凹おう凸とつがあるし、ところどころに大きな岩も転がっている。

　ナーガが決戦場として選んだその場所で、いま数千もの人間が忙せわしく立ち働いていた。

　彼らは陣地を構築しているのである。

　半島連合軍の戦術目標は、まず第一にサント・ゼッファの街の攻略。

　魔女国とカサンドラ王国からすると、サント・ゼッファは半島北部への橋きよう頭とう堡ほである。

　サント・ゼッファを中継基地にできるからこそ、魔女国とカサンドラ王国は半島北部へ侵攻することが可能になる。

　半島連合にしてみれば、サント・ゼッファの街は目の上の瘤こぶといった存在で、いつまでもこれを放っておくことはできない。

　逆に言えば、現状、サント・ゼッファの街さえ陥おとしてしまえば、自分たちの街に対する脅きよう威いはかなり薄れることになる。

　だから半島連合軍の首脳は、サント・ゼッファの街を攻め、これを陥としてしまおうと考えた。

　最悪、陥とせないまでも、サント・ゼッファが魔女国とカサンドラ王国の傘下から離脱してしまえば、それでいいとも考えた。

　サント・ゼッファの戦力は四百程度しかいないから、ほとんど無視できる。

　五千を超える部隊で街を包囲してしまえば、数日で開城に追い込めるだろう。

　問題は、魔女国とカサンドラ王国の兵力だ。

　サント・ゼッファの街の近郊に集結してきた魔女とカサンドラ連合軍の兵力は二千以上いるらしい。

　それらがサント・ゼッファの街に籠こもってしまうと、五千では手を出し難にくくなる。

　もっとも二千を超える兵が籠もれば、兵ひよう糧ろうの消費が大きくなるから、いつまでも籠もってはいられないのだが、なんといっても相手には魔女がいる。

　包囲を続けているうちに魔女による夜襲を受ける虞おそれがあるし、輜し重ちよう部隊を襲われる虞だってある。

　もっとも今回は短期決戦で行くつもりの連合軍首脳は大がかりな輜重部隊を用意してはいないのだが、だとしても背後で魔女に好き勝手な行動を取られるのは具合が悪い。

　物見に出した部隊が襲われる可能性が高くなるし、もし物見部隊が次々に襲われれば、全軍の士気は大幅に低下するだろう。

　最悪、物見に出ろと命令しても拒否する兵が出てくるかもしれない。

　物見ができなくなれば、魔女はますます好き勝手な行動を取るだろう。

　それを思えば、やはりのんびりと街を囲んでいる場合ではなかった。

　神の旅団を討うち破った魔女の実力を、彼らは恐れていた。

　少数の兵で魔女と戦うような局面になるのは避さけたかった。

　だから、なるべく早くサント・ゼッファの街を攻略してしまいたいのだ。

　五千で街を包囲すれば、それだけでサント・ゼッファの街が内部崩壊して、魔女とカサンドラ王国に叛はん旗きを翻ひるがえす勢力が城門を開けるのではないかということも期待した。

　それに彼らには、のんびりと包囲を続けていられない別の理由があった。

　自分たちの足下が揺らいでいたのだ。

　最近、街の住民のあいだにおかしな噂うわさ話ばなしが流れていることを首脳陣は摑つかんでいた。





　曰いわく、すでに何人もの魔女が街の中に入り込んでいる。

　曰く、新教会との戦いくさに兵を出さなかった半島諸国を教きよう王おう様はいたくお怒りになっている。

　曰く、旧教会は西さい果はての半島を見捨てるつもりだ。

　曰く、魔女軍には天界から下りてきた龍りゆう王おうがついている。

　曰く、魔女の呪いで今年は凶作になる。

　曰く、魔女の呪いで墓場から死者が蘇よみがえる。

　曰く、カサンドラ王国は金にものを言わせて傭よう兵へいを集めている。

　曰く、その金はレンスールの街が提供しているらしい。

　曰く、魔女軍に抵抗したエゥラニアの街の首脳陣は、全員が生きたまま皮を剝はがれ、手足を切断され、城壁から吊つるされた。

　曰く、手足を切られ吊されても魔女の呪いで死ねず、首脳陣は今も苦痛に呻うめいている。

　曰く、自分たちの街に居を構えている商人の一部が、レンスールの街と連絡を取り合っているらしい。






　虚きよ実じつ織おり交まぜたこれらの噂話は、ナーガによって送り込まれた工作員（魔女）が流したものだったが、話半分、いや話四分の一だとしても、首脳からすれば足下がぐらつくような気き味みの悪さを感じたことだろう。

　とくに、自国の商人がレンスールの街と連絡を取っているという噂が事実だとすれば、これは大きな脅きよう威いである。

　レンスールの街は魔女軍と協定を結んだという話だし、レンスールの街の後ろ盾を得た魔女軍がエゥラニアの街を陥おとしたのも事実である。

　レンスールは商人の街で、とても裕福だ。

　そこが後ろ盾となったのなら、魔女国と手を結んだカサンドラ王国に援助を行っていても不思議ではない。

　時間が経たてば経つほどカサンドラ王国軍の兵力が増えていくかもしれないと、半島連合首脳はそのことを恐れた。

　他の噂は真実とは思えないものが多かったが──とくに魔女の呪い云うん々ぬん関連──首脳はともかく、街の住民はそれらを信じているらしいのが厄介だ。

　魔女国とカサンドラ王国連合との決着を早くつけないと、街の住民が騒ぎ出すかもしれない。

　街の治安が揺らぐようだと、連合軍に提供した兵の何割かを戻さなくてはならなくなる。

　各国でそんな事態が起きれば、半島連合の兵力は大きく削けずられてしまう。

　兵力が減れば魔女国とカサンドラ王国軍に自由な行動を許すことになり、同時にそれは、半島連合の作戦の自由度が大きく損なわれることも意味していた。

　という事情からも、半島連合首脳は、早期の決着を狙っていたのである。

　ナーガは情報を正確に把は握あくすることの重要性を理解していたが、情報を操作することの有効性にも着目していたのである。

　こうしてナーガの事前の着手によって、半島連合軍は短期決戦に出ざるを得ない状況に追い込まれていた。

　だからこそナーガは、惜しげもなく人手を投入して陣地の構築に取りかかったのである。

　相手は五千以上で、自軍は最大でも二千五百。

　となれば、自ら動いて敵軍を討うち破ろうとするのは無謀というもの。

　どうしたって守備的な戦いにならざるを得ない。

　相手の攻勢を撥はね返し、上う手まくカウンターを極きめる。

　兵力的に劣おとっている魔女軍とカサンドラ王国軍は、その戦法で行くしかないのだ。

　少数の魔女部隊による不正規戦を続け、少しずつ半島連合の戦力を削っていくという戦い方もあるが、ナーガはその方法を選ばなかった。

　半島連合は短期決戦での決着を望んでいたが、ナーガとしても、それは同じだった。

（時間が惜しい）

　ナーガはそう感じている。

　何か具体的な兆ちよう候こうがあるわけではない。

　もしかしたら考えすぎなのかもしれない。

　だが、いつか自分がこの世界を離れるときが来るかもしれないと彼は感じ始めていた。

　半島制圧を急ぐ理由はそれだけではない。

　旧教会と新教会が激しく戦っている今こそが好機なのだ。

　教会勢力同士の争いが一段落してしまえば、旧教会の目は再び半島に向く。

　そのとき制圧が済んでいなければ、旧教会はまた半島に介入してくるだろう。

　魔女に半島を奪われては教会の沽こ券けんに関わる。

　神の旅団だけでなく、旧教会が影響力を持つ諸国、諸侯に大々的に動員をかけて、万余の大軍を派遣してくるかもしれない。

　そうなれば半島の制圧は不可能になる。

　半島を奪とれなければ、エゥラニアの街を本拠地にしたハインドラ一族が北上し、同時にスレイマーヤ一族が中心となった魔女連合が半島から大陸本土へ進出するというナーガの戦略が破は綻たんを来きたしてしまう。

　だからナーガは、ここで決着をつけるつもりでいた。

　そのためにも半島連合軍を完かん膚ぷなきまでに討うち破り、魔女国とカサンドラ王国の連合に敵対しようという意思を、抵抗しようとする試みを、叩たたき潰つぶしておきたかった。

　ここで叩いてしまえば半島諸都市の攻略はかなり楽になる。

　上う手まくすれば幾つかの街は、向こうから魔女国とカサンドラ王国連合に意を通じてくるかもしれない。

　ナーガは半島の諸都市を殲せん滅めつする気はなかった。

　大勝を欲してはいても、諸都市の兵を根絶やしにする気もなかった。

　諸都市の兵は、この先の戦いでは味方として使える兵なのだ。

　半島諸都市が戦意をなくすほどの大勝を収め、それでいて兵の損そん耗もうはできるだけ抑える。

　そんな難易度の高い戦いくさをナーガは実現しなくてはならない。

　ナーガは用意できる手立てはすべて用意し、使える者はすべて──人に限らず魔女もすべて──使うつもりだった。

（多少の危険は冒しても、な）

　もしかすると、また魔女の中から犠ぎ牲せい者が出るかもしれない。

　カサンドラ王国軍の兵が多数、討ち死にするかもしれない。

　それでもナーガは、狙った戦をやり遂げようとしていた。
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　陣地は街道を扼やくす地点に築かれている。

　守備的に戦うといっても、決戦に持ち込んで相手を撃破したいのだから、それほど堅けん固ごな陣地にはしない。

　相手の騎馬突撃を遮さえぎるための土ど塁るいや木柵を造り。

　弓兵を収納する掘ほっ建たて小屋を建てた。

　小屋というより、前面と左右、そして頭上を覆おおった板壁というのが実態だったが、これで弓兵は、敵からの弓矢攻撃を気にせずに矢を撃てる。

　彼方かなたまで見通すための望ぼう楼ろうも建てた。

　固定の防御施設はそのくらいだ。

　どうせ放棄する陣地だ、手を抜いたと敵から見破られなければ、それでいい。

　ナーガが作戦の要として重要視しているのは、エゥラニアの街の攻略に使用した攻撃車だった。

　ナーガは、近隣の森から伐きり出した大木を使って、エゥラニア攻めのときと同じような攻撃車を十台用意させた。

　ただし、そのうちの一台は他の九台と違って、後方も開いていない。

　完全な密閉型だ。

　十台すべてが分厚く頑がん丈じような天井と側壁で守られていて、天井や側壁の外側には薄い鉄板が張ってあるのは、エゥラニア攻めに使用した攻撃車と同じである。

　ただし、エゥラニア攻めのときの物より鉄板の張り方は雑で、面積も小さい。

　使える工人に限りがあったのと、すべてを覆うほどの鉄板が用意できなかったという理由からだ。

　とはいえ、これでも充分に敵の弓矢攻撃から乗員を守れるはずだ。

　ナーガは、離れた場所にいる敵を攻撃できる魔法を使う魔女をこの攻撃車に乗せるつもりだった。

　この攻撃車が離れたところから敵部隊を魔法で攻撃するのだ。

　この切り札を活いかすためにも、決戦場所は平原である必要があった。

　極端に起伏の大きな場所では、この切り札を使えない。

　注意しなくてはならないのは攻撃車が敵に取り囲まれてしまうことだが、戦いが想定通りに進展すれば、敵は騎兵も歩兵もまともに動けなくなるから、包囲されて車内の魔女が攻撃されることを恐れる必要はなかった。

　もっとも十台の攻撃車の何台かは故障して動けなくなる可能性はある。

　鉄板を張った分、重くなっているから、車輪に負担がかかるのだ。

（万能の兵器などないってことだ。何を選んで何を捨てるか、利益と不利益の釣り合いだ。いざとなれば、動けなくなった車は捨てればいい）

　ナーガはそう開き直って、攻撃車に乗せる魔女の人選を進めてきた。

　遠距離攻撃ができる魔女という制約があるから、候補は極端に多くはない。

　攻撃魔法の使い手ではないが、〝あの〟魔法を使えるイールヴィーは外せない。

　ヴィータはアイスと共に一号車に乗ることが決まっている。

　その他の九台に、誰と誰を乗せるか。

　すでに候補の選抜を終えていたナーガは、最終的な決定を下したところだった。

（こんなものか）

　ナーガは羊よう皮ひ紙しに書きつけた名前を睨にらんだ。

（攻撃魔法の種類だけでなく、ヴィータの魔法に対する耐たい性せいという問題もあるからな。というより、むしろそちらのほうが大きい。あとは実地で訓練してみて、ヴィータの魔法の加減を測るしかないな）

　そこへエリュシオーネが顔を出した。
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　ナーガがいるのは陣中に張られた彼専用の天てん幕まくの中だったが、そこにはエリュシオーネのマンテラが置かれているので、彼女は出入り口を通らずに、そちらから出現した。

「ナーガさん、エリュシオーネ、参上しました」

「お、おお」

　ナーガは少し驚いた顔でマンテラを羽は織おって立っているエリュシオーネのほうへ顔を向けた。

「慣れたとはいえ、そうやっていきなり音もなく登場されると驚くな」

　エリュシオーネは不服そうな顔になって言った。

「急いで来いと言うから急いで来たのですけど」

「いや、そのとおりだ。べつに文句を言ってるわけじゃないから気にするな」

　と言って、ナーガはエリュシオーネを手招いた。

「とりあえず座れ」

「あ、すみません」

　エリュシオーネはナーガの差し出した床しよう几ぎを開くと、そこに腰を下ろす。

「急ぎの用というのはだな、おまえにアイスを迎えに行ってほしいんだよ」

「あぁ、母かか様さまから聞いています。母様が乗る攻撃車をアイスが動かすのでしたね」

「そう、ヴィータが乗る一号車だけは、臨機応変な動きが必要なんだ。だから馬ではなくアイスに引かせたい。というか押させたいんだよ」

「それでわたしに迎えに行けと。たしかにエゥラニアから船と馬を使ってだと何日もかかりますしね」

「最初はユウキに行かせようとしたんだが、断られた」

「おや？　どうしてです？」

「ユウキが言うには、『アイスはおっぱいだけで、レラとかノノエルとかケイとか体重の軽い魔女一人分くらいある。つまりは実質三人乗りってこと。三人乗りで飛空艇を長距離飛行させるのは無理』だそうだ」

「あはは、たしかに、あいつのおっぱいは重そうだからな」

　エリュシオーネは、さもおかしそうに笑った。

「おまえのマンテラ、エゥラニアの街にも設置してあったよな？」

　とナーガに訊きかれ、エリュシオーネは難しい顔で頷うなずいた。

「このあいだ置いてきたので、まぁ飛べるんですが」

「何か問題が？」

「いや、ユウキの言い分じゃないけど、アイスはわたしよりでかいし、わたしより重いし。そういう魔女を連れて飛んだ経験はないので、果たして上う手まく飛べるかどうか、ちょっと不安ですね。飛べるかどうか以前に、アイスの体がマンテラからハミ出しそう」

「飛べないとどうなるんだ？」

「その場から動けないだけです。空間の狭はざ間まに囚とらわれて生還できないとか、そういうことはないので、ご心配なく」

　ナーガは安あん堵どの息を吐はく。

「なら、やってみてもらうしかないな。何せ時間がない。半島連合の部隊の出撃準備は、もうだいぶ進んでいるらしいからな」

「そうですね。昨日見てきた範囲では、あと数日のうちに何部隊かは移動を開始するかもしれません」

「となれば、のんびりと船で海を渡り、のんびりと馬で走ってくるわけにもいかない」

「わかりました。やってみましょう」

　そう言って頷いたエリュシオーネは、にやりと笑って言った。

「もしも万が一、飛べなかったら、アイスの奴やつをデブ呼ばわりしてからかってやる」

（そんなことしたら、おまえ、殺されないか？）

　とナーガは危き惧ぐしたが。

（まぁ、俺おれが言うことでもないし、いいか）

　と思い直した。

　エリュシオーネは、

「じゃあ、すぐに飛びますよ」

　と言って天てん幕まくの隅すみへ移動した。

　彼女の場合、マンテラが一枚あれば他に何も要らないから楽なものだ。

　とはいえ、さすがに一回でエゥラニアまで飛ぶのは無理だそうで、マンテラを置いてあるところを何箇所か経由して飛んでいくらしい。

　ナーガはエリュシオーネに向かって右手を挙あげた。

「頼んだぞ、エリュシオーネ」

「アイスの体重が、わたしの魔法の許容範囲であることを祈っていてください」

　そう言ってにやりと笑ったエリュシオーネの頭頂部が静かに沈み始めた。

　やがて彼女の体は溶けたように消え去り、地面の上には先ほどまで彼女が羽は織おっていた赤茶色のマンテラだけが大輪の花のように広がっていた。
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　その日の夕刻に、エリュシオーネはアイスを抱えて無事に帰還した。

　マンテラを羽織っているエリュシオーネはともかく、アイスも裸なので、いきなりナーガの天幕に現れるわけにもいかない。

　エリュシオーネはいったんスレイマーヤ一族が使っている天幕に飛び、そこでアイスが衣装を身に着けたあと、二人は歩いてナーガの天幕までやってきた。

「アイスの尻がマンテラからはみ出して大変でしたよ」

　天幕の入り口を潜くぐるや否いなや、エリュシオーネが軽口を叩たたく。

　すると彼女の背後から二本の腕がにゅっと伸びてきた。

「まぁ、いやだわ、エリュシーったら」

　アイスの両手がエリュシオーネの首に回される。

「お、おい、アイス？」

「そんなこと言ったら、わたしのお尻が人並み外れて大きいみたいじゃない？」

　魔女の衣装はいつも半裸と言っていいほどにしか体を隠していないが、いまアイスが身に着けている衣装は誰かからの借り物らしくていつもよりずっと小さく、まったく体を隠していなかった。

（たしかに人並み外れて大きいよな）

　衣装からはみ出しているアイスのお尻を見ながらそう思ったナーガだが、そんなことを口にするほど愚かではない。

　ところがエリュシオーネは、そんなことを正直に口にしてしまった。

「い、いや、人一倍大きいだろぐぁっっ」

　アイスは両腕に軽く力を込めた。

「ぐっぐるじい……じぬ、じんじゃう、目の玉飛び出りゅぅぅ」

「え？　よく聞こえないんですけど？　わたしのお尻、そんなに大きくないですよね？」

「おおぎぐないおおぎぐない、ふづうふづ」

　エリュシオーネは必死の形ぎよう相そうでアイスの腕を叩たたいた。

　叩きまくった。

　アイスはにこやかな顔を崩さず、エリュシオーネの首から両手を離した。

「わかってもらえて嬉うれしいわ」

「おっおまっっ」

　エリュシオーネは自分の喉を押さえ、げほげほと噎むせている。

　なんとか息を整えると、エリュシオーネは眉を吊つり上げてツッコんだ。

「いま本気だったろう！　完全に絞しまってたぞ！」

　けれどアイスはどこ吹く風だ。

「え？　本気なわけがないでしょう？　ちょっとしたじゃれ合いですよ？」

「じゃれ合いで絞め殺されるほうの身にもなれ！」

「だってエリュシーが、わたしのお尻が巨大南瓜かぼちやよりも大きいなんて言うから」

「言ってないけどっ!?　そこまでは言ってませんけどもっ！」

「おいアイス、そのくらいにしておけ。いまエリュシオーネに死なれたら困るからな」

「わかっていますよ、ナーガさん。これはあくまでも冗談の範はん疇ちゆうです」

（どこがだ！）

　と内心でツッコまずにはいられないエリュシオーネだった。

「わたしに怒るならユウキだって同罪だろ」

　と思わず漏らしてしまう。

（あ！　おい、よせ馬鹿！）

　ナーガが頻しきりに目め配くばせしたが、すでに遅かった。

「はい？　ユウキが何か言っていたの？」

　しまった！　と思うエリュシオーネだが、アイスの視線はがっちりと自分に固定されていて顔を背けることもままならない。

「ユウキが、わたしのことを、なんて言っていたのかしら？」

　にこやかな顔のアイスに迫られ、エリュシオーネはだらだらと冷や汗を流す。

「教えてくれると嬉しいんだけど、エリュシー」

「い、いや、べつに大したことじゃない」

「教えて、くれると、嬉しいの、です、け、ど」

「いや、だから、アイスが重すぎて二人乗りじゃ飛べないとかどうとか」

「なんだ、そんなこと」

「あぁあ、そう、そんなことだよ。おまえが気にするほどのことじゃない」

「そうね。じゃ、ユウキにはあとで軽くお仕置きしておきましょうか」

　アイスは極上の笑みを浮かべてそう言った。

（あ～あ。可哀かわい相そうに、ユウキの奴やつ）

　ナーガは密ひそかに天を仰あおぎ嘆息する。

（まぁ、ユウキに関しては自業自得と言えなくもないが。しっかし、アイスは本当に恐こわい女だな。こいつほど見た目と中身がかけ離れた奴もいないだろうな）

　いきなりアイスが顔を巡らせてきた。

「はい？　何か、ナーガさん？」

「いや、何も言ってないぞ？」

「そうですか？」

「そうですよ！」

「まぁナーガさんの場合、大きなお尻とか大きなおっぱいとか大好きですものね。それに免じて許してあげます」

「許しを請こうようなことは何もしてないんだが!?」

　とツッコんでおいてから、ナーガは不服そうな顔になる。

「というより。俺おれが大きな尻やおっぱいだけを好きなように言うのは止やめろ」

「あら。違いましたか？」

「べつに大きくなくても、尻やおっぱいは好きだ。男として当然だろう」

「うわぁ、開き直ったよ、この人」

　エリュシオーネが小さく仰のけ反ぞった。

　一方、アイスはにっこりと笑って言う。

「今のナーガさんの言葉を聞いたら、ちっぱい代表のレラが喜びそうですね」

（こいつ、情けもなければ容赦もないな）

「ところで、レラは小さくてもまだありますけど、ケイちゃんみたいに何もない娘こはどうなんですか？」

「おまえ、本っ当に酷ひどいな！」

「え？　まさかナーガさん、ケイちゃんの胸が平らじゃないと主張するんですか？」

「いや、そんな主張はしないけどな」

　と言ってから、ナーガは慌あわてて手を振った。

「いやいや、べつにケイの胸が真まっ平たいらだとか、そういうことを言ってるんじゃないぞ。あいつにだってほんの少しくらいの盛り上がりはあるだろ」

　アイスは顎あごに手を当てて考え込む。

「うん、あったかしら」

（アイス、やっぱり最低だな）

　それはナーガとエリュシオーネに共通する思いだった。

「ケイちゃんも年頃ですし、もしかしたら、僅わずかながらほんの少しくらいちょこっとだけ成長しているかもしれないわね。今度、確かめておきましょう」

（つくづく酷ひどい奴やつだな）

「ナーガさんも、一緒に確かめてみます？」

「は？」

「ケイちゃんの胸が平らか平らではないか、その目で」

「いやいやいや。そんなことしたら、俺おれはあいつに殴なぐり殺されるわ。あいつの硬くなった拳こぶしに耐えられる自信はないぞ」

「そうですか？　ケイちゃんは喜びそうですけど」

　と言ってから、アイスはくすっと笑った。

「あぁでも駄目ですね。たとえケイちゃんに殴り殺されなくても、たぶんレラに焼き殺されます」

　ナーガは、ぞくりと背筋が寒くなった。

「そうだな。俺は遠慮しておくよ」

　アイスが、そうだ！　と手を打った。

「ケイちゃんだけじゃなくて、レラも一緒に確認してあげればいいんじゃないかしら」

「とてもいいことを思いついた的な笑顔で何を言ってるかな、アイスは！」

「それならレラも喜んでくれると思うんですけど……あぁでも、今度はイクシーやクゥやノノちゃんが黙っていないわね」

　アイスは笑みを消して、ふぅ、とため息を吐ついた。

「ナーガさんも罪作りな男ね」

「俺にはこれっぽっちも責任はないと思うんだが!?」

「あの、ナーガさん。アイスも。喜劇というか笑劇というか、そういう滑こつ稽けい話はそろそろ切り上げて、本題に入ったほうがいいんじゃないだろうか？」

「まぁ、失敬な。べつに喜劇を演じていたわけではありませんよ？」

　とアイスがエリュシオーネを睨にらみ。

（そう言われても仕方がないようなやり取りではあったな）

　とナーガは自省した。

「そうだな。本題に入ろう。そのためにアイスを呼んだんだから」

　三人は床しよう几ぎを持ち出してきて腰を下ろす。

「ヴィータもいたほうがいいな。ついでにイクシーヌとクゥも呼んできてくれ」

　とナーガに言われ、エリュシオーネが三人を呼びに走った。

　イクシーヌとクゥはすぐに姿を見せたが、ヴィータはなかなかやってこなかった。

　ナーガ、アイス、イクシーヌ、クゥの四人が雑談しながら待っていると、やがてエリュシオーネやドーラドーラと共にヴィータが姿を見せたが、彼女はナーガが見たことのない女子を四人、連れていた。

　身長の高低はあれど、四人の衣装はどれも極小で極ごく薄うす。

　ということは、この四人も魔女であるのは間違いない。

「これが例の連中か」

　ナーガがそう問うと、ヴィータは不敵な笑みを浮かべて頷うなずいた。

「そうじゃ。レジスナー一族とジャンダルム一族の魔女じゃよ」
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　エゥラニアを支配した後、半島を攻略するに当たってナーガは、ヴィータやナムジャ、アストゥロに頼んで、黒い森に棲すまう他の魔女一族に使者を送っていたのである。

「魔女と人とが共に暮らせる新しい世界の実現に向けて俺おれたちは着々と歩みを進めている。ハインドラ一族とスレイマーヤ一族が中心になって、下界に魔女の国も建てた。西さい果はての半島ではカサンドラ王国と手を結んだ。先の戦いで大陸本土にあるエゥラニアの街を支配下に置いた。今度は西果ての半島すべてを支配下に入れるつもりだ。おまえたちも俺たちの戦いに加わらないか？」

　ということを、ナーガは黒い森へ派遣される使者役の魔女に託した。

　全部で六人の使者が送られ、そのうちの四人は手ぶらで戻った。

　しかし、残りの二人は魔女の使者を伴っていた。

　二つの一族がナーガの呼びかけに応えたのである。

　リーシャという魔女が率いるレジスナー一族と、ジャンヌという魔女が率いるジャンダルム一族である。

　レジスナー一族は、魔女が十名ほどの小さな一族だったが、ジャンダルム一族は魔女だけで二十人ほど──一人前の魔女とは見なされない子供は除く──いる、ハリガンやヴィータのところと同じような規模の一族だった。

　レジスナー一族からは族長リーシャ自らが若い魔女一人を連れて足を運んできた。

　リーシャは優しいお姉さんといった印象で、族長であっても、ハリガンやヴィータから受けるような威圧感は感じられない。

　ジャンダルム一族からは、族長ジャンヌの名みよう代だいとして二人の魔女が派遣されてきた。

　一人は大柄でそれなりの迫力があった。

　一族ではアイスのように副族長格の魔女なのかもしれない。

　もう一人はずっと若く、小柄で可愛らしいという印象だ。

「ナーガ、ぬしは忙しくてなかなか時間が取れんからの、打合せのついでに、正式に此こ奴やつらとの顔合わせを済ませておこうと思うてな」

　ヴィータはそう言って、四人を用意した床しよう几ぎに座らせた。

　四人に続いてエリュシオーネとドーラドーラも床几に腰を下ろす。

「では、まずは紹介しておくか。アイスたちも四人に会うのは初めてじゃな？」

「そうですね。初めてお目にかかる方たちです」

　とアイスが答えると、ヴィータはそのアイスを指さして言った。

「彼あ奴やつがハインドラ一族のアイス。まぁハリガンの補佐というか、副族長的な魔女じゃ」

　アイスは四人に向かって頭を下げた。

「ハインドラ一族のアイスです。よろしくお願いします」

「こちらこそよろしく」

「よろしくお願いする」

　四人は手を挙あげたり会釈したりしてアイスに応えた。

「で、そっちの二人がイクシーヌとクゥじゃ。やはりハリガンのところの魔女よ」

「イクシーヌです。よろしくお願いします」

「クゥ。よろしく」

　二人が頭を下げると、四人が手を挙げた。

「よろしくね」

「よろしくだ」

「エリューが阿あ呆ほうなのはもう知っているから省くとして」

「違いますよね、母かか様さまっ！」

「ん？　おお、ちょっと言い間違えた。正しくは、阿呆のエリューはもう知っておるから省くとして、じゃったな」

「あれ？　おかしいな。言い直しているのに、あんまり変わってない」

　エリュシオーネは何度も首を捻ひねった。

「まぁ、こういう阿呆じゃ。すまんな」

　四人としては苦笑するしかない。

「さて、肝心な奴やつを紹介するとするか」

　ヴィータは鷹おう揚ような態度でナーガに向かって顎あごをしゃくって見せた。

「そっちの男が噂のナーガ様じゃ。吾われらは龍りゆう王おうの御み遣つかいじゃと言っておるがな」

　四人の魔女は興きよう味み津しん々しんという思いを隠そうともせずにナーガに視線を向ける。

　そんな四人に向かって、彼は気安い様子で右手を挙げて応えた。

「俺おれがナーガだ。この世界ではないどこかから落ちてきた男……らしいが、生あい憎にくと記憶を喪なくしていて、どんな世界から来たのかは覚えていない。右も左もわからないこの世界で助けられた恩を返すために、魔女と人とが共に暮らせる世界を創ろうと奔ほん走そうしているところだ。あんたたちにも新しい世界を創る手助けをしてもらえるとありがたい」

　ナーガがそう言うと。

（なるほど、これは）

　リーシャは小さなため息を漏らした。

（噂には聞いていたが、これほどとは。底が見えないというか、底が知れないというか。ちょっとやそっとじゃ測れないほど大きな器……ってことなのかな）

　さすがに族長だけのことはあって、リーシャはナーガの実力を敏感に感じ取ったようだ。

「とはいえ、今までのこともあるだろうし、おまえたちの立場や考え方もあるだろうから、すぐに手伝ってくれとは言わない。とりあえず俺やヴィータやハリガンがやってることを見て、賛同できると思ったら戦いに加わってくれればいい」

「此こ奴やつがレジスナー一族の族長、リーシャじゃ」

　ヴィータがリーシャを指し示した。

「まだ若いが、なかなか大した魔女よ」

「リーシャ・リージナス・レジスナーです。よろしくね」

　リーシャがナーガに向かって頭を下げた。

「ああ、よろしくな」

　頭を上げたリーシャは、今度はアイスたちに向かって会釈した。

「みんなもよろしく」

「はい。よろしくお願いします」

「で、こっちの若いのがハーミッタ」

「ハーミッタです。よろしくお願いします」

「で、そっちの二人が、ジャンダルム一族の族長ジャンヌの名みよう代だいとして来ているエリネッセとグレングランよ」

「ジャンヌの下したでジャンダルム一族の副族長を務めているエリネッセと申します。どうぞよろしく」

「グレングランです。よろしくお願いします」

　下げた頭を上げたエリネッセは、ところで、と言ってナーガに顔を向けた。

「人と魔女とが共に暮らせる世界を創り上げる戦いに我々が参加した場合、我々はヴィータ殿やハリガン殿の下につくことになるのですか？」

「そういうわけでもないのじゃ、エリネッセ」

　と横からヴィータが答えた。

　エリネッセは意外そうな顔を彼女に向ける。

「と言いますと？」

「今のところ、魔女国は吾われとハリガンの共同統治という形になっておる。アストゥロやナムジャ、それにエンスーヤも、べつに吾やハリガンの配下になったわけでもない」

「つまり……どういうことでしょうか？」

「一族の長おさは対等の関係ということじゃ。ただ、そうはいっても、この戦いくさを戦ってきたのは吾とハリガンの一族じゃ。犠ぎ牲せいも出しておる」

（犠牲か。そういえば、このあいだの戦で若い魔女を一人失ったって話だったわね）

　リーシャはさりげなくヴィータの顔色を窺うかがったが、感情の変化はとくに見られなかった。

「じゃから、魔女王への距離は吾とハリガンが最も近いと理解せよ。ジャンヌが吾やハリガンの上に立ちたいと言うのであれば、これからよほど大きな戦果を上げてもらわねば、皆が納得しないじゃろうな」

　ヴィータの言葉に、エリネッセはもう一人の魔女グレングランと顔を見合わせ、頷うなずき合った。

「今のヴィータ殿のお言葉、我らが頭領、ジャンヌにしかと伝えます」

「ああ、そうしてくれ」

（あらま、ヴィータったら、上う手まいこと他人を乗せるのね。こんな魔女じゃなかったはずだけど。人との戦の経験を積んで少し変わったのかしらね）

　リーシャはヴィータの変わりように少し驚き、少し感心した。

「しかし、慎重居こ士じのジャンヌがこちらの呼びかけに応じるとは吾も思わなんだな」

　ヴィータは皮肉とも揶や揄ゆともつかない言葉をエリネッセとグレングランに浴びせた。

「ええ、まぁ」

　とエリネッセは頭を搔かいた。

「最初はジャンヌ姉あねも渋しぶっていたのですが、若い魔女が是非にと申し出たのですよ」

　すると、控えていたもう一人、グレングランも口を開いた。

「参戦しなくても、その戦いを見るだけでも価値がありますと言って、ジャンヌ姉に迫ったのです」

「それでジャンヌ姉が折れまして、わたしとグレングランを送って寄よ越こしたと、そういうことです」

「なるほどの。で。ジャンヌに迫った若手というのはおまえたちのことか？」

　というヴィータの指摘に、グレングランはにっこりと笑って頷いた。

「はい、そうです」

「まぁ、わたしのほうは若手と言うほど若くはないのですがね」

　とエリネッセが言い訳じみたことを言う。

「ただ、ヴィータ殿とハリガン殿のご活躍の話は黒い森にも伝わっていましたから、どうしても見たくなりまして。それに、時代の潮流に乗り遅れないほうがいいかなとも思いましてね。そういうものに乗り遅れたからこそ、我ら魔女たちは黒い森に追い込まれ、逼ひつ塞そくする羽目になったのですし」

（ほう？）

　ナーガは微かすかに眉を動かした。

（エリネッセという魔女、面白いな。時代の潮流などということに触れる魔女は珍しい。というか、ハリガン以外では初めてじゃないか？）

　時代の潮流に鈍どん感かんすぎたことが魔女が勢力を衰えさせた大きな要因であるのは間違いないとナーガも思っている。

　が、魔女たちは総じてそのことに無自覚だ。

　問題意識を持っていたのはハリガンくらいで、ヴィータでさえ、ナーガと出会うまでは無む頓とん着ちやくだった。

　だからナーガは、時代の潮流という言葉を自然に口にしたエリネッセに興味を持ったのである。

（もっとも、魔女が奮わなくなった原因は時代の流れに鈍感なことだけじゃないけどな。魔女の数が少ないというのも大きいんだが）

　魔女の数をもっと増やすことができれば話は早いのだろうが、それに関してはナーガに解決策はない。

（子を成すと魔力が失われるって話だしな。産めよ増やせよってわけにもいかないわな。まぁ、今いる魔女でなんとかするしかないわけだ）

　だからこそナーガは、幾つかの一族に分かれて活動している魔女たちの総力を結集できたらいいのにと思ったのだ。

　これまでにエンスーヤ、ナムジャ、アストゥロが率いる一族が参加してきた。

　ここでリーシャとジャンヌの一族が加われば、ハリガンとヴィータの一族と合わせて七つの一族が魔女連合として戦いに参加することになる。

（七つか。黒い森に棲すまう魔女の一族は、全部で幾つと言っていたっけ。最初の頃に聞いたような気が……たしか十を超える一族に分かれているとハリガンが。ってことは、これで半分くらいか？　まぁ、それはあとでヴィータにでも確認するとして）

　エリネッセとグレングランが、上う手まいことジャンヌという族長を説得してくれればいいんだがと、ナーガはそれを期待した。

「お二人のご活躍の噂の真しん偽ぎを確かめてこいと、ジャンヌ姉あねにも言われておりますし」

　エリネッセがそう言うと、ヴィータは上体を仰のけ反ぞらせ、思いきり薄い胸を張った。

「ああ、吾われもハリガンも大活躍したぞ。とくにジュエルジュード率いる無敵の神の旅団を破ったときの吾の獅し子し奮ふん迅じんの働きは、栄はえある魔女の歴史に刻み込まれてもいい活躍ぶりだったからのう」

（母かか様さまが舞い上がっている）

（母様が増長している）

　黒い森から来た四人を引見しているヴィータを見て、エリュシオーネとドーラドーラがひそひそ話を交わしていると。

「そこの二人。なんぞ言いたいことがあるのか？　あるなら聞くぞ。ああ？」

　ヴィータに睨ねめつけられたエリュシオーネとドーラドーラは、首を激しく左右に振り、広げた右の掌てのひらを眼前で大きく振った。

「いえいえ、何もありませんとも」

「母様に言いたいことなんか、これっぽっちもありません」

　しばらく二人を睨めつけていたヴィータだが、やがて小さく鼻を鳴らすと視線を和らげ、リーシャのほうへ顔を向けた。

「リーシャは久しぶりじゃのう」

「はい、おひさです」

　リーシャはにこにこ顔で頷うなずいた。

　族長にしてはあまり威厳も迫力も感じられないが、魔女の実力が見た目どおりではないことはヴィータを見ればわかる。

　若く見えようと威厳がなかろうと、族長を務めているのだから、それなりの実力者だと思って間違いない。

「ナーガよ」

「なんだ、ヴィータ？」

「こうして四人が黒い森から駆けつけてくれたのじゃ、歓かん迎げい会というか懇こん親しん会というか、まぁ名前はどうでもいいのじゃが、とりあえず酒さか盛もりでもするか？」

「ぶっちゃけたな、ヴィータ！」

　とナーガがツッコむと、またもエリュシオーネとドーラドーラがひそひそ話を始めた。

（母様が酒を飲みたいだけだろ）

（ああ、飲みたいだけだな）

　とたんにヴィータの目が細められる。

「そこの二人、言いたいことがあるなら聞くぞ？　いくらでも聞くぞ？　とことん聞いてやるぞ？」

「ありまっせぇん」

「母様に言いたいことなど、これっぽっちもありません」

　二人は激しく首を左右に振り、髪がふぁさふぁさと揺れた。

　エリネッセが笑いを堪こらえながらヴィータとナーガの顔を交互に見やって言った。

「歓迎会はとくに必要ないです。その代わりと言ってはなんですが、陣地を構築している場所へ連れていってもらえませんか？」

　グレングランも、見たいです、と右手を挙あげた。

「どういう作業をしているのか興味があるわ」

「それほど大がかりな陣地構築じゃあないぞ？」

　とナーガが応えると。

「どういう作業をしているのかにも興味があるけど、その作業を魔女や人がどういう顔で行っているのかには、もっと興味があります」

　そう言ってエリネッセが頭を下げた。

「見せていただけないでしょうか」

「べつに見せるくらいはなんの問題もないがな。じゃあ、これから行くか。どうせ俺おれも、現場の指揮に戻らなきゃいけないんでな」

　ナーガがそう応じると、ヴィータは少し残念そうな顔になる。

「ふむ。仕方ないの。では酒さか盛もりは現場でやるか」

「いや？　兵や工人たちが働いてる脇で酒盛りとか、駄目だろヴィータ」

「わかっておるよ。ちょっとした冗じよう句くじゃ」

（母かか様さま、いま本気じゃなかった？）

（ああ。かなり本気だったような気がするが）

　ヴィータがじろりと睨ねめつけたので、エリュシオーネとドーラドーラは大慌あわてでそっぽを向いた。

「んじゃ、まずは皆で現場に行くか」

　そう言ってナーガが立ち上がると、魔女たちも次々に床しよう几ぎから腰を浮かせるのだった。
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　街道を挟んだ原野のあちこちで槌つち音おとや人の声が響き、大勢の人間に混じって十人ばかりの魔女が忙しそうに働いている。

　彼女たちはスレイマーヤ一族とナナトゥール一族の魔女だ。

　ナナトゥール一族の族長、ナムジャの姿も見えた。

　ナーガたちを認めたナムジャが汗を拭ふきながら寄ってきて、リーシャ以下の四人の魔女に挨あい拶さつをした。

「久しぶりだな、リーシャ」

「ええ、久しぶりね、ナムジャ」

「そちらの若いのはハーミッタだったか」

「ええ、ハーミッタよ。ご挨あい拶さつなさい、ハーミッタ」

「お久しぶりです、ナムジャさん」

「久しぶりだな。で、そっちの二人がジャンヌのところの魔女か」

　ナムジャが顔を向けてきたので、エリネッセとグレングランが頭を下げた。

「ジャンダルム一族の副族長、エリネッセです。今回はジャンヌの名みよう代だいとして遣つかわされました」

「そうか。わたしはナナトゥール一族の族長、ナムジャだ」

「お目にかかれて嬉うれしく思います。こちらがグレングラン」

　エリネッセに紹介され、グレングランが大きく頭を下げた。

「グレングランです。よろしくお願いします、ナムジャさん」

「ああ、よろしくな」

　それぞれの挨拶が終わると、辺りを見渡したリーシャが、それにしても、と言った。

「ずいぶんと奇妙な光景よね。魔女と人が一緒になって働いているなんて」

　ヴィータが、ふふん、と笑った。

「一緒に働くだけではないぞ。このあと、生死を懸けて共に戦うのだからな」

「そうね。それがいちばん不思議なのよね。いったい何がどうしたらこうなるのかしら」

　リーシャは意味ありげな視線をヴィータに向けると、彼女は可お笑かしそうに笑った。

「くっくくく、何がどうしてこうなったのか、当事者である吾われにもよくわからんよ。気がついたら、こうなっておった。まぁ、此こ奴やつのせいだろうと思うがの」

　とヴィータは意味ありげな顔でナーガを見やった。

「俺おれは俺を助けてくれたハリガンに恩返しをしようと思っただけなんだがな。まぁ、戦いくさとなると黙って見ていられない俺の性しよう分ぶんがそうさせたのかもしれないが」

（ふぅん、面白いわね。さすが龍りゆう王おうの御み遣つかいといったところかしら）

「そのせいでヴィータやハリガンたちを危ない目に遭あわせることもあったが。そして今回も危ない目に遭わせてしまうが」

　そう言ってナーガはにやりと笑った。

「ま、乗りかかった船だ、諦めてくれ」

「かまわんよ。前におぬしが言うておった、虎こ穴けつに入らなければ虎こ児じは得られんという奴やつじゃな。大きな果実を得るために多少の危険を冒すのは致し方あるまいよ」

「そう言ってもらえると助かる。というわけで、アイス。おまえにも存分に働いてもらうからな」

「ええ、働きますよ」

　アイスがにこやかな顔で応えると、ナーガは浮かんでいた薄い笑みを消し、真剣な顔になって周囲の魔女たちを見回した。

「この戦に勝てば、おまえたち魔女の戦いも新たな段階へ入っていくことになる。だから勝とうぜ、ヴィータ、アイス」

「おうよ」

「もちろんです」

「ナムジャも」

「やりますとも」

「イクシーヌ、クゥも」

「頑張りますよ」

「やる！」

「エリュシオーネ、ドーラドーラ」

「任せてください」

「死に物狂いで働きますとも」

「リーシャにハーミッタ、エリネッセとグレングランもな」

　その場の雰ふん囲い気きに釣られた四人が、はい！　と応じると。

「今回は見学するだけだから、そっちの四人が頑張っても頑張らなくても、戦いくさの勝敗にはあまり関係ないんだけどな」

　ナーガにそう言われ、四人は小さく肩からずっこけた。

「今回の戦の勝敗に直結するのは、アイス、おまえの踏ふん張ばりだ。文字通り、踏ん張りだからな」

　ナーガは、にんまりと笑って言った。

「ヴィータの魔法を活いかすも殺すもおまえの踏ん張り次第ってことだ」

「はい、踏ん張りますよ。それはもう全力で踏ん張って堪こらえます」

「頼んだぜ、アイス」

　ナーガはアイスに向かって頷うなずいてみせると、悠ゆう揚ようたる態度で周囲を見渡した。

　街道に沿って西側に広がる原野。

　そこで、エゥラニア攻略に続く、魔女たちの未来を大きく左右するだろう決戦が行われるのだ。

　ナーガは胸の昂たかぶりを抑えられなかった。
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　ナーガが選んだ決戦場所にカサンドラ王国とサント・ゼッファの街の部隊が集結した。

　兵数は双方合わせて、ざっと二千五百。

　さすがにこの人数では原野を覆おおい尽くすとまではいかない。

　集結した二千五百の部隊の脇に、妙に目を引く一団がいる。

　兵士が黒っぽい鎧よろいに身を固めているのに比べ、なんとも艶あでやかで華はなやかな一団だ。

　鎧を身に着けず、武器も持っていない。

　鎧を着ていないというより、服も着ていないと言うべきか。

　半裸の一団は、もちろん魔女たちである。

　魔女は総勢で六、七十人ほどもいるだろうか。

「これだけの魔女が集まるのはいつ以来になるのじゃろうな」

　とヴィータは感慨深そうな顔だ。

「先代の魔女王が没ぼつしてこの方、何部族もの魔女が集まることなど、久しくありませんでしたからね」

　ヴィータの隣に立つアイスがそう応えた。

　アイスもヴィータも、普段と同じ、極小、極ごく薄うすの衣装しか着ておらず、本当にこれから戦いくさに臨むつもりかと疑いたくなる恰かつ好こうだった。

　それは他の魔女たちにも言えることで、半裸の美女が六十人も七十人も勢せい揃ぞろいしている様は、とても華やかで恐ろしいほど異様な光景だった。

　目につくのは魔女たちの艶やかな姿だけではない。

　彼女たちの前には木製の無ぶ骨こつな箱形の車が十台並び、異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　側壁や天井に使われている板は分厚く、薄い鉄板が張られている。

　鉄板を張っておけば、火矢を撃ち込まれても攻撃車が燃えることはない。

　それはエゥラニア攻めのときに実証済みだ。

　前述したように、今回はあまり時間的な余裕がなかったし、工人の数も不足気ぎ味みだから、あのときのようにすべてを覆い尽くせたわけではない。

　おまけに側壁には小さな覗のぞき窓があって、そこには鉄板が張れないから、防御力という面に於おいては、あのときよりも劣おとっている。

　とはいえ、材料の木材は堅かたくて厚い。

　鉄板がない箇所でも簡単に矢に打うち貫ぬかれることはないだろう。

　ナーガは、この攻撃車に入れた魔女による魔法攻撃を仕掛けようとしているのだ。

　魔女は魔法の効果を阻害する鎧を着られないから、剣や槍やり、弓矢による攻撃には脆もろい。

　だったら鎧よろいの代わりに、箱形の攻撃車で魔女自身を覆おおい隠してしまえばいいというのがナーガの考えだ。

　そうすれば接近してきた敵に剣や槍やりで斬りかかられるのを防げるし、離れた場所からの弓矢攻撃も防げるという寸法である。

　ただ、歩兵の集団に取り囲まれてしまうと身動きが取れなくなってしまう。

　動けなくなったところを集中攻撃されると、車内にいる少数の魔女や兵では太た刀ち打うちできない。

　だから攻撃車は、敵に包囲されないように移動することが肝心なのだ。

　九台は兵員が乗り込んで、彼らに押させる。

　兵士が押す分、速度は出ないが、馬や牛に引かせるよりは臨機応変な対応が利く。

　ヴィータの魔法の悪影響も、馬よりは低く抑えられる。

　進行方向や左右の様子は、開けた覗のぞき窓から魔女が確認することになっている。

　残りの一台はアイスが押すことになる。

　こちらはアイスが覗き窓から前方を確認しつつ進むのだ。

（この攻撃車があるから。攻撃車に乗る魔女がいるから。兵数では連合軍に劣おとっていても、俺おれたちは勝てるのさ）

　ナーガはそう確信している。

　いま彼が見守る前で、攻撃車の訓練が始まった。

　中に入った兵員が攻撃車の進退に慣れておく必要がある。

　どのくらいの速度までなら安全に走れるのか。

　安定して曲がれるのか。

　戦場の地形は、そして地面の状態はどうなのか。

　視界が狭せまい中でも車を進めるのに不具合はないか。

　攻撃車は本当に矢を弾はじけるのか。

　それらのことを確認する作業を、ナーガは繰り返し行わせていた。

　攻撃車が車輪を鳴らしながら、ゆっくりと動き出した。

　鉄板が張ってある攻撃車は重い。

　十人以上が全力で押しても、ふつうに人が歩くより少し早い程度の速度しか出せない。

　歩兵が駆けるよりも遅い。

　急な方向転換も無理。

　がたごとと揺れながら走り、のたのたと旋せん回かいする攻撃車は、端で見ている限り、鈍どん重じゆうな亀のようだ。

（だが、あれに魔女を乗せれば、恐るべき威力を発揮するのさ。要は適材を適所に置くってことだな）

　攻撃車は突進してきた騎兵に槍やりで突かれても止とまることはない。

　止めるには歩兵が数十人がかりで押さえなくてはならないだろうが、そんなことは中に乗っている魔女が許さない。

（恐こわいのは破は城じよう槌ついをぶつけられることだが）

　攻撃車の移動速度は遅いから、破城槌を衝突させることは、そう難しくない。

　ぶつけられれば、攻撃車がひっくり返るかもしれない。

　それでもナーガは、今回は野戦で行くと決めた。

　半島連合も、ナーガたちが籠ろう城じよう戦せんではなく野戦を選んだことは察知しているだろう。

　というより、野戦を選択したことを相手にわからせるためにナーガは、こうしてあからさまに陣地を構築させたり野外演習を行わせたりしている。

　戦場で兵士が剣を交える前から、すでに戦いくさは始まっているのだ。

　こちらが望む場所へ相手を誘導し、こちらが望む状況で開戦する。

　こちらの真の意図を察知させず、相手の意図を先読みする。

　そんな周到な準備を怠らなければ、勝利する確率は大いに上がる。

　戦の勝敗は開戦する以前にあらかた決まっているのだという孫そん子しの主張に──孫子という名前は忘れていたが──ナーガも賛同していた。

（さて、頼むぞ、ヴィータ）
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　ナーガが見守る中、一台の攻撃車が突出していった。

　ヴィータが乗り込んでいる一号車だ。

　他の攻撃車は兵や魔女が出入りするために後ろ側の一部が素通しになっているのだが、一号車だけは前も後ろも板で覆おおわれている。

　出入りは下部の隙すき間まから行うのだ。

　後続の攻撃車は、円を描くように一号車の左右に回り込んでいった。

　武器を持たない二百人ほどの歩兵が、突出した攻撃車を追いかけて走っていく。

　唐突に一号車が止まった。

　歩兵の一部は一号車を追い越して前方まで走り、その他の歩兵は決められた位置で足を止めた。

　歩兵は一号車を中心に等間隔に並び、全体としては正方形を描いている。

　ナーガは馬に跨またがると、並んだ歩兵の手前まで駆けた。

　同じ様に騎乗したイクシーヌとクゥも馬で駆けていく。

　ナーガの乗馬の腕が見事なのは当然だが、イクシーヌやクゥもだいぶ上達している。

　今や二人は、その辺の騎兵と同等くらいには馬を操ることができた。

　歩兵団の手前で馬を止とめたナーガは、

「いいぞ、ヴィータ！　やってくれ！」

　と叫んだ。

　すると。

　等間隔で立ち並んでいる歩兵が次々に膝ひざを落としていく。

　ヴィータの魔法、奏かなでの軽けい重ちようが発動したのだ。

「弓隊、進み出ろ！」

　ナーガの号令で、後方に控えていた弓矢部隊が速歩で進み出てきた。

　膝を落として歯を食いしばっている兵と、何事もなく立っている兵との境さかい目めを指し示し、ナーガが叫んだ。

「これがヴィータの魔法の効果範囲だ。ぎりぎりまで進み出て、その距離を頭に刻み込んでおけ！」

　ナーガの命令を受け、弓兵がさらに進んでいく。

　進みすぎた何人かの弓兵が、ヴィータの魔法の効果範囲に入ってしまったらしく、動けなくなっている。

「こら！　そこ、前に出すぎだ！　そっち！　そっちはもう少し行けるだろう！」

　ナーガの叱しつ咤たに、弓兵たちは下がったり進み出たりと、各自、位置を整える。

「よし、弓構え！」

　弓兵たちは矢や筒づつから矢を取り出し、矢を番つがえて弓を構え。

　矢は味方の兵士に当たっても怪け我がをしないようにと鏃やじりを外してある。

「撃てぇ！」

　一斉に矢を放った。

　放たれた矢は、攻撃車の前方で膝を落としている兵をめがけて飛んでいった。

「よし、魔法攻撃も始めるぞ。ヴィータ、一瞬だけ、魔法を止めろ！」

　ナーガが大声で叫び、近くにいた兵が黄色い手旗を大きく振った。

　覗のぞき窓から見ていたアイスが手旗を認めてヴィータに告げたのだろう、奏の軽重の効き目がなくなった。

　膝を落としていた兵たちが次々に立ち上がり、一いち目もく散さんにその場から駆け去って行く。

　本番のときにはない余分な手順だが、味方の兵を怪我させないためには彼らを逃がしておくしかない。

　兵が逃げ去ったのを確認したナーガが、

「攻撃車も攻撃開始だ！」

　と叫ぶと、それを受けて傍かたわらの兵が今度は青い手旗を振った。

　ヴィータが再び奏かなでの軽けい重ちようを発動し、その効果範囲に停とまった攻撃車から何人もの魔女が姿を現した。

　体が重くなっているので、スローモーション映像を見ているようなのろのろとした動きだが、ヴィータの魔法が加減されているので、動けなくなることはない。

　おまけに今回は、ヴィータの魔法に対する耐たい性せいの高い魔女を選んでいる。

　彼女たちは自分の体の重さに耐え、必死の形ぎよう相そうで呪文を詠えい唱しようした。

　火炎の魔法が地面を舐なめるように走り。

　風の槍やりが地面に穴を穿うがち。

　雷かみなりの雨が地面に降り注いだ。

　布が変化した鳥とり形がたが空を舞い、鋭く尖とがらせた嘴くちばしから地面に突っ込んでいった。

　地面がうねり、地中から何本もの土の腕が持ち上がった。

　土の腕が握った拳こぶしを振り下ろして地面を叩たたくと、地面が凹へこんだ。

　呼び寄せられた本物の鳥──大型の猛もう禽きん類るい──が鋭い鉤かぎ爪づめを広げて急降下してきた。

　土煙が巻き起こり、煙えん幕まくならぬ土砂の幕を張った。

　これは直じかに相手を攻撃する魔法ではないが、そこで何が起きているかを敵の本隊が理解するのを少しでも遅らせるためのものだった

　風の魔法や雷撃の魔法は、べつにユウキやリィリィの専売特許ではない。

　似たような魔法を使う魔女がアストゥロとナムジャの一族にいたので、ナーガは彼女たちを投入したのだ。

　不意にヴィータの魔法が途切れたかと思うと、すぐに一号車が前進を再開した。

　魔女たちが二号車以下の攻撃車に駆け込み。

　攻撃車と弓兵は、一定の間隔を開けて一号車を追いかけていった。

　魔女とカサンドラ王国軍、それにサント・ゼッファ軍は、この訓練をもう何日も繰り返している。

　この演習はぜったいに連合軍の物見兵に見られるわけにはいかない。

　したがって周囲の警戒はとびきり厳重にしてある。

　哨しよう戒かいには兵だけでなく十人以上の魔女も投入したから、接近してきた連合軍の物見兵はすべて捕らえるか斬るかできていた。

　ナーガの真の狙いを敵に知られる虞おそれはなかった。

　最初は話にならなかったカサンドラ王国軍やサント・ゼッファ軍と魔女たちの連係も、今ではだいぶ円滑に進むようになっている。

（この調子ならやれそうだ。一号車を押しているアイスも耐えているし、他の攻撃車に乗っている魔女も、なんとか魔法が撃てるようになっている）

　そう、ヴィータの乗っている一号車を動かしているのはアイスなのだ。

　他の攻撃車はともかく、味方の先頭を行くヴィータの攻撃車だけは機動性を確保しておかないと不ま味ずい。

　一号車だけは替えが利かない。

　兵員に押させた場合、魔法の悪影響が出ると一号車が進めなくなってしまう。

　そうなれば、せっかく用意した戦術が根底から覆くつがえってしまう。

　ヴィータが脱出するだけならエリュシオーネを一緒に乗せておけばいいのだが、兵員は脱出できない。

　それにエリュシオーネは切り札として取っておきたい。

　そう考えたナーガは、アイスを攻撃車の動力として使うことにしたのだった。

　人じん力りきならぬ、魔ま女じよ力りきだ。

　アイスなら、奏かなでの軽けい重ちように対する耐たい性せいが高いだけでなく、並外れた腕わん力りよく、脚きやく力りよくを誇るから、最悪の場合、ヴィータが魔法を効かせたままでも攻撃車を動かせるという読みだ。

　実際、ヴィータの魔法を発動させたままアイスに攻撃車が押せるかどうか試してみたが、短時間なら押して動かせることも確認できた。

　あまり長い時間押していると、アイスの疲労度は半はん端ぱなく高まり、作戦の続行は不可能になってしまうが、それはそれでやむなしとナーガは開き直った。

（よほどのことがない限り、そんな状況に追い込まれる羽目にはならないだろうよ）

　アイスが素早く方向転換できるようにと、ヴィータが乗る一号車は前にも後ろにも車を押すための棒が渡してあった。

　アイスが全力で押すと、そこそこの速度が出るので、移動時にヴィータが走らなくてもいいようにと、一部には木床が張ってある。

　ヴィータはその木床に乗っているが、アイスは床のない場所に立って、車体内部に備えつけられた横木に腕を置いている。

　あの横木をアイスが押すことで、この攻撃車は前進するのだ。

　横木を押す位置を端のほうへずらすことによって進む方向を変える。

　戻る場合は引くのではなく、反対側、つまり後部に付いている横木へ移動して、やはり横木を押すのである。

　引いて後退するより、押して走るほうが早い。

　だから横木を前後の二箇所に取りつけたのだった。

　木床を張った場所以外は地面まで素通しで、一号車に出入りするのは下部の隙すき間まからだ。

　ヴィータ専用のこの攻撃一号車を先行させて敵の最前の部隊を無力化してしまい、そこを弓兵や魔女で叩たたくというのが、ナーガが用意した戦法だった。

（相手にすれば、そんな攻撃法は見たことも聞いたこともないだろうからな、最初のうちは大混乱を来きたすはずだ）












　混乱した敵に立ち直る隙すきを与えず、押して押して押しまくる。

　それで、ぐっと勝利を手た繰ぐり寄せられるだろう。

（もっとも、それだけで勝てるほど甘くはないだろうがな。敵は俺おれたちの倍以上もいる。ヴィータの魔法もアイスの魔法も限界はある。無限に続けられるわけじゃない）

　もちろんナーガは、数的な劣勢を覆くつがえす手段も用意した。

　ただし、それを実現させるためには、やはり部隊間相そう互ごの高度な連係が必要だったし、主力となるカサンドラ王国軍が飛び出す時機を正確に計るのも重要だった。

（まぁ、それは俺が判断するから問題はない。問題は勝ったあとだ）

　この戦いくさに勝てるという手応えはナーガの中にある。

　敗北を喫きつした半島連合がどう出るか。

　魔女の勝利を伝え聞いた旧教会はどう出るか。

　もう一方の新教会はどう出るか。

　黒い森の残りの魔女たちは動くのか動かないのか。

　それらによっては、今後の方針を修正しなくてはならなくなる。

　ナーガの目は眼前の戦場に向いているが、同時に遙はるか未来をも見み据すえていた。

　そんな芸当ができるからこそ、織お田だ信のぶ長ながという武将は天下を統一することができたのである。
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　半島連合部隊の動向を探っていたユウキが飛んで戻ってきた。

　戦いくさに参加してもらうため、ナーガはユウキも呼び戻しておいた。

　敵部隊の偵てい察さつは、エリュシオーネとセレナに任せることになる。

　決戦の際にセレナの魔法「天てん眼げん」がどうしても必要だと思ったナーガは、ユウキと共にセレナとエスピエーネを呼び寄せていた。

　二人を呼び寄せたときは、アイスと同様、エリュシオーネの魔法に頼ったのは言うまでもない。

　セレナの「天眼」なら離れたところから敵部隊の兵数を正確に把は握あくできるし、同様に、野営している部隊の動向も離れた場所から探ることができる。

　エスピエーネを一緒に呼んだのは、彼女がいれば、気づかれることなく敵陣に接近できるからだ。

　敵部隊の動きを間近で正確に偵察しようとすれば、できるだけ近づきたい。

　エスピエーネとセレナがいれば、それが可能になるのだ。

　今もセレナとエスピエーネは敵の本隊近くに潜ひそみ、偵察を続けていた。

　その一方、敵の主力が同盟軍陣地に接近してきたら、エリュシオーネには本陣まで戻ってもらわなくてはならない。

　ナーガとしては、何か不測の事態が起きたときの切り札としてエリュシオーネを手元に置いておきたかった。

　不測の事態とはヴィータとアイスを攻撃車から連れ出さなくてはならないときだ。

　一号車は単独で敵陣に突進する形になるから、なんらかの理由で攻撃車が動けなくなったときなど、アイスとヴィータが逃げ出すのが難しい。

　二人を救出に向かいたくとも、ヴィータが魔法を効かせているあいだは、味方も容易に一号車に近づけない。

　耐たい性せいのある魔女がなんとか近づいたところで、魔女の一人や二人ではヴィータとアイスを救出するのは無理だ。

　かといってヴィータが魔法を解けば、今度は敵兵が寄せてきてしまう。

　万が一のときにヴィータとアイスを迅速に、かつ安全に連れ出せるのは、エリュシオーネしかいなかった。

　エリュシオーネは自身をマンテラの中に入れている限り、ヴィータの魔法の効力外だ。

　飛んで運べるのは一人だけだが、マンテラの中に収容してしまえば、その者にもヴィータの魔法が効かなくなる。

　ヴィータもぎりぎりまで魔法を使い続けられるので、救出中に敵兵が押し寄せてくるということもない。

（エリュシオーネが活躍する場面なんか、ないほうがいいんだがな）

　そう思うものの、万一の事態に備えておくのは指揮官として当然のことだ。

　ナーガは勝つための手段を尽くし、勝つための準備を調ととのえ、半島連合軍の接近を待ち受けるのだった。
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　セレナからの伝令がナーガのいる本陣に駆け込んできた。

「半島連合軍の先せん鋒ぽう部隊がイオニースの街を離れ街道を南下、こちらに向かって進軍しています！」

　伝令が敵軍の動きを伝えると、情報収集部隊の隊長は直ただちにナーガへ報告を上げた。

（ついに敵は動いたか。集結してから動くまで予想より時間がかかったな。まぁ寄せ集めの軍ならこんなものか）

　ナーガは床しよう几ぎから腰を浮かせて叫んだ。

「俺おれたちも出撃の準備を始めるんだ！」

　その場にいたのは、ヴィータ、アストゥロ、ナムジャの三人の族長、そしてアイス、エリュシオーネ、ゼゼヤ、ハリエンデス、イクシーヌ、クゥ、ユウキなどの魔女。

　カサンドラ王国軍を率いるマグレイブ将軍と国王補佐のリガヤ。

　サント・ゼッファの執政官トスカーヤ。

　それら本陣に詰めていた者たちが、おう！　と応えて立ち上がる。

　慌あわただしく伝令兵が走り回り、本陣の周辺に展開していた約三千の兵が、陣替えのため、部隊ごとに動き出した。

　天てん幕まくを出たナーガは、イクシーヌとクゥを従えて馬に跨またがった。

　騎乗の上手な二人は、いざというときの伝令役でもあり、ナーガの護衛でもある。

　クゥの操る革かわ帯おびは、流れ矢からナーガを守るのに大きな威力を発揮する。

　敵の騎兵に迫られたときは、イクシーヌの放つ入いれ墨ずみが敵の足を食い止とめてくれる。

　ナーガは二人に絶大の信頼を置いている。

　二人だけではない。

　ここまで共に戦ってきた魔女たち全員を信頼している。

　魔女たちはナーガの仲間であり部下でもあるが、同時に彼が奉ほう仕しする相手でもある。

　この世界でナーガは、自分のために戦っているのではなく、魔女のために戦っているようなものだ。

　滅びに瀕ひんしていた魔女を救い、魔女と人とが共に暮らせる世界を創る。

　そのためにナーガは魔女を率いて戦ってきた。

　仲間であり部下であり、助ける相手でもある魔女たち。

　この不思議な世界で不思議な魔女たちと知り合い、生死を懸けて共に戦っていることにナーガは運命を感じずにはいられない。

（これが俺おれに用意された運命なら、こいつらのために精一杯戦ってやるさ）

「なぁ、イクシーヌ、クゥ」

「はい？」

「ん？」

　馬に跨またがったまま、二人が不思議そうな顔でナーガを見ている。

「何か言いました、ナーガさん？」

「この戦いくさには勝たなきゃならないなってことだ」

「もちろん！」

「勝つ」

「よし、行くか。おまえたち魔女の未来を切り拓ひらくために」

　ナーガは踵かかとで軽く馬の横っ腹を蹴けると、手た綱づなを扱しごいた。

　ナーガを乗せた馬が駆け出した。

　半島連合軍部隊が到着するのは、おそらく明日だろう。

　決戦の開始は、明日か、それとも明後日あさつてか。

　イクシーヌとクゥは、緊張に身震いしつつ、ナーガの馬を追いかける。

（大丈夫、勝てるから。ナーガさんがいてくれれば、絶対に勝てるから）

　イクシーヌは手綱を操りながら、前を行くナーガの背中に熱い視線を注いでいた。
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　平原に展開した味方を見下ろす小高い丘の上にナーガは本陣を置いた。

　味方の兵力は、カサンドラ王国軍が二千二百にサント・ゼッファ軍が四百あまり。

　そして魔女軍がざっと六十。

　総勢で二千七百ほどといったところだった。

　魔女国とカサンドラ王国、サント・ゼッファ連合軍というのは呼び名としては長すぎるので、こちらは同盟軍と──魔女国とカサンドラ王国は同盟を結んでいる──呼ぶことにしよう。

　同盟軍の主力となるカサンドラ王国軍は、平原中央に三段構えで陣を敷いている。

　その前面には十台の攻撃車が並べられていた。

　サント・ゼッファ軍の兵は攻撃車の周囲に配されている。

　カサンドラ王国軍の一部も、攻撃車の周囲に並んでいた。

　どうせすぐに移動することになるから、ナーガのいる本陣はとくに防御施設を造ったりしていない。

　本陣で幾つかの指示を出したナーガの下もとへ、またもセレナからの伝令が駆け込んで来た。

　エリュシオーネもユウキも決戦に備えて戻ってしまったので、セレナはエスピエーネと二人で敵地で情報収集活動に勤いそしんでいる。

　エスピエーネの魔法で姿を消して敵部隊に近づいたセレナは、「天てん眼げん」で敵の全体像を正確に把は握あくした。

　その結果、敵軍の総数が当初の予想より増えて六千に達していることを把握した。

　少し足を延ばして半島連合に属する街を覗のぞいてみたが、街にはほとんど兵の姿が見当たらなかったというから、連合は街に守備兵を残さず、全兵力を決戦に投入することにしたらしい。

（なるほど。総数を六千まで増やすために時間を費やしていたのか。連中にしてみれば、この決戦に勝てばすべてが解決するわけだし、負ければ街に多少の守備兵を残しておいても意味はない。だから動かせる兵は根ね刮こそぎ決戦に投入する。そういう判断だな）

　とナーガは相手の心理状態を読んだ。

　だが、相手の心理はともかく、これで戦力比は、およそ一：二・二だ。

（こちらには魔女がいて魔法があるといっても、苦戦は免れないな。とはいえ、根本的な修正を加える必要もない。相手が三倍以上になったならともかく、二倍と少しなら誤差の範囲内と言える）

　半島連合軍の接近を受け、魔女の一部が移動を始めた。

　カサンドラ王国軍は陣地の補強をしている。

　とはいっても、端はなから陣地は捨てるつもりだから、少し手を加えるといった程度だ。

　これは接近してきた連合軍に、陣地に籠こもるため一いつ生しよう懸けん命めいに補強していますよ、ということを見せつけるために行われた、一種の偽装工作と言っていい。

　そうして昼過ぎ。

　半島連合の先せん鋒ぽう部隊が決戦場所の手前まで進出してきたと、配置しておいた見張りから連絡があった。

　やがて本陣が置いてある小高い丘の上から視認できるところまで、敵の先鋒部隊が近づいてきた。

　その数、ざっと千五百。

　連合軍先鋒は同盟軍陣地から一リーガ（およそ四・八キロメートル）ほど離れた場所に陣を敷き始めた。

　同時に幾つもの小部隊が先せん鋒ぽう部隊から離れていった。

　あれは物見部隊だろう。

　周囲を偵てい察さつし、伏兵やおかしな仕掛けがないかどうかを調べて回るのだ。

　残りの兵は陣地の構築を始めているが、土を盛って背の低い土ど塁るいを造ったり、運んできた木材を使って木柵を立てたりする程度で、それほど大がかりな土木工事は行わない。

「敵も、陣地に籠こもって睨にらみ合いをするより、早々に野戦で決着をつけようと思っているわけだ」

　そう言って、ナーガは笑った。

　すでにヴィータやアイス以下、攻撃車に乗り込む魔女たちは本陣を下りている。

　彼の周りには護衛役のイクシーヌとクゥ、いざというときの切り札となるエリュシオーネやユウキなど数名の魔女、そして今回は見学に留とどまるリーシャたち四人と、カサンドラ王国の国王補佐リガヤ、サント・ゼッファの執政官トスカーヤ、そして伝令や見張り、旗持ちや喇らつ叭ぱ手しゆ、鉦しよう鼓こを担当する兵が残っているだけだった。

　そこへセレナからの伝令騎兵が馬を走らせてきた。

　セレナは連合軍本隊に張りついて、その動向を逐ちく一いち、探っているのだ。

「敵本隊三千五百の到着は夕刻になるはずです。別働隊五百が二個、本体から離れて行動中ですが、そちらの様子は探れていません」

　というのがセレナからの伝言だった。

「別働隊が一千いるのか。もしかして背後に回り込もうとしているのだろうか？」

　そう言ってリガヤがナーガを見やった。

「いや、おそらく魔女を警戒しているのだろう。魔女は少数での不意打ちを得意にしていると連中は思っているだろうからな。行軍中に、あるいは陣を構築中に奇襲されるのを、敵の首脳は嫌がっているんだろうな」

「なるほど。では、あまり警戒せずともよいということですかな？」

　とトスカーヤが訊きいた。

「それも否いなだな。警戒はする。五百の部隊が二個いるなら、そのうち物見の兵が発見するだろう。発見できないときこそ、迂う回かいしたその別働隊がこちらの背後から襲おうとしていると考えるべきだろう。それまではじたばたしても始まらない。とにかく別働隊の位置を把は握あくするのが先だ。新たに物見部隊を幾つか出しておこう。それとユウキ」

　即座にユウキが立ち上がった。

「わかってる。飛ぶわ」

　今日は薄うす曇ぐもりで雲が高く、風も弱い。

　ユウキが飛空艇で飛ぶのになんの問題もない天候だった。

　本陣の片かた隅すみに置いてあった飛空艇に駆け寄ると、ユウキは呪文を唱え、飛空艇に跳び乗った。

　すぐに飛空艇がふわりと浮かび上がる。

　浮かんだ飛空艇はすぐに垂直上昇を始め、十ヤルドほど高度を稼いだところで水平飛行に移った。

　飛空艇は滑すべるように空中を飛び、その機影があっという間に小さくなった。

「なるほど、あれが飛空艇ね」

「あの若さで、なかなかやる」

　などと、リーシャやエリネッセが感心の声を上げる。

「敵の別働隊はユウキが把は握あくしてくれるだろう。別働隊の居場所がわかれば、この本陣を奇襲するつもりかどうかもわかる。それがわかったら、こちらは晩飯の支度に取りかかるとするか」

　リガヤやトスカーヤに向かってナーガがそう呼びかけると、リーシャが、え？　と目を見開いた。

「もう支度を始めてしまっていいのです？」

　ナーガは笑いながら、いいんだよ、と答えた。

「どうせ決戦は明日だ。魔女がいる部隊を相手に夜戦を仕掛けようと考えるほど連合軍は剛ごう胆たんじゃないだろ」

「まぁ……そうですね」

「だから今日は、食って、寝て、明日に備えるのさ。兵に英気を養わせておかないとな。腹が減っては戦いくさができぬと言うだろう？」

「言う……の？」

　リーシャはハーミッタやエリネッセ、グレングランの顔を見回したが、三人は無言で首を左右に振るだけだった。

「敵の別働隊の動きには備えなくてはならないが、それは物見部隊を増やしておけば問題はない。ってことで、夕ゆう餉げの支度だ」

（指揮官って、兵士の腹具合まで心配しなくてはならないのね。大変だ）

　リーシャが数千の兵を率いる指揮官の気苦労の多さに思いを巡らせているあいだに、同盟軍陣地では夕餉の支度が始まっていた。
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　その日の夕刻になって、連合軍の本隊が決戦場所のすぐ近くにまで進出してきた。

　その数、およそ三千五百。

　先せん鋒ぽうと合わせて五千。

　別働隊一千の居場所はユウキが把は握あくしていた。

　一方、後方に輜し重ちよう部隊はいないらしい

「いよいよこの場で決着をつける覚悟だな」

　とナーガが言うと、リーシャが訊きいてきた。

「どういうことです？」

「輜重部隊がいないんだから兵ひよう糧ろうの補給は利かない。奴やつ等らとしては、手持ちの兵糧を食い切る前に、どうあっても決着をつけなくてはならないってことだ」

「なるほど」

「こちらの予想どおり、明日には決戦を挑んでくるんじゃないか？」

（敵の輜重部隊がいないことから敵の心理まで推おし量はかれるのね。いえ、そもそもこれは、敵の輜重部隊がいないことを把握できているからこその推論よね）

　人の軍勢同士の戦いくさでは、兵と兵とがぶつかる前に、このような駆け引きが行われるものなのかと、リーシャは驚き、そして感心した。

「よし、少し陣を回ってくるとするか。兵の英気を養うだけじゃなく、兵の士気を高めておくのも大事だからな。イクシーヌ、クゥ、来てくれ」

「行きます行きます」

「行く」

　二人は即座にナーガの下もとへやってきた。

　ナーガの思考と行動に興味を抑えきれないリーシャは、自分も従ついていっていいかと彼に訊いた。

「それはかまわないが。あんまり深入りすると、見物だけじゃ済まなくなるぜ？」

「まぁ、そのときはそのとき、ということで」

「そうか。じゃあ、来ればいい」

「ハーミッタ、行くわよ」

「はい、リーシャ姉ねえ」

「すっすみません、わたしたちも」

　エリネッセとグレングランも、本陣から出ていくナーガたちのあとを慌あわてて追いかけるのだった。
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　陣を敷いている味方のところまで下りたナーガは、ヴィータやアイスなど、攻撃車に乗り込む魔女たちと最終的な打合せを行い、その後、カサンドラ王国軍やサント・ゼッファ軍の部隊を回って歩いた。

　龍りゆう王おうの御み遣つかいがわざわざ巡り歩いて声を駆けてくれたことに、両国の兵たちのある者は驚き、ある者は感激した。

　そして誰もが一様に勇気づけられた。

　兵たちは明日の勝利を確信しながら、一いち時じの微睡まどろみに身を委ねた。





　８






　一方、こちらは連合軍陣地。

　到着が夕刻だったため、充分な陣地を構築する余裕はなく、夕ゆう餉げの支度に取れる時間もあまりない。

　運んできた兵ひよう糧ろうは少なく、燃料も大して用意していないから、煮に炊たきをするような余裕もなかった。

　全員が携帯してきた乾パンに乾ほし肉にくといった簡単な食事を摂とっただけだ。

　連合軍兵士は長距離を移動してきたのに、携行食を摂っただけ。

　片や同盟軍兵士は、その場で敵を待ち受け──陣地を構築する作業は行ったが、内実は手抜き作業だ──充分な食事にありついている。

　これだけでも両軍兵士の状態には差がついている。

　夜も更けていくと、その差はさらに広がっていく。

　夜営している連合軍にとっていちばん恐こわいのは魔女による夜襲だ。

　魔女は少数での戦闘を基本としている。

　おまけに夜の闇に紛れるのが得意中の得意。

　連合軍の首脳はそう思っている。

　実際に夜の闇に紛れるのが得意な魔女も多いのだが、今回はそういう戦いはしないとナーガは決めている。

　だが連合軍首脳には同盟軍の意図、狙いが摑つかめていない。

　彼らは魔女の夜襲に備えて不寝番の数を最大限にまで増やし、過剰なまでの物見部隊を陣地の周囲に配して哨しよう戒かいに当たらせた。

　それらの兵は途中で任務を交代したが、少しの仮眠しか取れなかった。

　こうして連合軍の首脳は魔女の奇襲に備えて打てるだけの手を打ったのだが、それでも連合軍の兵たちから魔女の夜襲に対する不安が消えることはなかった。

　先のカサンドラ王国攻めのとき、魔女にいいように蹴け散ちらされた苦い経験がある。

　あの戦いに参加した兵たちは、魔女の恐ろしさが身に染みている。

　参加していなかった兵も、魔女の恐ろしさは嫌というほど聞かされている。

　誰もが枕を高くして眠れないまま夜は更けていき。

　やがて東の空が白み始めた。

　双方の陣地に鉦かねや太たい鼓この音が響き、張った天てん幕まくから将が現れる。

　地面に敷き布を敷いて掛け物を被かぶっていた兵たちが、のそのそと起き上がってきた。

　季節は夏から秋へと移る頃合いだが、まだ朝の冷え込みはない。

　空の過半は白っぽい雲に覆おおわれているが、青空も垣かい間ま見みえている。

　風は東南方向から吹いているが、大した強さではない。

　湿度が低いせいだろう、見通しはよかった。

　空の雲や風向き、湿度を勘かん案あんすると、今日中に雨が降る可能性は低いと地元の兵は言っていた。

「天候には何も問題はなさそうだな」

　ナーガは悠然とした態度で鎧よろいを身に着け始めた。

　彼の周りでも、陣地のあちこちでも、将兵が緊張感を顔に浮かべて鎧を身に着け始めている。
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　今朝は同盟軍も簡単な朝あさ餉げを摂とっただけ。

　もちろん、連合軍も同様だ。

　食事を済ませると、双方の陣地で兵の動きが盛んになる。

　伝令兵が走り。

　兵たちは武器を取り、兜かぶとを被り。

　移動のために部隊が集散し。

　部隊長たちの大声が陣地に響いた。

「陣替え──！　陣替えだぁ──!!」

「隊列を乱すなぁ──！」

　各部隊は、決戦に備えた陣立てのため、整然と移動を開始した。
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　双方が陣形を整え終わる頃、日は高く昇っていた。

　この頃には空の過半を覆おおっていた白っぽい雲はその面積を減じ、頭上では青空のほうが優勢になっている。

　降り注ぐ晩ばん夏かの日差しが眩まぶしい。

　早朝から気温はじりじりと上がり、鎧よろいを着込んでいる兵たちには暑さが身に堪こたえる一日になりそうだ。

　暑さと、これから決戦が始まるという緊張感で、兵たちは手に汗をかいている。

　鎧に掌てのひらを擦こすりつけ、汗を拭う者の姿が目につく。

　そうして四よん刻こく時じ半──午前の九時頃には双方の陣替えが完了した。
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「いったいあれはなんなのだ？」

　同盟軍の最前列に並んだ箱形を遠望した連合軍首脳は、一様に怪け訝げんそうな顔になる。

　大きな長方形の箱の色味は銀ぎん鼠ねず色いろで、木製ではなく金属製なのかもしれない。

「鉄製だとすればそうとうの重さだろう。そんな物を中に乗り込んでいる兵だけで引けるものか？」

　まだ距離が遠いから、木製の箱形に鉄板が張ってあるだけということは連合軍首脳にはわからない。

　もっとわからないのは、同盟軍があれを何に使おうとしているのかということだった。

「遠目には攻城兵器に見えるのだが」

「しかし、これから始まるのは野戦だぞ。こちらが陣に籠こもって相手の攻撃を待つ態勢というのなら、まだ話はわかるが」

「東方の異民族が使うという戦車の一種か？」

「戦車は機動力をこそ活いかすための兵器だろう？　あんな大きな物では機動力などないも同然ではないか」

　議論百ひやく出しゆつとなったが、結局、誰もあの箱形の用途を正確に推おし量はかれる者はいなかった。

　あれに魔女が乗り込んでいる可能性を指摘した者は誰一人としていなかった。

　それはそうだろう。

　魔女は個々人が魔法で戦うもの。

　このようによく晴れて見通しのいい平原で大軍勢が衝突する場合では、その実力を発揮するのは難しいというのが連合軍首脳の判断だ。

　けれど、魔女にもいろんな魔女がいるし、魔法だって千せん差さ万ばん別べつ。

　そんな魔女や魔法のことをほとんど知らない連合軍首脳が、箱形に魔女が乗っている可能性に気づけるはずもなかった。

　そもそも、ただ毛け嫌ぎらいするだけで魔女を知る気さえなかったのだ。

　敵を知り己を知れば百戦危うからずという孫そん子しの兵へい法ほうからすれば、敵を知ろうとしない軍は、それだけで勝利から遠い場所にいる。

　結局、連合軍首脳はこう推測するしかなかった。

「あの箱形の用途は不明。だが図ずう体たいが大きく重そうだから、鈍どん重じゆうなのは間違いない。野戦での脅きよう威いはそれほどでもない。それに容積から見て何十人もの兵が乗れるわけではない。兵を離れた場所まで素早く移動させられる輸送車とも思えない」

　そしてこう結論づけた。

「こちらが堅けん陣じんを敷くと予想した敵が陣地を突破するために一種の攻城兵器を用意したが、残念ながら見込み違いに終わったということだ。鉄製だとすると矢は通じないが、箱形のほうから歩兵や騎兵を攻撃する手段もないだろうから、箱形を包囲した歩兵が車輪を破壊してしまえばいい。それであれは、ただの障害物と化すだけである」

　つまり、戦力としては無視していいと判断してしまったのだ。

　敵のことを何も知らない軍は戦う前から大きなハンデを背負っているという、いい見本ではあった。

　判断の誤りというだけではない。

　決戦して同盟軍を討うち破らなければならないという状況に置かれた時点で、すでに連合軍は開戦前の駆け引きに後れを取っていたのだ。

　もっとも連合軍の首脳は、主力同士の決戦に持ち込んだ時点で、兵力の多い自分たちが圧倒的に優位に立ったと信じているから、自分たちが判断ミスを犯していることに気づけてはいないのだが。

　こうして周到な用意を巡らせたナーガ以下の同盟軍と、兵数は揃そろえたが行き当たりばったりの準備しかしていない連合軍の決戦が始まろうとしていた。





　３






　守備的な構えの同盟軍は、主力であるカサンドラ王国軍が三段構えに陣を敷き、最前に十台の攻撃車が並んでいる。

　攻撃車の中でもヴィータとアイスが乗っている一台が、他の九台よりも少しだけ前方に位置していた。

　アイスが本気で押せば、重い攻撃車でもかなりの速度が出る。

　その速度でヴィータに走れというのは無む茶ちやな話なので、彼女は張った木床の上に乗っているわけだ。

　木床の上、ヴィータのすぐ横にはエリュシオーネのマンテラが置いてあり、その上には攻撃車が跳ねても落ちないようにと重しが載せてあった。

　いざというとき、あるいはもう役目は果たせたというときには、エリュシオーネがこのマンテラまで飛んできて、アイスとヴィータを一人ずつ連れて、攻撃車から脱出する手て筈はずになっているのだ。

「おい、アイス、何をしておるか。早く脱がんか」

　と呼びかけたヴィータは、すでに衣装を脱いで裸になっている。

「あ、ええ、そ、そうです、ね」

　一方のアイスは衣装を半分ほど脱いだまま手が止とまっている。

　もっとも、いつもの衣装でも半裸というのが相応ふさわしいのだ、半分脱げば、もうほとんど全裸と変わらないが、しかし「ほとんど全裸」では不ま味ずいのである。

「裸にならんと、エリュシオーネが飛んできて脱出するときに余分な時間がかかってしまうではないか」

　そう、エリュシオーネの魔法は人（魔女）の体しか運べない。

　衣服を身に着けている者は空間転移ができないのだ。

　エリュシオーネが飛んできて脱出するのは一刻を争う事態のとき。

　悠ゆう長ちように衣装を脱いでいる場合ではないのは確実。

　だからヴィータとアイスは、予あらかじめ服を脱いでおくことになっていた。

「攻撃車の中には吾われとぬししかおらんではないか。べつに全裸になろうが、全裸で踊りを踊ろうが、全裸で逆立ち開脚しようが、誰かに見られるわけではない。そんなふうに恥ずかしがるとか、小こ娘むすめか！」

「小娘ではありませんがっ!?」

「そうよな。ぬしは大おお娘むすめじゃ。乳も尻も桁けた外はずれの大きさじゃ」

「ヴィータさんに失礼なことを言われていますっ！」

「さてはナーガの気でも引こうというのか？　彼あ奴やつの気を引く気なら、恥ずかしがるより全部脱いだほうがよほどいいじゃろうが」

「べつに気を引こうとしているわけでもありませんがっ！」

「いいから早はよう脱げ。ぐずぐずしておったら敵が動き出すぞ」

「え、ええ、それはわかっています、けど」

「脱がんのじゃったら吾が脱がしてやるがな？　その際、手が滑すべったりしてぬしの目め障ざわりな乳を毟むしり取ってしまうかもしれんが、単なる事故じゃから許せよ？」

「言ってる時点で、やる気満々じゃないですか。それのどこが事故だと仰おつしやるのですか!?」

「くくく、そうじゃな。吾われはやる気満々じゃぞ？　じゃから乳を毟むしり取られたくなければとっとと脱げと言うておる。貴様が脱がないせいで吾の脱出が遅れるなど、まっぴらごめんじゃからのう」

　ヴィータにそう凄すごまれると、アイスとしても抵抗できない。

　脱出するときはアイスが先にならざるを得ない。

　ヴィータが先に脱出してしまうと、周りの敵兵が動けるようになってしまう。

　そうなると攻撃車は敵兵に囲まれ、最悪、敵が乗り込んでくる。

　敵に乗り込まれたらエリュシオーネは飛んでこられない。

　いくらアイスでも、狭せまい車内で十人、二十人の敵兵に襲いかかられたら絶体絶命だ。

　何しろ彼女は鎧よろいも着ていなければ武器も持っていないのだ。

　アイスの魔法は自分の腕わん力りよく、脚きやく力りよく、体力などの身体能力を高めるというもので、離れた場所の敵を攻撃できるわけではない。

　だから最後まで残るのはヴィータでなければならない。

　ヴィータなら、魔法を効かせている限り、敵兵に乗り込まれる恐れはない。

　しかし、いくらヴィータといえど魔力には限界がある。

　それまでずっと奏かなでの軽けい重ちようを使いっぱなしだから、いつ魔力切れを起こしても不思議ではない状態だ。

　最後の最後で魔力切れを起こしたら目も当てられない。

　ヴィータには魔法以外の戦闘力は皆かい無むといっていいから、数人の敵兵が乗り込んできただけで、間違いなく討うち取られてしまう。

　いざというときはできる限り速やかに脱出しなければならないのだ。

　そんなときにアイスが衣装を脱ぐのに手間取っていたら、ヴィータが魔力切れを起こす可能性が高まってしまうではないか。

　ヴィータはそれを指摘している。

「時間の節約のために、吾ら二人は予あらかじめ脱いでおくと決めたはずじゃぞ」

「うぅ、それはそのとおりなんですけど」

「それを脱ぎ渋しぶりおってからに。何を恥ずかしがっておるのじゃ。初うぶな乙女か！」

「わたし、初な乙女なのですけど？」

「そんなでかい乳を揺らして、なに寝言を言うておる！」

「ヴィータさんが酷ひどいです」

　いつもとは違ってアイスが押しまくられている。

　レラやケイ、ユウキたちがこの場にいたら、珍しいものを見たと喜んだかもしれない。

「わかりました。覚悟を決めます」

　アイスは半分ほど脱いでいた衣装を、えい！　とばかりに引きずり下ろした。

　それを見たヴィータが、う！　と頭を引く。

「わかってはおったが、こうしてぬしの乳が全ぜん貌ぼうを晒さらすと、その巨大さに圧倒されるの。ほんに忌いま々いましい」

「べつにヴィータさんに含むものがあって大きいわけではありませんけど？　だいいち、大きいというなら、姉あね様さまのほうがわたしよりさらに大きいのですけど？」

「そうじゃな。じゃからハリガンの奴やつめは目め障ざわりな上にも目障りなのじゃよ。彼あ奴やつのデカ乳をこう摑つかんで、吾われの魔法で思いきり重くしてやって、下端が地面につくくらいまで垂れ乳にしてやったらどれほどすかっとするか」

　アイスがジト目になってヴィータを見やった。

「ヴィータさん、もう完全に個人的な悪口ですよね。むしろ逆さか恨うらみですよね」

「逆恨み上等じゃ。なんと言おうと、吾は乳のでかい女は嫌いなのじゃ」

（子供ですか）

　というツッコミは決して口に出してはいけない。

　アイスはため息を吐つきながら、脱いだ衣装を畳んで木床の上に置いた。

　今やアイスが身に着けているのは、足の裏を保護する薄い革の履はき物だけである。

　全力で攻撃車を押して戦場を走り回るから、足の裏だけは保護しておかなくてはならなかった。

　この履き物なら、いざというときは引きちぎるだけでいい。

　脱ぐのに手間も時間もかからない。

　小さな履き物だけを履いている裸の自分を見下ろし、アイスは羞恥に顔を赤らめる。

（いくら誰も見ていないからと言って、この恰かつ好こうはないわ。あり得ないわ。もしもこんな恰好をナーガさんに見られたら、わたしはどうすれば……）

「くっくくく、アイスよ、なかなかいい恰好じゃな。ぬしのそんな恰好をナーガが見たら、ぬしに惚ほれてしまうのではないか？」

　顔を真っ赤にしたアイスは、つかつかとヴィータに歩み寄って木床に跳び乗ると、両腕を伸ばし、ヴィータの細い首に手をかけた。

「いやだわ、ヴィータさん。そんなことを言われると、恥ずかしさのあまり混乱したわたしは、間違ってヴィータさんの首を絞しめてしまいそうです」

「ぐぅえ」

　ヴィータが情けない悲鳴を上げ、右手でアイスの左腕をばしばしと叩たたいた。

「じめでるじめでる、もうじめでるぞおぬじぃ」

「あ、これは失礼しました。どうも混乱してしまったらしくて」

　けほけほと咳せき込こみながら、ヴィータは咎とがめるような視線をアイスに向けた。

「此こ奴やつ、明らかにわざと絞しめておったくせに」

「そんなことはありません。ヴィータさんがおかしなことを言うから混乱してしまったのです。つまり、責任の半分はヴィータさんにありますよね？」

「こ、此奴は本当にもう」

　ここまで清すが々すがしく開き直られると、さすがのヴィータも苦笑するしかない。

「まぁ、よいわ。それよりアイス、位置について外の様子を探れ」

「あ、はい、ただ今」

　アイスは攻撃車の前部に渡してある横木の前に立つと、正面と側面にある細い覗のぞき窓を塞ふさいでいる板をずらして、覗き窓に顔を近づけた。

　この覗き窓はアイスが攻撃車を走らせるときに外を視認するための物で、後部にも開いている。

　窓は狭せまく、車体を形作っている板は分厚いから、正面から狙われない限り、矢が車内に飛び込んでくる虞おそれはない。

　覗き窓からアイスが外を窺うかがうと、前方に半島連合軍の兵が密集しているのが遠望できた。

　かなり距離があるから、兵の集団は大きな塊かたまりにしか見えない。

（あの兵の集団が寄せてきたら、この攻撃車で突撃するわけですが……さすがに緊張しますね）

　微かすかに身震いしたアイスは、外を覗いたまま、

「まだ敵兵に動きは見えません」

　とヴィータに報告した。

「さようか。まぁ敵に動きが出たら上空から見張っておるユウキがいち早く気づくじゃろうしな。焦る必要もなし。おとなしく待っているしかないの」

「大おお戦いくさの前だというのに、ヴィータさんは相変わらず落ち着いていますね」

「ん？」

　目を細めたヴィータは、覗き窓に顔を寄せて外を窺っているアイスの大きな背中に視線を向ける。

　アイスの大きな背中が、肩が、微かに震えているのにヴィータは気がついた。

「どうした？　寒いのか？　裸じゃ言うても、いつもの恰かつ好こうとそう変わらんじゃろうに」

「いえ、寒いわけではありません。少し、そう、少しだけ恐こわいのです」

「これはこれは。実質的にハインドラ一族を支えるアイス様が、人の兵を恐がるとは驚きじゃな」

「茶ちや化かさないでください」

　振り返ったアイスは、キツい目でヴィータを睨にらんだ。

「恐いものは恐いですよ？　ヴィータさんは恐くないのですか？」

「恐こわくないと言えば噓うそになるかの」

「それにしては落ち着いてらっしゃいますね」

「それは、恐さに勝る希望があるからじゃろうよ」

「……？」

「戦いくさが始まってしまえば、ひたすら魔法を振るうしかないがの、始まる前に時間があるといろいろ考えてしまうものじゃ。吾われも考えるよ。此こ度たびの戦から生きて戻れるかとか、吾わが娘らは無事に延びられるかとかの。考え出すときりがない。考えていると恐くもなる。じゃがな、そういうときでも勝てると思えば恐さが薄れるものじゃ」

「……なるほど」

「以前は戦ってもどうせ勝てぬと思っておった。希望もなく、未来もなかった。それ故、黒い森まで退ひいて、黒い森に引き籠こもった。じゃが今は違う。勝てるという希望がある。勝利の先に未来が見えておる。その希望が、戦に臨む際の恐さを打ち消してくれる。そういうことじゃな」

　アイスは体をくるりと回し、ヴィータに正対すると、両手を胸の前で組み合わせ、目を輝かせて言った。

「凄すごいです、ヴィータさん」

「はぁ？」












「伊だ達てに他ひ人とより長生きしているわけではないんですね」

「伊達に長生きとか言うな！」

「すみません、言い換えます。誰よりも長く魔女をやってるわけではないんですね」

「本質的に変わっておらん！」

「いえいえ、本心から感服しているのです。そんなお小さいお体に愛と勇気と経験が詰まってらっしゃる。尊敬します」

「お小さい言うな！　というか」

　ヴィータは疑わしそうな顔になってアイスを見やった。

「尊敬するとか言いながら、おぬし、軽く吾われを馬鹿にしておらんか？」

「そんなことはありません。ヴィータさんを尊敬しているというわたしの言葉に噓うそ偽りはありませんよ？」

「だと、いいがのう」

　ヴィータはあくまで疑わしそうな顔を崩さないが、そんな彼女に向かって、アイスはにっこりと微笑ほほえんだ。

「ヴィータさんのおかげで震えが止とまりました」

「さようか。よかったのう」

「希望があれば恐怖だって克服できる。そうなのですよね。だからわたしは、わたしたちは戦えるんですよね！」

「ああ、まぁ、そうなのじゃろうよ」

「そして、その希望をもたらしてくれたのがナーガさんです。魔女の未来を切り拓ひらいてくれたのがナーガさんです。いくらお礼を言っても感謝の気持ちを言い表すことはできませんね」

「あ、そうかのう」

「この感謝の気持ちを伝えるにはどうしたらいいと思いますか、ヴィータさん」

　とアイスに熱い目で問われ、ヴィータは熱のない調子で応えた。

「そうじゃのう。魔女と人とが暮らせる世界が創れたら、ぬしはその格好でナーガの寝室を訪ねていけばいいのではないのか？　わたし自身が感謝の気持ちです、とか言うてな」

「なるほど！」

　皮肉を真顔で返され、ヴィータはジト目になる。

（なるほどて。大丈夫か、こいつ）

「それは感謝の念に溢あふれていますね。でも、わたしだけで行くとレラとかレラとかレラが怒り狂いそうですし、一族のみんなで訪れるのがいいのかしら」

「いや、そんなことすると、たぶんナーガの奴やつが過労死するぞ？」

「ヴィータさんもご一緒に如何いかがです？」

　ヴィータはきっぱりと言った。

「遠慮しておく」

「即答ですね。ナーガさんへの感謝の念はお持ちではないのですか？」

「持ってはおるが、裸になって奴やつの寝室へ行く気はないな」

「やはりお小さいのを引け目に感じて……」

「なんじゃ、その可哀かわい相そうな子を見る慈じ愛あい溢あふれる目つきは！　殺すぞ!?」

　殺気を漲みなぎらせてヴィータが睨にらんできたが、アイスはどこ吹く風で受け流す。

　と、そのとき。

　木床の上に置いてあったマンテラの穴の部分にエリュシオーネの頭部が覗のぞいた。

　そのままマンテラと共にエリュシオーネの頭部が上昇していく。

　載せてあった重しが外れ、エリュシオーネの全身が出現した。

　といっても、首から下はマンテラの中なのだが。

　エリュシオーネは、アイスを睨んでいるヴィータと、彼女に睨まれながらもにこにこと笑っているアイスを交互に見やって首を捻ひねる。

「二人とも、何をしているのですか？」

「何もしておらんよ。で？　エリュー、おぬしが来たということは」

「はい、母かか様さま。敵に動きがありました。先せん鋒ぽう部隊が前進を始めたようです」

「さようか」

　ヴィータは吊つり上げていた眉を下げ、いつもの表情に戻って言った。

「なら、ぼちぼちと出るか、アイスよ」

「そうですね、ヴィータさん。出ましょう」

　言葉を交わした二人があまりに淡々としているのが、エリュシオーネには少し不思議だった。

（アイスも母様も何か悟ったような物言いだな。緊張感とか闘志とか、ほとんど感じられないんだけど）

　エリュシオーネは、いよいよ決戦が始まるのだと入れ込んでいた自分が少し恥ずかしくなる。

「じゃ、まぁ、気をつけてくださいね、二人とも」

「なんじゃエリュー、その緊張感の欠片かけらもない態度は！」

「もう少しやる気を見せてください、エリュシー。これから決戦が始まるんですよ？」

「あれぇ？　これが正解じゃなかったの!?」

　エリュシオーネは情けなさそうに顔を歪ゆがめると、改めて二人に向かって頭を下げた。

「二人とも気をつけて。いざとなったらわたしが飛んできますけど、それでもどうか気をつけて」

「わかっておるわ」

「はい、頑張りますから」

　二人に向かって頷うなずいてみせたエリュシオーネの頭が、ゆっくりと沈んでいった。

　やがてエリュシオーネの体が消え、マンテラが床の上に広がった。

　ヴィータは外れた重しをもう一度、マンテラの上に置き直し。

「さて、では出るか、アイス」

「はい、行きましょう、ヴィータさん。行って、生きて、戻りましょう」
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　同盟軍の陣形は、前述したように主力のカサンドラ王国軍が三段構えで敵を待ち受け、その前面に攻撃車十台が並んでいる。

　攻撃車にはそれぞれ魔女が二、三名ずつ乗り込んでいて、その他の魔女は左右に大きく開いていて、戦場からはやや離れた場所に位置している。

　サント・ゼッファ軍の半数ほどが、それらの魔女と共に左右に広がっているが、彼らが担っているのは、敵の弓矢攻撃から魔女を守る役目だ。

　残りは三段構えの主力後方に控えており、執政官トスカーヤもそこにいた。

　ナーガの本陣はすでに丘の上を下り、リガヤやマグレイブなどと共にカサンドラ王国軍の後方に移動していた。

　戦いくさが始まれば臨機応変に命令を下さなくてはならない。

　丘の上にいたままでは遠すぎるのだ。

　一方の半島連合軍は、同盟軍の構えが薄いことを見て取り、鋒ほう矢しの陣形を取っていた。

　五百の大隊二個を左右に並べ、その後ろに各おの々おの四個大隊を縦に連ねている。

　放たれた矢のように縦陣の隊形で突進し、敵陣に食いつき、食い破る。

　兵数が違うから、とにもかくにも敵陣を食い破ってしまえば勝ちだと、そういう判断だ。

　判断自体は悪くなかった。

　だが彼らは、主力の前面に並んでいる攻撃車を軽視していた。

　というより、無視していた。

　そのことが緒しよ戦せんの行方を大きく左右することになるのだが、それはさておき。

　連合軍は、半島諸国の寄せ集めだから、全軍の指揮を執る指揮官が存在していない。

　各国の指揮官は、自国の部隊の指揮を執るために自国の部隊の中にいる。

　いちおうレキッソス王国軍を率いているジェストマイアという将軍が指揮官ということになってはいるが、彼も、自国の部隊を率いるために鋒矢の陣の中に入っている。

　全体を見渡して指揮を執る人材がいないのが大きな弱点だ。












　彼ら自身もそれは感じていたが、自国の軍の進退を他国の者に任せてしまう気はなく、結局、こういう中途半はん端ぱな形に収まった。

　一方の同盟軍はナーガが総大将で、彼の命令で全軍が進退するというわかり易やすい形を取っているから、臨機応変に戦えるし修正も利く。

　もっとも半島連合首脳にいわせれば、

「とにかく突進して突撃して敵陣を食い破ればいいだけだから、臨機応変な命令など必要ない。戦い方を修正する必要もない」

　となるのだろうが。

　数を恃たのみにひたすら突進すればいいだけだという半島連合軍と。

　策を巡らせ、敵を待ち受け、臨機応変に戦いに臨もうとしている同盟軍と。

　果たしてそのどちらに凱がい歌かが上がるのか。

　戦端が開かれようとしていた。
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　時刻は午前十時前──。

　縦に五段構えになった大隊を二列に並べた陣形で、半島連合軍が戦いの火ひ蓋ぶたを切った。

「敵陣は脆もろい！　敵の陣形は薄い！　突進して食い破れ！　突撃ぃぃ！」

　最前に位置するサント・ファ王国部隊を指揮するエールディバイア将軍が絶叫を放ち、二個大隊一千が走り始めた。

　すぐにその後ろの二個大隊が。

　さらにその後ろの二個大隊が。

　そのさらに後ろの二個大隊が。

　そうして最後列の二個大隊までもが走り出した。

　総勢五千の大軍が奔ほん流りゆうのような勢いで敵陣へ突進していった。
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「来た！」

　一台の攻撃車の屋根に乗っているイールヴィーという魔女が叫んだ。

　スレイマーヤ一族に属する彼女は、対魔女用魔法の使い手だった。

　彼女は魔法攻撃を減じることができるのだ。

　その代わり敵への攻撃手段を持たないから、対人間の戦いでは、有あり体ていに言えば役立たずだった。

　魔女同士の抗争では使い勝手のいい魔女だが、人との戦闘ではいても意味がないということで、今までは黒い森の本拠地で留る守す番ばんをしていたのだが、魔女の一覧を見たナーガが、こいつは使えるんじゃないかと言い出し、ヴィータが黒い森から呼び寄せたのである。

　イールヴィーは魔法の効果を減じることができる。

　聞けばそれは、ヴィータの魔法が相手でも同様だという。

「なら、今回の戦いくさには絶対に必要な人材だ」

　ナーガはそう言った。

　呼び寄せたイールヴィーとヴィータとで実験を重ねた結果、イールヴィーの周囲三～四ヤルド以内にいれば、ヴィータの魔法の威力はかなり減じることが判明した。

「これでイールヴィーの乗り込む攻撃車と、その両隣の攻撃車はヴィータの魔法の効果範囲内に入っても中の魔女は動けるな」

　ナーガは、その三台をヴィータの攻撃車に続けて前に出すことを決めた。

　そしてその三台に、遠隔攻撃のできる魔女を集めた。

　ヴィータの乗り込む攻撃車を一号車、イールヴィーの乗り込む攻撃車を二号車、その両隣に配する攻撃車を三号車と四号車、それ以外の六台を五号車～十号車と、ナーガはそう名付けた。

　五号車～十号車に乗り込む者は、魔法への耐たい性せいに優れている魔女を優先させた。












　要するに、ヴィータの奏かなでの軽けい重ちようを喰くらっても、なんとか動ける魔女を優先したと、そういうことだ。

　もちろん万全の体勢では動けない。

　それはわかっている。

　だが、動きが鈍くても発動する魔法の効果にあまり影響はない。

　最悪、車内で動けなくなっても、魔法さえ使えればいいのだ。

　動けなくても、魔女たちの安全は頑がん丈じような攻撃車が確保してくれる。

　遠距離からの弓矢攻撃くらいなら、なんの問題もないだろう。

　近づいてきて火矢を撃たれたり、歩兵の集団に車内に乗り込まれたりするとかなり危ないことになるが、ヴィータの魔法が効いている限り、敵が接近してくる虞おそれはない。

　何しろヴィータの魔法の範囲内では、人も馬も、体が重くてまともに動けないのだから。

　ヴィータの攻撃車を先行させ、範囲内に入った敵兵を奏の軽重で動けなくしておいて、そこを後続の二号車、三号車、四号車の魔女が魔法で攻撃する。

　奏の軽重の効果範囲ギリギリのところから、弓兵が矢を撃って攻撃する。

　そうして敵の最前列を削けずっておいて一号車が前進し。

　二号車以下が続き。

　効果範囲内に入った敵兵を動けなくしておいて、魔法で、弓で、攻撃する。

　これを繰り返せば、かなりの敵を削けずり倒せるはずだというのがナーガの主張だった。

「これのいいところはな」

　と、軍議の際にナーガは言った。

「敵にこちらの攻撃方法がわかったとしても、敵はそう簡単にこちらの攻撃を止とめることができないってことだ。数が多いんだから、攻撃車群など放っておいて、大きく回り込んでからこちらの主力を攻撃すればいいんだが、咄とつ嗟さにそんな決断を下せるかどうかは怪しいな。目の前で味方がばたばたと倒れているのに、それを放置したまま迂う回かいできるか？　普通はできないだろう。とはいえ万が一ということもある。敵が迂回しようとしたときは隠れ潜ひそんだ残りの魔女で迂回部隊を攻撃するんだ。同時に主力は左右からの攻撃に備えて陣替えを行い、迂回してくる敵を迎げい撃げきする」

　流れとしては、まずヴィータが敵先せん鋒ぽうの動きを止め。

　続く攻撃車の魔女たちで身動きできなくなった兵を攻撃し。

　効果範囲外からカサンドラ王国軍の兵が弓矢で攻撃する。

　第一撃の効果を見つつ一号車は前進し。

　後続の敵兵を奏かなでの軽けい重ちようの範囲に入れ。

　一号車の前進に伴って二号車以下も前進し。

　新たに効果範囲に入った敵兵を、やはり魔法で攻撃し。

　効果範囲が前方に移っていくのにつれてカサンドラ王国軍の弓隊も前進し。

　効果範囲の外からの弓矢攻撃を続ける。

　この戦い方で、まずは半島連合軍を数百は削ろうというのがナーガの目もく論ろ見みだった。

　その後の敵がどう動くかまでは、さすがのナーガも読み切れない。

　左右に分かれて迂回し、ヴィータの魔法を避よけて味方主力を攻撃しようとするか。

　あるいはなんとしても攻撃車を排除しようとするか。

　もしくはその両方を狙うのか。

　いちばん可能性の高いのは三番目で、次は一番目ではないかとナーガは思っている。

　魔法攻撃を仕掛けてくる攻撃車群に拘こう泥でいするほどの勇気はないだろうというのがナーガの見立てだった。

「三つのうちのどれであっても対応はできる。ただ、そのためには臨機応変な用兵が必要となるから、本陣は下ろしておかないとまずいんだよ」

　ナーガのいる本陣が戦場近くまで進出するのは危険ではないかと、そういう指摘が魔女からだけでなくリガヤやマグレイブなどからも出たが、ナーガはそう言って反対を抑えたのだった。

　この作戦の唯一にして最大の気がかりは、ヴィータの魔力が果たしていつまで保もつのかということだった。












　こればかりは事前に確かめようがない。

　奏かなでの軽けい重ちようを使って魔力が尽きてしまうまでの時間を計ったりしたが、やはり何百人もの兵と何十頭も馬を相手に魔法を使うのと、ただ試しに使うのとでは、魔力の消費に明確な差が出た。

「奏の軽重を効かせ続けて、ほぼ二ふた時とき。それを超えると魔法の威力が大きく落ちる。おそらく実戦ではもっと短くなるだろう。余裕を見て一いつ時ときと少しくらいまでにしたほうがよさそうだが」

　事前の作戦会議でナーガはそう言ったが、ヴィータは、

「一いつ時とき半なら問題ないわ」

　と言い張り、結局、ヴィータ以下の攻撃車による攻撃は最大で一時半──およそ三時間──ということに決まったのだった。
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「うおぉりゃぁあ──っっ」

　一号車の中で横木を摑つかんで車を押しながらアイスが吼ほえた。

　重くて大きな攻撃車が、恐るべき速度で突き進んでいる。

　速度が速くてときたま大きく跳ねるから、ヴィータは床に突き出た捕まり棒を必死で摑つかんで耐えた。

「おい、アイス、速度を出しすぎではないか？　攻撃車が壊れたら元も子もないぞ！」

「ですがヴィータさん、一刻も早く敵の先せん鋒ぽうに迫り、魔法を使って足を止とめなくてはなりませんよ」

「それはそうなのじゃが、車輪が壊れでもしたら、そもそも敵に近づけなくなるじゃろ、という話をしておる。それに速度を出しすぎると、残りの攻撃車がついてこられん。それではやはり意味がないぞ」

　というヴィータの指摘に、ようやくアイスは少しだけ速度を緩ゆるめた。

（アイスの奴やつ、入れ込みすぎじゃな）

「もそっと落ち着け、アイス。おぬし一人が戦っているわけではないのじゃぞ。吾われら全員で戦っておるのじゃ。もっと仲間を信頼せよ」

「あ、はい。すみません、ヴィータさんの仰おつしやるとおりですね」

　大きく頷うなずいたアイスは、さらに速度を落とした。

　車の上下動もだいぶ収まり、ヴィータはやれやれと額の汗を手の甲で拭った。

「一いち時じはどうなることかと」

「ヴィータさん！」

「どうした？」

「敵の先頭が百ヤルドほどのところまで近づいています」

　ヴィータがにやりと笑った。

「なら、そろそろ始めようかのう」

「はい！」

　アイスが腕の力を抜き、足を止めた。

　一号車は平原の只ただ中なかに停止し、ヴィータが木床から地面の上へ飛び降りた。

　俯き加減になって地面を睨にらむと、ヴィータは己の体内で魔力を練り上げる。

　ヴィータの体に魔力が満ち、溢あふれた魔力が彼女の足下で渦うずを巻いた。

　背後をチラ見したアイスは、ヴィータの魔力量に驚きよう嘆たんする。

（ヴィータさんの魔力はいつも凄すごいのですが、今日はいつもより魔力が大きいのでは）

「アイスよ、敵の先頭は!?」

「あ、はい！」

　アイスは慌あわてて顔を戻し、覗のぞき窓から外を確認する。

　敵の左列先頭にいるのは二十騎ばかりの騎兵だ。

　同じくらいの騎兵が右列の先頭にもいる。




　そのうしろを歩兵団が駆けてくる。

　その外側を守るように、騎兵が縦隊になって駆けている。

　騎兵は歩兵の突撃に速度を合わせているから、全力疾走はしていない。

　寄せてくる敵との距離を、アイスは目視で測った。

「いま、およそ七十ヤルド！」

　敵は前面に居並ぶ攻撃車など目に入らないかのように、一団となって迫ってくる。

　それはまるで人の津波。

　このまま何もしなければ、攻撃車はあの人津波に吞のみ込まれる。

　攻撃車を作っている板は分厚く、さらに鉄板が張ってあるから槍やりで突かれても弾はじき返すだろうが、寄って集たかって兵に押されれば、ひっくり返るかもしれない。

　そうなったら。

　いくらアイスが力自慢でも、間近から数十本の槍を突き出されたら躱かわしようがない。

　元よりヴィータは魔法を使わなければ戦力にはならない。

　二人揃そろって、腹を、腰を、乳房を、足を、槍で貫つらぬかれ、血ち反へ吐どを吐はいて絶命するだけだ。

　その光景を頭に浮かべてしまったアイスは、体を強こわばらせ、身震いした。

　それを目ざとく見つけたヴィータが声をかけてきた。

「どうした？　恐こわいか、アイス!?」

「あ、はい、少し」

「正直者だな。じゃが、安心せい。吾われがいる限り、敵はこの攻撃車に指一本触れられんわ。どころか、近づくことすらできん」

　ヴィータの言葉にアイスは冷静さを取り戻す。

「はい、頼りにしています、ヴィータさん！」

　もう一度、顔を覗のぞき窓に近づけたアイスは、敵との距離を測り直す。

「五十を切っています！　四十……三十！」

　上体を乗り出すようにして外を覗いているアイスの後ろ姿を見たヴィータの目が険けわしくなる。

（ほんにでかい尻じゃな。目め障ざわりなこと、この上ない）

　アイスの剝むき出しになったお尻を蹴けり飛ばしたくなる衝動を、ヴィータはなんとか抑え込んだ。

「二十！　今です！」

　アイスの絶叫が一号車の中に響き渡った。

　間かん髪はつを容いれず、ヴィータが魔法を発動させる。

「奏かなでの軽けい重ちよう！」

　ヴィータは長い呪文を唱えずとも魔法を発動できた。

　それは彼女の大いなる強みである。

　どん！

　一瞬、地面が揺れた。

　連合軍の騎兵がつんのめるように倒れ。

　後ろから駆けてくる歩兵のある者は前のめりに倒れ、ある者は膝ひざを落とし、ある者は槍やりを杖つえ代わりに地面に突いてなんとか体を支えた。

　いずれにせよ、突撃は唐突に中断していた。

　少なくとも最前部にいる二百人ほど──左右合わせれば四百人ほど──は、突撃どころか、その大半が地面に倒れ、残りの者もその場に立っているのがやっとという惨さん状じようだった。

「くぅっっ」

　アイスはいきなり増えた自分の体重を感じ、必死で足を踏ふん張ばった。

　車体内部に取りつけられた捕まり棒を握りしめ、両手両足で自分の体重を支えながら、彼女は覗のぞき窓から外の様子を確認する。

　先頭を駆けていた騎兵が、人じん馬ばもろとも地面に転がっていた。

　その少し後方では歩兵団が、やはり地面に倒れている。

　立っている者も何人かいるが、槍を支えになんとか膝を落とすのを堪こらえているだけで、歩ける者は皆かい無むだった。

（さすがです、ヴィータさん。今回は加減しているはずなのに、大した威力です）

　アイスは安あん堵どと共に、内心でヴィータを褒ほめ称たたえた。

　今回は魔法を長持ちさせなくてはならないのと、味方の魔女が動けなくなっては困るという理由から、ヴィータは魔法の威力を少し抑え気ぎ味みにしていたが、それでも彼女の魔法の効果範囲内に入っていた騎兵と歩兵は、そのすべてが動きを止とめた。

　ただ動けなくなっただけではない。

　その半数以上は倒れている。

　そこへ後方から矢が飛んできた。

　ヴィータの魔法の効果範囲ギリギリのところに立った同盟軍の弓兵が、倒れている敵兵目がけて矢を撃ち始めたのだ。

　とはいえ、敵兵が倒れているところまで四十ヤルド（およそ百十メートル以上）ほどもある。

　飛んでいく矢の速度は落ちているから、一撃で鎧よろいを射い貫ぬくような威力は期待できない。

　が、何しろ敵は密集して倒れている。

　中には装甲の薄い箇所に当たる矢もあって、重傷を負う敵兵もいた。

　馬に当たれば馬は傷つくので、この後、ヴィータの魔法が切れて立ち上がったとしても、騎兵の突進力と打撃力は大いに減じるだろう。

　数は少ないが、長弓によって放たれた矢が混じっていた。

　それらは充分な威力を発揮して、倒れている歩兵や騎兵を射い貫ぬいた。

　弓矢攻撃からやや遅れて小さな火球が降ってきた。

　一号車の後方にいる二号車からの攻撃だ。

　ヴィータの魔法に対する耐たい性せいの高い魔女が、自分の魔法を発動して攻撃を開始したのだ。

　イールヴィーの魔法で奏かなでの軽けい重ちようの効きを軽減しているから、二号車、三号車、四号車に乗っている魔女はなんとか動くことができる。

　イールヴィーの魔法は、自分に対する魔法攻撃の威力を減じるものなので、味方の攻撃魔法には影響がないのが強みだった。

　ただ、車内にいたまま火球を外に並べるのは難しいし、だいいち敵が視認できない。

　火球を並べる空間を確保し、目標となる敵を視認したい。

　ということで、魔女は重くなった自分の体重を感じつつ、後部開放口まで移動したのだった。

　三号車からは、もっと大きな火球が発射された。

　効果の高い遠距離攻撃となるとやはり火攻めだろうとナーガが言って、各一族から炎系の魔法の使い手を集めていたのである。

　大きな火球は一度に一発しか撃てないが、小さな物よりは威力がある。

　小さな火球は剝むき出しの顔や手に当たれば火傷やけどをするという程度だが、大きな火球が当たった兵は、鎧よろいごと焼かれてしまった。

　そのうち上空で雷鳴が轟とどろき始めた。

　やがて稲いな光びかりが走り、倒れている兵に落雷が当たった。

　これはリィリィと同じ系統の雷撃の魔法による攻撃だ。

　地面の一部が盛り上がり、人の形を取った土つち塊くれが動き出す。

　巨大な土の人ひと形がたが倒れている兵を巨大な拳こぶしで殴なぐりつけると、殴られた兵はぺしゃんこに潰つぶれた。

　他にも空気を操れる魔女が、上空の空気を薄くした。

　真空に近い状態まで薄まった空気の中を飛ぶ矢は、空気抵抗が減った分、速度が落ちないまま飛んでいくから、威力を落とさず、逆に飛ぶ距離を伸ばすことができた。

　この魔法のおかげで、矢で傷つく敵兵が急増する。

　倒れた敵兵は抵抗することも逃げることも叶かなわず、同盟軍による攻撃に消しよう耗もうするばかりだった。
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　突撃していく連合軍の兵は敵の反撃を気にしていた。

　具体的には、矢が飛んでこないか、ということをだ。

　だから盾を掲げ、敵陣を遠望して走っている。

　そんなとき、突然、前を走っていた兵が倒れ込んだ。

　気づくのに遅れた後続の兵は、倒れた兵に蹴け躓つまずいて自分も倒れてしまう。

　倒れた兵は立ち上がれなかった。

　味方の兵が倒れたのに気づいた後続の兵は、咄とつ嗟さに進路を変えた。

　倒れている兵の横をすり抜けて前に出ようとしたのである。

　ところが、迂う回かいして前に出たところでいきなり体が重くなり、自分も倒れ込んでしまう。

　なおも後方から駆けてくる兵は、さらに迂回して進もうとしたが、大きく迂回して前に出たとたん、やはり体が重くなり、その場に倒れ込んだ。

　次々と迂回し、次々と倒れる兵によって、連合軍の進路は塞ふさがれてしまう。

　最初の大隊の残存兵は、どうしたらいいかわからずに右往左往を始める。

　味方を救うべきか。

　それともかまわず駆け続けるべきか。

　だが、駆け続けた兵は次々に倒れている。

　自分たちも駆け続ければ、同様に倒れ込むのではないかということにようやく気づいた。

　残存兵は半円形を作って立ち止どまった。

　そこから先は倒れた味方の兵で溢あふれ返っている。

　つまりヴィータの魔法の効果範囲内ということだが、そこまでは彼らにはわからない。

　縦陣の二番目に位置する大隊がすぐに追いついてきたが、前方にできた人の壁に行く手を遮さえぎられて前に進めない。

「おい、どうした!?」

「何を突っ立っているんだ!?」

　第三大隊と第四大隊を率いる大隊長──馬に跨またがっている──が部下を連れて進み出てきた。

　彼らは大隊の中程にいたため、前方で何が起きているのかを正確に把は握あくできていない。

「そ、それが」

　第一大隊の残存兵の中からそれぞれ進み出た小隊長が、第三大隊の大隊長に対して右手で前方を指し示した。

「先を行った味方が、ほぼ全員、倒れています」

　馬上から改めて先を見通すと、なるほど、前方には味方の歩兵や騎兵がごろごろと倒れているのが確認できた。

「これ以上先へ進むと同じように倒れてしまうのがわかったため、こうしてここに留とどまっているのです」

（どういうことだ？）

　大隊長は鐙あぶみに乗せた足を踏ふん張ばり、鞍くらから腰を浮かせて背伸びをする。

　多くの味方が倒れている。

　その味方を目がけて矢や火球が飛んできている。

　手前側に倒れている者のところまでは矢も火球も飛んでこず、その大半は倒れていても命に別状はないらしい。

　みな地面の上で必死に手足を動かし、なんとか立ち上がろうとしているように見える。

（矢はともかく、あの火の球は魔法だな。ということは）

　味方が倒れているのも魔法のせいかもしれないことに大隊長は気づいた。

　だが、今は考えている場合ではない。

　一刻も早く手を打たなくては、倒れている兵が全滅しかねない。

　その数は、第一、第二大隊を合わせて、ざっと四、五百といったところだろうか。

　それだけの兵が敵と交戦する戦力外となってしまうのは、連合軍にとって大打撃だ。

「おい、第一大隊の隊長は？」

　大隊長は小隊長に声をかける。

「は。先に進んでおりますので、どこかに倒れているものと思われます」

「そうか。なら、以降は俺おれの指揮下に入れ」

「は。承知しました」

「早速だが、おまえの部下から何人かを選び、静かにゆっくりと前進させろ」

「え？」

「異変が起きたら足を止とめさせるんだ。そして、すぐに戻って来させて何が起きているかを報告させろ。もし戻れなければ、その場から大声で報告させろ」

「あ、あの……」

「倒れている者で無事な者にも呼びかけて報告させるのだ」

「あ、はい、ですが」

　これ以上先に進めば、確実に倒れている先行者と同じ目に遭あうだろう。

　それがわかっているから、小隊長としては部下に前進を命じにくい。

　けれど大隊長は、早くしろ！　と小隊長を叱しつ咤たした。

「は」

　大隊長の命令を拒むわけにもいかない。

　小隊長は慌あわてて部下を呼び集め、大隊長の命令を伝えた。

　案の定、兵たちは尻込みしたが、小隊長は、

「少しでも異変を感じたら引き返していいから」

　と言って彼らを宥なだめ賺すかし、その気にさせた。

　へっぴり腰で恐る恐る足を運んだ兵たちが、いちばん手前側に倒れている味方のところまで歩み寄ったとき、彼らは急に足が重くなったのを感じた。

「い、いや、違う!?　足が重いんじゃなくて、体そのものが重くなったんだ！」

　しかし、気づいたときには遅かった。

　引き返そうにも、体が重くて足が動かせない。

「くっ、駄目だっ」

　足を動かすどころか、自分の体の重さに耐えかねて、膝ひざを落とす兵が続出した。

「どうした!?　何が起きている!?」

　背後で小隊長が叫んだ。

　地面の上に四よつん這ばいになった兵たちは、必死の形ぎよう相そうで叫び返した。

「かっ体が！　体が重くて歩けません！」

「体重が何倍にも増えたような感じです！」

「大隊長！」

　小隊長は馬上の大隊長を見上げた。

「どういうことでしょうか!?」

「やはり魔法だな」

　大隊長は、もう一度、辺りを見渡した。

　倒れている兵と倒れていない兵の境さかい目めは緩ゆるやかな曲線を描いている。

　その曲線を伸ばしていくと、円が描けることに大隊長は気づいた。

　その中心に一台の箱形の車がいる。

（あれか！　あの箱形の車に魔女が乗っていて、魔法で味方の兵を動けなくしているのか。だから敵兵は、円周の外から矢を撃っているわけか）

　円周の中に入っているのは箱形の車だけで、カサンドラ王国軍の兵は見当たらない。

　箱形の車のうちの二台からは火球が撃たれているようだ。

　ということは、後ろの箱形の車にも魔女が乗っていることになる。

（同じ魔女同士、体を重くする魔法の影響を受けないわけか？）

　魔法の効果を減じる魔法を使える魔女がいることにまで頭は回らないが、大隊長の推測、当たらずと雖いえども遠からずだった。

（それにしても、なんということを考えるのだ）

　大隊長は驚き、呆あきれ、感心してしまう。












　少数の魔女など、圧倒的な兵力があれば揉もみ潰つぶせるものだと思っていた。

　精強さで名を轟とどろかせていた神の旅団が敗れたのは、自分たちの強さに驕おごり、魔女と少数で戦ったからだと思っていた。

　ジュエルジュードが一騎打ちなどに応じて卑ひ怯きような魔女に討うち取られたから、おめおめと敗北を喫きつしたのだと思っていた。

（まさか無ぶ勢ぜいで多た勢ぜいを相手にする、こんな戦い方を魔女がしてくるとは）

　大隊長は魔女の戦い方にも驚いたが、もっと驚いたのは、人の軍と連係して戦っていることだった。

　カサンドラ軍主力は、魔法の効果範囲外ギリギリのところで矢を撃っている。

（予あらかじめ綿めん密みつな打合せを行って訓練を重ねない限り、あんな戦い方はできない。魔女とカサンドラ王国は、そんな関係を築いたというのか？）

　そのことこそが彼には信じられなかった。

　だが、信じられようが信じられまいが、目の前で起きていることは事実として認めなくてはならない。

　第三大隊の大隊長は直ただちに決断を下した。

　彼は伝令兵を呼び、後続の大隊に指示を送る。

「我々は敵の魔法を避よけるため迂う回かい機動して敵主力の陣地を目指す。我に続け。第五、第七、第九の各大隊にそう伝えよ！」

「は。我が第三大隊は敵の魔法を避よけるために迂う回かい機動をして敵主力の陣地を目指します。我が隊に続くよう、第五、第七、第九の各大隊に伝えます」

「よし、行け」

　伝令を送り出した大隊長は、すぐさま別の伝令兵を呼んだ。

「第二大隊と第四大隊にも連絡」

「は。第二大隊と第四大隊に連絡します」

「ここから先は魔女の魔法の効果範囲に入る。魔法が効く範囲は、先頭にいる箱形の車を中心とした半径ざっと百ヤルドと少しの円内だと思われる。その円周に沿って迂回機動をし、後方の敵本陣を目指すのだ。第一大隊の残りと第三、第五、第七、第九は左側から右回りで行く。第二大隊の残りと第四、第六、第八、第十は左回りで行け」

「は。ここから先は魔女の魔法の効果範囲に入る。魔法が効く範囲は、先頭にいる箱形の車を中心とした半径ざっと百ヤルドと少しの円内だと思われる。その円周に沿って迂回機動をし、後方の敵本陣を目指すように。第一大隊の残りと我が第三、第五、第七、第九は左側から右回りで行く。第二大隊の残りと第四、第六、第八、第十は左回りで行くように。以上を伝えます！」

「急げ！」

　伝令兵が踵きびすを返すと、大隊長は連れてきた部下にも命令を下した。

「我が第三と第一の残りは、魔女の魔法を避け、倒れた味方のいちばん外側から十ヤルドほどの距離を取って、迂回機動を敢かん行こうする。そのことを兵に周知徹底させよ！」

「は。第三大隊と第一大隊の残りは、魔女の魔法を避け、倒れた味方のいちばん外側から十ヤルドほど距離を取って迂回機動を敢行します。そのことを第一の残りと我が第三大隊の兵員に周知徹底させます」

「よし、行け！」

　新たな伝令兵が走り去っていった。

　大隊長は倒れている数多くの味方の兵と、その向こうにいる数台の箱形の車を見やり、忌いま々いましそうに呟つぶやいた。

「魔女はあれですべてか？　それとも、まだ他にもいるのか？」

　敵についてもっと調べておくよう首脳に進言するべきだったと大隊長は悔しがったが、後悔先に立たずだった。
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　第四大隊のほうは、第三大隊ほど素早く的確な対応が取れていなかった。

　倒れている味方を救おうとして、さらに数十人が倒れる始末だ。

　第四大隊の大隊長は、どうするべきかを決めかね、幕ばく僚りようたちと話し合いをしていた。

　第三大隊と第四大隊が止とまってしまったおかげで後続の部隊も停止せざるを得なくなり、縦陣突撃で敵陣を突破するという連合軍の戦術は、すでにこの時点で破は綻たんを来きたしていた。

　第四大隊の本陣へ第三大隊の大隊長からの伝令が駆け込んで来て、敵の攻撃方法とその対処方法を知らせてきた。

「ま、魔女か！」

「言われてみれば、なるほどだ」

「一定の距離さえ保っていれば、あの魔法の餌え食じきにはならんのだな」

　第四大隊の幹部は、なるほどと手を打ち、納得の顔で頷うなずいた。

　第四大隊の大隊長は、すぐに自隊を動かす準備に取りかからせた。

　第一大隊の残存兵を引き連れた第三大隊が左方向へ迂う回かい機動を開始し、やや遅れて第二大隊の残存兵と共に第四大隊が右方向へと迂回機動を開始した。
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「アイス、用意せえ」

「はい、ヴィータさん」

　アイスは歯を食いしばって横木に取りついた。

「いいです！」

「奏かなでの軽けい重ちようを解除！」

　アイスは自分の両足にかかる重さが一気に消え失せたのを感じた。

　実際には体重が元に戻っただけだが、いつもの数倍という重さを支えていたため、元に戻っただけで自分の体重がなくなったように感じた。

　今なら、跳躍すれば軽く十ヤルド以上も飛べそうだった。

　すでにヴィータは木床に乗っている。

「うおりゃぁあ──っ」

　奇声を上げると、アイスは両腕と両足に力を込め、猛もう然ぜんと車を押し始めた。

　一号車がかなりの勢いで加速していく。

　奏の軽重が切れたことで、魔法の効果範囲内にいる敵兵は、みな行動の自由を取り戻していたが、即座に行動に移れた者は少数だった。

　多くの兵は、まだ呆ぼう然ぜんとした顔で地面に横たわったり、上体を起こして自分の体を見下ろしたりしている。

　その隙すきに一号車の後ろにいた他の攻撃車も動き始めた。

　が、その加速はゆったりとしたもので、一号車とはみるみる距離が開いていく。

　動かないままの攻撃車もあった。

　一号車以外は兵員が押している。

　イールヴィーの魔法で奏かなでの軽けい重ちようの効果を減じてはいたが、兵員に多少の影響が出るのは避さけられず、魔法が切れてすぐに全力で押すのは難しい。

　また、攻撃車は重いので車輪に負担がかかる。

　訓練のときも車輪に不具合が出ることがあったが、やはり本番でも車輪の不調で動けなくなった車が出た。

　動けなくなったのは三号車で、代わりに後方から五号車が進み出てきて、すぐに三号車の穴を埋めた。

　この辺り、訓練の賜たまものと言える素早い動きだった。

　止とまった攻撃車から魔女が出てきて、後続の攻撃車に乗り移る。

　先頭に一号車、その後方に二、四、五号車が続き。

　さらにその後ろから、六、七、八、九、十号車が追いかけていく。

　先行する一号車を覗のぞき窓から見ていたイールヴィーが叫んだ。

「一号車が止まった！　こちらも停止だ！」

　二号車が止まり。

　四号車と五号車も停止した。

　すぐさま魔女たちが魔法を発動させる準備に入り。

　その直後、どん、という衝撃と共に再び体が重くなった。
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　迂う回かい機動を始めていた第三大隊（と第一大隊の残り）の右列と第四大隊（と第二大隊の残り）左列の兵がもんどり打って倒れた。

　たちまち隊列が乱れ、走っていた兵たちに混乱と動揺が広がっていく。

「くそっ。魔法の効果範囲が広がったのか!?」

　第三大隊長が味方の兵を下がらせつつ辺りを見渡すと。

「違う！　あの箱形が近づいてきているんだ！」

　魔法の効果範囲は変わらなくても、箱形の車が近づけば、それにつれて効果範囲もこちらへと移るわけだ。

「下がれ、下がれ！　あの箱形からの距離を取るのだ！」

　大隊長は混乱する自隊を必死で抑え、乱れた隊形をなんとか保持しようと指揮を執った。

　彼の的確な判断と指示のおかげで、第三大隊の被害は軽けい微びだった。












　新たに奏かなでの軽けい重ちように囚とらわれて動けなくなった兵は二、三十人ほどだったろうか。

　しかし、第四大隊のほうはもっと被害が大きかった。

　百人以上は動けなくなっている。

「おい、槍やりの柄えに摑つかまらせたらどうだ？」

　と第四大隊の誰かが言った。

　いま倒れた兵は、すぐそこ、目と鼻の先にいるのだ。

　槍を差し出せば摑まれるだろうし、摑まった兵を引っ張れば、効果範囲の外へ引っ張り出せるのではないかと考えたのだ。

「やってみよう」

　一人が槍の後端を、倒れている兵に向かって差し出し、

「おい！　それに摑まれ！」

　と叫んだ。

　立ち上がるのは無理でも、腕を動かすくらいはできるようで、腹はら這ばいになっている兵の一人が右手を伸ばして槍の柄を摑んだ。

「おまえら手伝え！」

　自分一人で引くには重すぎる。

　槍に三人の兵が取りつき、力を合わせて引いた。

　ところが、槍やりはずるりと倒れている兵の手から抜けてしまった。

　重くなった体重を支えるには握力が足りないのだ。

「おい、もう一度だ！　今度は両手でしっかりと握れ！」

　再び槍を差し出し。

　倒れている兵が、それを両手で握り。

　三人がかりで引くと、半ヤルドほど引いたところで急に重さを感じなくなった。

「立てる！」

　倒れていた兵が跳び上がるように立った。

「よし、やれる！　おい、みんなも槍を伸ばせ！」

　得たりやおうとばかりに何人もの兵が槍を差し出し。

　それに摑つかまった味方の兵を、魔法の効果範囲外へと引っ張り出した。

　あちこちで救出劇が開始されたが、代わりに進撃は完全に止とまってしまった。

　おまけに救い出せたのは槍が届く場所にいる者のみで、すべて合わせても十人かそこらだった。

「くそっ。もっと長い棒があれば！」

「綱でもあれば、もっと遠くの味方も引っ張れるのに」

　兵たちは地じ団だん駄だを踏んで悔しがるが、こんな魔法攻撃は微み塵じんも想定していないのだから、棒も綱も用意できるはずがなかった。

　第三大隊でも状況は似たようなもので、十人ばかりの兵を助けるために進撃は完全に止まってしまった。

（こんな場所で時間を浪費している場合ではない）

　大隊長は焦った。

　焦ったが、かといって部下に、

「倒れている兵など打ち捨てておけばいい」

　とは言えない。

　そんなことを言えば、兵たちは、

「いざとなったら俺おれたちも見捨てられる」

　と考えてしまう。

　指揮官への不信感と、もしものときに見捨てられるのではないかという危機感。

　そんな感情に支配された兵が、まともに戦えるはずがないのだ。

　第三大隊と第四大隊が仲間の救出に時間を取られているあいだに、後方から進んできた第五大隊と第七大隊第九大隊、第六大隊と第八大隊第十大隊はようやく事態を把は握あくし、再び動き出した。

　第五と第七第九、そして第六と第八第十の各大隊は、仲間を救おうと躍やつ起きになっている第三と第五大隊の大外を回って追い越していった。

　それを知っても、第三大隊の大隊長はどうすることもできない。

　彼は半ば諦めにも似た心境で、配下の兵が仲間を救出しているのを見守っていた。
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「アイス、敵の動きはどうじゃ？」

「一部はまだこの先に留とどまっていますけど、後続部隊は迂う回かいを始めています」

「さようか。そちらはもう手出しができんな。倒れた兵はどうなっておる？」

　アイスは重さに耐え、歯を食いしばって車内を移動し、左右の覗のぞき窓の覆おおい板を外して外を覗いてみる。

　一号車と同列かそれより後方──味方の陣地に近いほうだ──に倒れている兵の多くは味方の攻撃によって動けなくなった者が多いように思えた。

　今も矢が降り注ぎ、大小の火球が宙を飛んでいる。

「味方の攻撃で大きな損害を出しています。少なくともこの一号車の周りには、動けそうな敵兵はほとんどいないと思います」

「さようか。味方の動きは？」

「敵の迂回に合わせて陣地を出ています。このあと、予定通り敵の主力へと向かっていくはずです」

「ならば、そろそろ引き揚げる頃合いかの。とはいえ、もう少し頑張らんと、敵にここを素通りされてしまう。そうなったら迂回中の味方は側面から攻撃を受けることになる」

「そうですね。兵数的には、ようやく互角になったくらいですものね。あと半日くらい、ヴィータさんには頑張っていただかないと」

　ヴィータが目を剝むいてツッコんだ。

「そんなに頑張れるか！」

「冗談です」

「こいつは……」

　ヴィータはジト目になってアイスを見やった。

　いくら筋力が並外れているといっても、両足にはかなりの負担がかかっているはずだが、アイスはヴィータに向かってにこやかに笑いかけてきた。

「正しよう味みの話、あとどのくらい保もちそうですか？」

「そうよのう。あと四し半はん時ときくらいならどうとでもなるじゃろうが、それ以上は、やってみんとわからんな」

「では、引き揚げる目め処どは四半時を過ぎた辺り、ですか」

「ま、そうなるかの」

「では、もう少し頑張りましょう、ヴィータさん」

「言われんでも」

　アイスは何倍にもなった自分の体の重みに耐えつつ外の様子を探り。

　その間もヴィータは、魔法の効力を保持し続けた。
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　布陣しているカサンドラ王国軍の眼前で、なんとも不思議で面めん妖ような戦いが繰り広げられている。

　突進してくる敵の先せん鋒ぽうに近づいていった一号車が停止した直後、先鋒の前列にいた騎兵や歩兵がばたばたと倒れ込んで動けなくなったのだ。

　味方の弓兵が、ヴィータの魔法の効果範囲外ギリギリのところに居並んで矢を撃った。

　一号車に続いていた三台の攻撃車から魔女が姿を現し、魔法が放たれた。

　敵からの反撃は、まだない。

　倒れた兵は起き上がれず、勢いがついていた後続の兵は急には止とまれず、次々とヴィータの魔法の効果範囲内に突入してきて、勝手に倒れ込んでいる。

　斬り合い叩たたき合うことのないまま、敵の被害だけが増えていく。

（こんな戦いがあるのか）

（俺おれたちの知っている戦いくさとはまったくの別物だな）

（というか。こんな戦いがあっていいのか）

　兵たちは目の前で繰り広げられている戦いが、自分たちのよく知ったものとはまったく違う様相を呈していることに、むしろ戸惑っていた。

　そうは言っても、味方の被害が少ないのは喜ぶべきことだ。

　こんな戦いを編み出し実現させてしまったあの「龍りゆう王おうの御み遣つかい」という男に、兵たちは感心し、驚き、呆あきれた。

　同時に、この戦のこれからの展開に期待した。

　序盤でこれだけ上う手まく戦えているのだから、最後の勝利も間違いなしだと確信した。

　そのとき。

　敵の主力が、ヴィータの魔法の効果範囲を迂う回かいするため、大きく左右に回り込み始めたのが見えた。

　カサンドラ王国軍兵士のあいだに緊張が走る。

　敵のあの行動は想定されていたもの。

　ということは、こちらもそれに対応するための行動を起こすことになる。

　その行動とは。

「このときを待っていた！　こちらも討うって出るぞ！」

　本陣にナーガの声が轟とどろいた。

「出撃だ！」

「陣を出るぞ！」

「敵の迂う回かい部隊に突撃する！」

「臆することはない！　敵の戦力は大きく減っている」

「今やこちらと同数だ！　そして勢いはこちらにある！」

「全力で駆けよ！　駆けた勢いのまま食い破れ！」

　部隊長たちの叱しつ咤たの声があちこちで上がり、それに応えて兵たちが陣地から駆け出していく。

「おおう！」

「敵を蹴け散ちらせぇぇ！」
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　連合軍先せん鋒ぽうの二個大隊──第一大隊と第二大隊は、ほぼ戦力を喪そう失しつした。

　続く第三大隊と第四大隊は、第一と第二の残存兵を吸収したものの、迂回機動を始めた直後にヴィータの魔法によって足止どめされた。

　左列の後続、第五、第七、第九大隊はそれを見てさらに大きく左方向へ迂回して敵陣地へ向かった。

　右列の後続、第六、第八、第十大隊は大きく右方向へと迂回していった。

　この時点で、同盟軍の本陣へ向かって突撃する連合軍部隊の戦力はおよそ三千。

　同盟軍は本陣に約二千五百がいるから、兵力比は六対五。

　その差はぐっと縮まったことになる。

　それでも連合軍の後続部隊が突撃していったのは、敵の本陣を左右から挟きよう撃げきする形になるから、兵数の差はなくなっても何とかなるという読みだ。

　ぐずぐずしていたら、さらに魔女の魔法攻撃に攪かく乱らんされるという虞おそれもあった。

　攻撃しているあいだに、足止めされた第三大隊と第四大隊が駆けつけてくる。

　そうなれば敵は保もち堪こたえられないだろうという読みもあった。

　敵味方が接近して乱戦になってしまえば、人や馬を動けなくするあの魔法も使えないに違いないという読みもあった。

　ところが彼らの読みには決定的な間違いがあった。

　兵力的に劣おとっている同盟軍が積極的に討って出てくることはないという思い込みが連合軍首脳にはあった。

　しかも、緒しよ戦せんは魔女の魔法攻撃にいいようにあしらわれ、連合軍は兵力を大きく損なってしまっている。

　兵数が接近したなら、陣地に籠こもっているほうが有利になるのだから、カサンドラ王国と魔女の同盟軍が陣地から出てくるはずがない。

　それなのに連合軍主力が迂う回かい機動を始めた今、同盟軍主力が陣地から飛び出してきたではないか。

　しかも全軍が、同盟軍から見て左方向──連合軍からすると右方向──へと駆け出している。

　このまま同盟軍主力と連合軍右列の部隊がぶつかれば、戦力的に連合軍のほうが不利という局面が現出してしまう。

　しかし、今さら止とまるわけにはいかない。

　左列の部隊が引き返して右列の部隊のいる場所まで駆けようとしても、時間を無駄遣づかいするだけだ。

　それよりは、このまま駆けていって、右列の部隊と交戦している敵主力の背後を衝ついたほうがいい。

　この状況では、右列の部隊千五百も左列の部隊千五百も、駆け続けるしかなかった。












　やがて連合軍右列の三個大隊と同盟軍の二千五百が激突した。

　兵力的には劣おとっているが、連合軍右列の三個大隊からすれば、無理をして同盟軍を討うち破る必要はないのだ。

　時間さえ稼げば、左側を迂う回かいしてくる左列の三個大隊が間に合う。

　そうなれば同盟軍は前後から挟きよう撃げきされる形になるため、味方の勝利間違いなしだ。

　ところが同盟軍は、縦陣で突進してくる連合軍右列の三個大隊とまともにぶつかろうとはしなかった。

　同盟軍の二千五百は、迂回した連合軍よりもさらに大きく外側へ迂回していた。

　そうしておいて同盟軍は、縦陣隊形を取って駆けている連合軍の側面に突っ込んできたのである。
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「敵は薄い。食い破れ！　追い落とせ！」

　馬上でナーガが叫んでいる。

　食い破れはともかく、追い落とせとはどういうことだろう。

　ここは平原。

　多少の起伏はあっても、兵や馬が落ちるような急斜面はないのだ。

　彼が言う「追い落とせ」の意味は。
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　側面を襲われた連合軍は、反撃するために足を止とめざるを得なかった。

　弓矢での攻撃は間に合わない。

　その場で槍やりを構えるしかなかった。

　そこへ同盟軍から矢が飛んできた。

　矢や避よけの盾を構えていないから、騎兵や歩兵がばたばたと倒れた。

　慌あわてて盾を構えようとするが、そうなると右手で槍を、左手で盾を持つという中途半はん端ぱな体勢になる。

　それを見計らったように弓矢攻撃が止やんだ。

　直後に、騎兵を先頭にして同盟軍が突っ込んできた。

　片手で槍を持っている兵は、騎兵に向かって槍を突き出すのが難しい。

　盾を投げ捨てて槍を両手に持ち替えている隙すきに騎兵に一撃を食らって、同盟軍の陣形が大きく崩れた。

　崩れたところに歩兵団が突っ込んできて、槍やりでの突き合い、叩たたき合いになる。

　このとき槍の長さが、局面の優劣を左右した。

　同盟軍の槍のほうが長かったのである。

　歩兵の半数以上が一ヤルド半の長なが柄えの槍を持っていた。

　それに対して連合軍兵士の持つ槍は、柄の長さ一ヤルド弱。

　自分の槍が届かない距離から相手に垂直に立てた槍を振り下ろされ、兜かぶとに直撃を食らって昏こん倒とうする兵が続出する。

　同盟軍の騎兵を相手にする連合軍の騎兵は、外側にいた分、最初の弓矢攻撃で損害を出している。

　同盟軍の騎兵を押し戻せず。

　歩兵は相手の歩兵に押され。

　三個軍団はじりじりと下がってしまった。

　下がるというのは、この場合、もちろん同盟軍に対して下がるという意味である。

　ところがそちらはヴィータの魔法の効果範囲だった。

　第六大隊と第八大隊の一部が奏かなでの軽けい重ちようの効いている区域に足を踏み入れてしまった。

　たちまち百人を超える兵がその場に膝ひざを落としたり倒れ込んだりする。

　薄い陣形が、さらに薄くなる。












　下がろうにも下がれない。

　その場に留とどまっての叩たたき合いになれば、長なが柄えの槍やりを手にした同盟軍兵士のほうが有利。なんとか押し返そうと連合軍兵士は必死に戦ったが、じり貧状態は一向に解消されなかった。

　今の彼らの希望は、左側を迂う回かいした第五、第七、第九の三個大隊が駆けつけてきてくれること。

　それが叶かなえば、戦況は一気に逆転する。

　彼らは同盟軍兵士と激闘を繰り広げながらひたすらそのときを待ったが、彼らの希望の星はなかなか到着しなかった。
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　第五、第七、第九の三個大隊は、迂回起動中に魔女たちによる妨害攻撃を受けていたのである。

　攻撃自体はそれほど大したものではなかったから、兵員の損失はほとんどない。

　だが、魔法の攻撃を受けているという事実が、兵たちの足を鈍らせた。

　先せん鋒ぽうを受け持った第一大隊と第二大隊が魔法攻撃でほぼ壊滅という状態に陥おちいったのを、彼らはその目で見ているのだ。

　兵も指揮官も、魔法による攻撃を無視して先へ進めるほど剛ごう胆たんではなかった。

　とくにうるさかったのが頭上を飛ぶ板きれに乗った魔女だった。

　それはユウキが操る飛空艇なのだが、頭上を掠かすめるように飛んで風の刃やいばを振るっていくユウキの存在は、連合軍兵士にとっては目め障ざわりなことこの上なかった。

　無視できなかったから、とうとう指揮官は部隊の足を止とめさせ、弓矢で撃ち落とそうとさせた。

　ところが、弓矢を構えると飛空艇は近づいてこない。

　代わりに、足を止めた部隊に向かって離れた場所から小さな炎が降ってきたり、足下の草がいきなり伸びて足首に絡みついたり、局地的に地面がぐらぐらと揺れたりした。

　弓を手にした兵が、魔法攻撃を仕掛けている魔女たちがいるであろう方向へ矢を放つが、居場所が特定できないので、あまり効果がなかった。

　正確に飛んでいった矢もあったのだが、サント・ゼッファの兵が構えた大盾によって、矢は悉ことごとく防がれた。

　魔女など放っておいて進むべきか、それとも後こう顧この憂いを絶つべくここで魔女を叩いておくべきか、第五大隊の大隊長は大いに迷ったが。

「大隊長、友軍が会敵しようとしております！」

　という部下の報告に、ようやく彼は決断を下した。

「味方のところへ急がねばならん！　魔女は放っておく！」

　大隊長の命令一下、第五大隊は再び進撃を開始した。

　ところが。

　第七大隊と第九大隊がついてこない。

　彼らは魔女の攻撃を無視して進むのが恐こわいのか、その場に留とどまって応戦している。

　ここが寄せ集め部隊の悲しいところだ。

　全体を統率する指揮官がいれば、各隊ばらばらの対応になるのは避さけられただろうに、第五大隊はグレゼル、アストゥンの二国の兵からなる部隊で、第七はシュテッタス、第九はナダールの部隊だったために、個別の対応になってしまったのである。

　第五大隊の大隊長は舌打ちしたが、今さら引き返すわけにもいかない。

　自分の部隊が先へ進めば第七と第九も追いかけてくるだろうと思い、戦場へと急ぐことにする。

　大隊長は二隊に早く来いという伝令を送り、自隊を駆けさせた。

　その頃には、先に足止どめ状態に陥おちいっていた第三大隊が復帰してきた。

　第五大隊と第三大隊は、同盟軍が籠こもっていた陣地の手前まで走ってきた。

　もちろん、すでに陣地は蛻もぬけの殻からだった。

　少なくとも彼らの目にはそう見えた。

　その先で戦っている味方の下もとへと急ごうと、第五大隊と第三大隊が陣地の脇を通り過ぎようとしたとき、いきなり土砂が舞い上がった。

　舞い上がった土砂は、同盟軍が築いた土ど塁るいの物だった。

　土中に隠れ潜ひそんだ魔女ミドルスブレイラが、土を操る魔法で敵部隊を襲ったのである。

　ミドルスブレイラの魔法で土砂を降らせるために、土塁は敢あえて堅かたく突き固めなかった。

　この一事を以もつてしても、ナーガは最初から陣地に籠もって敵を撥はね返すつもりがなかったのがわかる。

　舞い上がった土砂が頭上に降り注いだだけだから殺さつ傷しよう力はない。

　ないが、連合軍兵士の度肝を抜くには充分な攻撃だった。

　魔法で囚とらわれ、身動きができなくなって地面に倒れたところを攻撃されて死傷する味方を見てきたばかりの兵たちは、魔女の魔法に大げさに反応してしまう。

　降り注ぐ土砂から逃れようと勝手に走り出す者。

　足を止め、その場に伏せて両手で頭を覆おおう者。

　魔女の姿を探して槍やりを構えたり弓矢を取り出したりする者。

　反面、半数ほどの兵は進路を保って走り抜けようとした。

　結果、隊列は大きく乱れ、部隊の統率は瞬時にして失われた。

　第三大隊の大隊長は隊列の乱れを立て直そうとはせず、従ついてくる兵だけを連れて先を急いだ。

「隊列を乱すな！　魔女の攻撃など無視しろ！　先へ進むぞ！」

　先行した味方の三個大隊が苦戦しているようだから、彼は戦場へ駆けつけることを優先したのである。

　第一大隊の残存兵を吸収して六百五十ほどに増えていた第三大隊だが、空の陣地を駆け抜けたとき、部隊の兵は三百と少しに減っていた。

　一方、第五大隊は、大隊長以下の幹部もミドルスブレイラの魔法に過剰に反応してしまった。

「魔女を捜し出せ！」

「見つけて殺すのだ！」

　大隊五百は小部隊に別れて空からの陣地のあちこちを捜して歩いたが、何も、誰も、見つけることはできなかった。

　土を操ることができるミドルスブレイラは、地中でも息ができるし身動きもできる。

　地中に隠れ潜ひそんだ彼女を地上の兵が見つけられるはずがない。

　結局、第五大隊は戦闘に間に合わず、無人となった陣地で虚むなしく時間を浪費しただけだった。

　その間にも、第六、第八、第十の各大隊はナーガ率いるカサンドラ王国軍に攻撃を受け、押し返せないまま、じりじりと後退していた。

　そして下がったところはヴィータの奏かなでの軽けい重ちようの効果範囲内だった。

　最後方の兵が次々に膝ひざを落としていく。

　それを見た兵たちは、これ以上は下がれないことを悟る。

　しかし、前列での叩たたき合いは同盟軍に押されている。

　二進につちも三進さつちもいかないという状況に追い込まれ、部隊の両端の兵が逃げ出した。

　ヴィータの魔法の効果範囲のすぐ外側を回り込むように逃げたのである。

　それを見た他の兵から、あとを追いかける者が続出する。

　もともと薄かった隊列がさらに薄くなり、同盟軍の圧力に抗しきれなくなった。

　そこかしこで陣形が乱れ、食い破られ、とうとう第六、第八、第十の各大隊は組織だった抵抗が叶かなわなくなり、その場から退たい却きやくを始めるのだった。

　退却といっても、後ろに下がれば魔法の餌え食じきだ。

　魔法の効果範囲に入らないように左右どちらかに走るしかない。

　右の端（先頭）、あるいは左の端（後尾）に位置していた部隊の兵は、揃そろって同方向に走り始めたからまだいいが、中央に近い場所にいた兵は、ある者は右に走ろうとし、ある者は左に走ろうとして混乱が生じた。

　大勢の兵が交こう錯さくし、互いの進路を塞ふさぎ、前が閊つかえてしまって逃げるに逃げられない。

　縦隊の真ん中に位置する第八大隊の兵は大いに焦った。

　槍やりを構えた敵がすぐそこに迫っているのだ。

　このままここに留とどまれば殺されてしまう。

　恐怖に駆られた兵の一人が、邪魔な兵を押おし退のけ、突き倒して前に出ようとする。

　一人が始めると、あとに続く者が続出し、第八大隊に生じた混乱は、第六と第十大隊にも伝染していった。

　第六大隊も第十大隊も急いで逃げようとしているところだから、混乱を抑える余裕などない。

　なんとか同盟軍の攻勢を支えていた各大隊の右列にも混乱は波及し、槍を捨てて持ち場を離れる者が続出する。

　抵抗力は消滅し、最後まで踏み留まった連合軍兵士は、押し寄せる同盟軍兵士の大波に吞のまれて消えた。
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　戦況の推移を見誤るようなナーガではない。

　戦場で好機を見逃すようなナーガでもない。

　彼は右へと迂う回かいしてきた連合軍の三個大隊が潰かい乱らんしたのを見てとるや、逃げる兵を追撃しようとはせず、全軍を反転させた。

　どうして追撃しないのかと訝いぶかしむ将兵もいたが、ナーガはかまわず部隊をいったん戦場から遠ざける。

　彼が危き惧ぐしたのは、ヴィータの魔法がそろそろ限界に達するのではないかということだった。

（まだ兵が倒れたままだから、ヴィータの魔法が効いているのはまちがいないが、事前に時間を計ったときの経験からすれば、そろそろ魔力切れを起こしてもおかしくない頃合いだからな）

　いきなり魔法の効果が消え、倒れていた兵が起き上がったとき、彼らがどういう行動に出るかが読めないのが不安だった。

　一刻も早く戦場から逃げ出そうとするのか。

（その可能性は高い。だが）

　もしかすると、味方を助けようと武器を取る者がいるかもしれない。

　誰かが味方を鼓舞し、先導すれば、その数が百人、二百人に達するかもしれない。

　敵を追撃中に、背後、あるいは側面を襲われたら、今度は味方が混乱する。

（この戦いくさに重要なのは、敵をどれだけ討うち取ったかではない。俺おれたちが大勝利を得たという事実を満天下に知らしめることだ）

　百人、二百人が立ち向かってきたとしても、結局は殲せん滅めつできるだろう。

　しかし、そのために「大勝利」を逃がしてしまうのは馬鹿らしいとナーガは考えた。

　ここで敵の三個大隊と、ヴィータの魔法で倒れていた兵たちを相手に殲滅戦を繰り広げていれば、反対側から迂回してくる敵の三個大隊が戦場に到達してしまうだろう。

　そうなれば、味方は苦戦するだろうし、痛み分けという最悪の事態も──ナーガは負けるとは思っていない──考えられる。

（それでは駄目なんだ。俺たちは敵を圧倒し、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで退けたという結果がほしい）

　だから、逃げた部隊は放っておいてもいい。

　健在な部隊をこそ叩たたいておくべき。

　そうして「大勝利」を手に入れることこそ半島制圧への近道であり、半島の制圧こそが大陸への進出に不可欠なのだ。












　それがナーガの戦略眼である。

「大勝利」のためにナーガは同盟軍を、左回りで突進してくる連合軍の残り部隊にぶつけることにした。

　千五百ほどの兵がいるように見えるが、魔女の足止どめ攻撃で進軍速度も鈍っている──一部は完全に停止してしまったように見える──から、全軍で襲いかかれば撃退することはそれほど難しくないだろう、とナーガはそう考えていた。

　ところが。
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「どうじゃアイス、戦況は？」

　額に脂あぶら汗あせを浮かべてヴィータがそう聞くと、覗のぞき窓から外を見たままアイスが答えた。

「味方は敵の半分、右側を迂う回かいしていった部隊を撃破しました。今は左側を迂回してくる部隊を攻撃するための移動を始めています」

「他の攻撃車の様子はどうじゃ？」

「動けなくなった車が二台ほど出ているようですが、残りの攻撃車は一号車に従ついてきていて、奏かなでの軽けい重ちように囚とらわれた敵兵を魔法で攻撃中です。全体として戦いは想定どおりに推移していますね」

「さようか。なら、そろそろ引き揚げるか。今ならエリューに運んでもらわずとも、この車で駆け戻れるじゃろう」

「あ、はい、そうですね」

　覗のぞき窓から顔を離したアイスが振り返った。

「大丈夫です。奏かなでの軽けい重ちようの効果が消えれば、攻撃車を押して走って戻れます」

「なら、そうじゃな、味方と敵の残り半数ほどがぶつかったところで吾われの魔法を解いて、一いち目もく散さんに離脱するとするか？」

「それがいいと思います」

「では、そのときが来たら教えろ」

　はいと答えて、アイスは、その方向を覗ける覗き窓の前まで、なんとか足を運んだ。

　ヴィータの魔法は加減がされている──味方が動けなくならない程度に、そして魔力の消費を抑えるために──とはいえ、いま体重は三倍～四倍くらいにはなっているのだから、僅わずかな距離を歩くだけでも一苦労だ。

　というより、アイスの脚きやく力りよくがなければ、まともに立っていることさえ難しいだろう。

　他の攻撃車に乗っている魔女は、イールヴィーの魔法でヴィータの魔法を軽減しているからなんとかなっているが、アイスの場合は自分の力で耐えているのだから大変だ。

　けれど、このヴィータの魔法こそナーガの作戦の根幹。アイスも文句は言えない。

　覗き窓に顔を押しつけると、アイスは彼方かなたを見やった。

　土つち埃ぼこりが上がっていて、細かな部分までは視認できないが、敵味方相そう互ごの距離がみるみる縮まっていくのは確認できた。

「ヴィータさん、もうじきです」

「さようか」

　ヴィータはまだ魔法を緩ゆるめないが、いつでも魔法を解除できるような準備はしておく。

　魔法を解除するときは発動するときと違って、とくに呪文を唱えたり魔力を練り上げたりする必要はないから、割と楽なものだ。

　ただ、これまでずっと奏の軽重を維い持じしていたから、ヴィータはかなり消しよう耗もうしている。

　体力的にも魔力的にもそうだし、集中力も限界に近づいている。

　少しでも気を抜けば、勝手に魔法が解けてしまいそうだ。

　全裸のヴィータは、全身にびっしりと汗を搔かいたまま、少し苦しげな顔で魔法の維持に全力を尽くしていた。

　一方のアイスは、そのときに備えて呪文を唱え、再び魔力を練り上げていく。

「力の加か護ご、地からの加護、血からの歌か語ご、形ぎようと為なりて業ごうと成りて号ごうと鳴りて、大だい地ち母ぼ神しんの導きにより満ち弾びきにより、吾わが血肉となりて吾を支えよ吾を讃たたえよ。総そう力りよく、巡じゆん、身しん、剛ごう、力りき、仙せん、心しん！」

　アイスの全身を魔力が駆け巡り、体から魔力が横おう溢いつした。

　筋力が一気に増強され、アイスは自分の体重が軽くなった気がした。

（わたしもずっと魔法を効かせていればもっと楽に動けるのですが、さすがにこれだけの時間、効かせ続けるのは無理ですし）

　溢あふれ出たアイスの魔力が彼女の周囲で渦うずを巻いているのがヴィータにはわかった。

（相変わらず凄まじい魔力じゃのう。魔力の量という点に於おいては、此こ奴やつ、ハリガンをも凌しのぐのではないか？）

　人の重さほどもある岩をアイスが投げつければ、それだけで城壁が壊れ。

　伐きった大木を抱えてアイスが突進すれば、それだけで城壁に穴が開き。

　何も持たずともアイスが体当たりしただけで、その辺の建物は倒壊する。

　ヴィータには、そんな気がした。

（魔力が大きいだけではない。面倒見もよいし、他の魔女に慕したわれておるし、それでいて神経が図太い。アイスがおれば、ハインドラ一族の未来は明るいのう。それに比べて吾わが一族は）

　ヴィータは内心でため息を吐つく。

（エリューやドーラが中心にならなくてはならんのじゃが……心こころ許もとないのう）

「もうじきです！」

　アイスが鋭く言った。

（むう、いかんいかん。今は目の前の戦いくさに集中せねばの）

　ヴィータは意識を現実に引き戻す。

　それから少し間まがあって。

「いま先頭がぶつかりました！」

　その直後、アイスは自分の体にかかる負担が一気に消滅したのを感じた。

　実際には体重が元に戻っただけだが、三倍も四倍も増えた体重を支えてきていただけに、元の体重になっただけで、まるで体重そのものが消失したような錯さつ覚かくすら受ける。

（今なら空も飛べそうです）

　アイスは独特な感覚に感心するが、すぐにそんな場合ではないことを思い出す。

　彼女は慌あわてて後方の横木──今度はそちらが前方になるのだが──まで駆け寄ると、

「行きます！」

　と一声かけ、手足に力を込めて横木を押した。

　すでにヴィータは攻撃車の木床に乗っている。

　がたり、と車が動き出し。

　「うおぉりゃぁ──っっ！」

　アイスが奇声を発すると、いきなり攻撃車の移動速度が上がった。

　アイスの両腕、両足の筋肉が膨れ上がり、両足は恐るべき速さで前後に動いた。

　鉄板が張ってあってかなり重いはずなのに、アイスは小さな手押し車を押すような勢いで一号車を走らせた。

　十人以上の兵が押す他の攻撃車より速度が出ているのは確実。

　それだけの速さで走れば、当然、攻撃車は大きく跳ねることになる。

　現代の車と違って衝撃吸収装置など付いていないから、車輪はもろに地面の凸でこ凹ぼこを拾ってしまう。

　大きく跳ねて着地するときに、車輪に大きな負担がかかった。

　頑がん丈じように作ってある分、重い。

　重い分、車にかかる負担が大きくなる。

　敵に向かって進むときは利点になるが、こうして急ぎ戦場から離脱しようとするときは、それは短所になる。

　何回目かに大きく跳ねた直後、着地した瞬間、バキ、という大きな音が聞こえてきた。

「うわっっ!?」

　いきなり車の動きが乱れ、ヴィータの体が車の側板に激突した。

　反動で逆側に飛ばされそうになるのを、ヴィータは咄とつ嗟さに取っ手を摑つかみ、必死で足を踏ふん張ばって堪こらえた。

　アイスが車を急停止させた。

「ヴィータさん！」

「ど、どうした!?」

「車輪を支える軸木が折れたようです」

　ヴィータがぎろりと目を剝むいた。

「なんじゃと!?　ということは？」

「はい、これ以上は走れません」
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　不測の事態にどう対応するかをヴィータは考える。

　だが、ゆっくり考えている時間はない。

「アイス、周囲の敵兵は!?」

　と鋭くヴィータに訊きかれ、アイスは慌あわてて車内を移動し、幾つかの覗のぞき窓から外の様子を窺うかがった。

「生き残っている兵士があちこちで立ち上がっています。兵の数はそれほど多くないですけど、ちょうどこの一号車を取り囲むように散らばっています」

「ちっ。どうする？　敵の手薄な方向に走って脱出を図るのが手っ取り早いか、それともおとなしくエリューが来るのを待つか」

　独ひとり言ごつようにヴィータがそう言うと。

「いえ、あの、ヴィータさん、走って逃げると言っても、わたしたち裸なんですけど？　エスピエーネふうに言うと全ぜん然ぜん裸らなんですけど!?」

　ヴィータが、ぎろりとアイスを睨にらんできた。

「ぬしは履はき物を履いておるのじゃから、全然裸ではあるまい？」

「この恰かつ好こう、むしろ全然裸より恥ずかしいんですけどっ!?」

「なら、履き物を脱いで全然裸になれば、恥ずかしさは緩かん和わされるわけじゃな」

「いえ？　どちらがよりマシかという話ではなく、どちらも恥ずかしくて困りますという話なんですけどっ!?」

　ヴィータは、ふん、と鼻を鳴らす。

「いいや、違うな。全然裸を敵兵に見られるのと槍やりで串くし刺ざしにされて死ぬのと、どちらが好このみかという話じゃな」

　アイスが気け圧おされたように口ごもる。

「ど、どちらも好みではありませんけど、強いて言えば、敢あえて言えば、無理やり選べば、前者のほうがマシ……でしょうか」

「なら、逃げるしかあるまい」

「ですが、いざというときはエリュシーが助けに来てくれるのではありませんか？」

「今がいざというときだと彼あ奴やつがすぐに気づけばいいがのう。吾われらを見張っているのは、ぬしらのところのセレナが天てん眼げんで、じゃろう？　離れたところで上空から見下ろしているのと同じじゃから、吾らの窮きゆう状じようにすぐに気づくかどうか」

「あ」

　ヴィータの指摘に、アイスが考え込む。

「そうか。そうですね。ちょっと停とまっただけ……に見えるかもしれませんね」

「セレナが気づいてエリューが飛んでくる頃には、この車は敵兵に包囲されてしまうやもしれん。最悪、車内に乗り込まれるやもしれん。そうなってしまえば、エリューが飛んできても逃げられん。下へ手たをすればエリューもろとも吾らは討うち取られてしまう」

「いえ。ヴィータさんが逃げる時間くらいはわたしが稼ぎます」

「阿あ呆ほう。それではぬしが逃げられんではないか」

「ですが、それしか方法がないのでしたら、それを選ぶまでです」

「じゃから、それしか方法がないというような状況に陥おちいらんために、今のうちにとっとと逃げたほうがいいじゃろうという話をしておる」

「……全ぜん然ぜん裸らで？」

「むろん全然裸でじゃ。ぬしが吾われを抱えるなり背負うなりして手薄なところを走れば逃げ切れるじゃろう。今のぬしなら吾など羽毛のようなものじゃろうが。敵兵は突撃してきた奴やつらじゃからな、弓矢は持っておらんはずじゃ」

「ですけど」

　アイスが躊躇ためらっていると、ヴィータが焦じれたように吼ほえた。

「こんな話をしているうちに敵兵が来てしまうぞ！」

　ヴィータは覗のぞき窓から外を覗こうとしたが、身長が足りず、背伸びしても顔が覗き窓に届かなかった。

「くそ！　なんでこんな高いところに窓を作った!?」

（いえ、べつに高くはありませんけど）

　と思ったアイスだが、窮地に陥おちいっても、それを口にしないだけの判断力はまだあった。

　ヴィータの代わりに腰を屈かがめたアイスが覗き窓から外を確認する。

「駄目ですっ！　もうすぐそこまで敵兵が近づいてきていますっ！」

　ヴィータは盛大に舌打ちした。

「仕方がない。こうなったら効果円を小さくして奏かなでの軽けい重ちようを発動し、この車に乗り込んでこられないようにするしかないの」

「ですが、ヴィータさんの魔力は、もう限界に近いのでは？」

「じゃから。限界が来るまで使うしかなかろうという話じゃ。車の周りで敵兵が動けなくなり、そして車が動かぬままだとなれば、セレナも異変に気づくじゃろうよ」

「ですか。ですね」

「魔法の効果範囲は半径三ヤルドほどにしておくか。その程度なら、まだ多少は保もたせることができよう」

　半径三ヤルドということは、直径にすると十六メートルほどの円になる。

　ヴィータは急いで魔力を練り上げていく。

　だが、事はそう簡単ではない。

　もう魔力は空からに近く、そのため魔法を完全に終了させていた。

　現代の自動車で喩たとえれば、アイドリング状態ではなく、完全にエンジンを切ってしまった状態だと思えばわかり易やすいだろうか。

　アイドリング状態なら、アクセルを踏めばすぐにエンジンの回転数は上がるが、エンジンを切った状態ではエンジンをかけ直さなくてはならない。

　そこへ来てガソリンの残量がほとんどないのだから、思い切りアクセルを踏むこともできない。

　ヴィータはそんな状態で、もう一度、奏の軽重を効かせなくてはならないのだ。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの彼女であっても、難しい仕事だった。

　そのため、いつもより発動までの時間がかかった。

　そのあいだにも敵兵が何人か、恐る恐るといった足取りではあったが、一号車に近づいてきた。

　近づいてきた敵兵は、攻撃車のすぐ手前で足を止とめる。

　この箱形の車がなんなのか、まだ彼らは把は握あくし切れていないから、慎重になるのも当然だった。

　彼らのその慎重さがヴィータとアイスにはありがたかった。

　どん！　という衝撃に攻撃車が揺れ。

「ぐぉっ!?」

　驚きの声を上げて数人の兵が膝ひざを落とした。

　アイスも再び体重が重くなったのを感じたが、前回のときほどの重さではない。

　ヴィータが手加減しているというわけでもないだろう。

　実際、膝を落としながらも槍やりで体を支えて倒れるのを我慢している兵が多い。

　つまりこれは、ヴィータが疲ひ弊へいしているために魔法の効果を十じゆう全ぜんに発揮できていないと思うべきだった。

（このままでは、いずれ車に手がかかります。下部の隙すき間まに気づけば、いえ、実際すぐに気づくでしょうけど、そうすれば車内に乗り込んでくるかも）

　アイスは覚悟を固めた。

（エリュシーが飛んでくるまで、なんとしてもヴィータさんを守らなくては！）
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　魔法「天てん眼げん」で、戦場を上空から俯ふ瞰かんしていたセレナが、あれ？　と首を捻ひねった。

　彼女は戦場となっている場所から少し離れた小高い丘の上にいた。

「天眼」を使えるセレナは、その場にいなくても全体が見える。

　むしろ全体を見るためには少し離れたところにいたほうがいいくらいだ。

　何より、離れた場所にいれば戦闘に巻き込まれる虞おそれはない。

　観察に専心できるというわけだ。

　セレナの近くには、草色のマンテラを羽は織おったエリュシオーネがいた。

　彼女のマンテラの裏側は赤茶色をしていて、エリュシオーネは周囲の状況に応じて、マンテラの表と裏を使い分けている。

　セレナが首を捻ったのに気づいて、エリュシオーネがマンテラを翻ひるがえして寄ってきた。

「どうした？　何かあったのか？」

　上空を見上げていたセレナが頭を戻し、エリュシオーネに顔を向けてきた。

「一号車が停とまっているんです」

「母かか様さまとアイスが乗車してる一号車が？」

「はい。戦場の真ん中とも言える場所で」

　というセレナの言葉に、今度はエリュシオーネが首を傾かしげる。

「だが、母様の魔法を効かせるために一号車が敵陣に近づいて停まるのは想定通りの動きだろう？」

「そうなんですが、でも、いったん戻りかけているんです。味方の陣のほうへ走り始めたあと、急停止して、そのまま動かなくなっているんです」

　エリュシオーネの表情が険けわしくなった。

「周囲の敵の様子は？　母様の魔法は効いているか？」

「あ、えぇと」

セレナは慌あわててもう一度、上空を仰あおぎ見た。

「これはっ!?」

　セレナが悲鳴のような声を上げた。

「倒れていた敵兵が、もちろん全部じゃありませんが、次々に起き上がっています」

「ってことは、母様の魔法が切れたってことか!?　いや、むしろ攻撃車が急停止したってことは、アイスのほうに異変があったのか？　他の攻撃車は!?」

　と言われ、セレナは慌てて「天てん眼げん」の視認範囲を動かした。

「捨てられた物が二台ばかりあるみたいですけど、他のはすでに離脱していますっ！」

「ということは一号車に何かあったか。それとも母様かアイスに何かあったか」

　いずれにせよ飛んだほうがよさそうだと思ったエリュシオーネは魔力を体に巡らせる。

（目標が高速で移動していると少しばかり移動が面倒なんだが、完全に停まっているなら大丈夫だな）

　エリュシオーネの魔法は、自分のマンテラまで空間移動するというものだ。

　行ったことのある場所に置いたマンテラへなら、よほど距離が離れていない限り、一瞬で飛んでいける。

　ただし、置いたマンテラが高速で移動していると、目標を捉えるのが少し難しくなるから、その分、通常の場合よりも時間がかかってしまう。

　もしも飛ぼうとした直後に、一号車が急に走り始めたら、最悪、空間移動に失敗する虞おそれもある。

　その場合は元の場所に戻るしかないから、完全に時間の無駄遣づかいだ。

（が、そんなことを考えている場合ではなさそうだ。母様なのかアイスなのかはわからないけど、何か異変が起きたのは間違いない）

「あれっ!?」

　またセレナが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　全身に魔力を漲みなぎらせたままエリュシオーネが訊きいた。

「どうした!?」

「一号車に近づいた兵が、また倒れました。倒れたというか膝ひざを落としてるというか」

「母かか様さまはまだ魔法が使えるのか！　ということは、やはりアイスに何かあったか!?」

　エリュシオーネはセレナに向かって一言、飛ぶぞ！　と言うと、空間転移の魔法を発動させた。

　みるみる彼女の頭の位置が下がっていく。

　マンテラに覆おおわれているからよくわからないが、地面に沈み込んでいるような感じだ。

　すぐに彼女の頭の位置は地面のすぐ上まで下がった。

（まるで地面から生えている甘かん藍らんのようです）

　と思うセレナだが、そんな感想を口に出せはしない。

「お気をつけて」

　と声をかけるに留とどめた。

「見張りをしっかりな」

　と言った直後に、エリュシオーネの頭が地面に沈んで消えた。

　あとに残ったのは厚みのなくなった草色のマンテラだけだった。
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　一号車の木床には、移動中に落ちないように重しを載せたマンテラが広げてあった。

　それが不意に盛り上がったかと思うと、開いた穴からエリュシオーネの頭部が覗のぞいた。

「エリュシー！」

　それに気づいたアイスが安あん堵どの声を上げた。

「よかった！　来てくれましたね」

「アイス！　無事なのか!?」

「無事ですよ？」

「じゃあ、車が停とまったのは!?」

「車輪の軸が壊れて走行不能になったのです」

「そういうことだったのか」

　納得の顔で頷うなずいたエリュシオーネがヴィータに顔を向けた。

「母様も、まだ魔法切れにはなっていないようですね」

「ぎりぎり、まだ残っておる。おぬしが来るのがもう少し遅ければ、吾われは完全に魔力切れになるところじゃったわ。まったくおぬしは、いっつも仕事が遅いのう」

「見張っていたのはセレナなんですから、文句があれば彼女に言ってください」

「いいや、貴様のせいじゃ。吾われが限界まで魔力を絞る羽目になったのも、この車の車輪が壊れたのも、吾の体が小ちっこいのも、アイスがデブなのも、全部おぬしのせいじゃ！」

「母かか様さまがとんでもない言いがかりを言い始めた！」

「わたし、デブじゃありませんけどっっ!?」

「ぎゃあぎゃあ、うるさい。それよりアイス、早はようせい」

「え？　はい？」

「じゃから。とっとと履はき物を脱いでエリューと一緒に飛べと言うておる。吾の魔法も、いつまで保もつかわからんのじゃぞ」

　とヴィータから言われて、アイスはきっぱりと首を振った。

「いいえ、ヴィータさんがお先にお逃げください」

　ヴィータが目を剝むいた。

「阿あ呆ほうか！　吾が先に逃げたら、周りの敵兵が起き上がってしまうではないか」

「でもエリュシーが飛んで、もう一度ここに戻ってくるのに大した時間はかかりません。敵兵が車に乗り込んでくる間まもないでしょう。仮に乗り込んできたとしても、わたしなら抵抗できます」

「吾なら、敵は乗り込むどころか、起き上がることすらできんわ」

「ですが、万一ヴィータさんが魔力切れを起こせば、敵兵は起き上がって車に乗り込んできます。そのとき、魔力切れのヴィータさんでは、まったくこれっぽっちも欠片かけらも微み塵じんも抵抗できないではありませんか！」

「まだ少しくらい保つわ。心配してる暇があったら、とっとと逃げろ！」

「いいえ、ヴィータさんこそ先に逃げてください」

「あの～、どちらからでもいいので、早くしませんか？」

（阿呆めが。スレイマーヤ一族の族長である吾が、他の一族の魔女に助けられて堪たまるか。そんな無様な真ま似ねをしたら、偉大なる魔女王の座が遠のいてしまうわ）

「こいつを抱えてとっとと逃げろ、エリュー！」

「ヴィータさんを抱えて早く飛んでください。そしてすぐに戻ってきてね？」

「貴様が先だと言うておろうに！」

「ヴィータさんこそ聞き分けのない子供ですか？」

「言うことを聞かんと、貴様のおっぱいを十倍重くして、床に届くくらいの垂れ乳にしてやるぞ!?」

「ヴィータさんこそ、素直に言うことを聞かないと、あるかないかわからないおっぱいを摑つかんで引っ張って少し成長させてあげますよ？」

　エリュシオーネはジト目になって、子供のように啀いがみ合う二人を見やった。

（なんなんだよ、この二人は。言い合ってる暇があったら早く順番を決めてくれないかな。もし母かか様さまが魔力切れになったら、敵兵が乗り込んで来ちゃうだろ。そうなったら最悪だぞ。沈み込む前に槍やりで頭を突かれでもしたら、わたし、簡単に死んじゃうんだけど）

「あのですね、二人ともいい加減にして……」

　二人の諍いさかいに割って入ろうとしたエリュシオーネをアイスが遮さえぎった。

「エリュシー！」

「あ？　な、なんだ？」

　エリュシオーネの問いかけに答えず、アイスは彼女に向かって片目を瞑つぶってみせた。

「う……ああ」

　アイスの言わんとすることがわかったエリュシオーネは、曖あい昧まいに頷うなずいた。

　その直後、アイスが左腕を振り上げた。

「ヴィータさん、ごめんなさい！」

「はぁ？　何を言う……」

　どす。

　アイスの手刀がヴィータの首筋を打った。

　声も上げずにくにゃっと頽くずおれたヴィータを受け止とめ、アイスは顔を巡らせた。

「さ、エリュシー、早くして」

「お、おう」

　歩み寄ったエリュシオーネがマンテラの前を大きく広げると、アイスはすかさずマンテラの中の空間にヴィータの小柄な体を押し込んだ。

　両腕でヴィータを受け取ったエリュシオーネは、彼女を抱いたまま、

「すまん、アイス、マンテラの隙すき間まを完全に閉じてくれ」

　と言った。

　膝ひざを落としたアイスが、マンテラの開いた箇所を重ね合わせ完全に閉じた状態に整えた。

「すぐに戻る！」

「お願いしますね」

　エリュシオーネの頭が沈み込んでいき、すぐに木床の上から消えた。

　残ったのは、例によって厚みをなくしたマンテラだけだった。

「さて」

　アイスは再び軽くなった体の動きを確かめるように腕を回した。

「エリュシーが戻る前に敵兵が乗り込んできた場合に備えておきますか」

　アイスは横木の前まで移動すると、魔力を漲みなぎらせたまま右手を大きく振り上げ、右端近くへ向けて勢いよく振り下ろす。

　ばき、と音がして、車に取りつけてあった横木がへし折れた。

　次にアイスは左端のほうへ移動し、同様に横木をへし折った。

　支えを失って地面に転がった横木を右手で摑つかんで拾い上げると、アイスはそれを思い切り振ってみる

　ひゅん、と空気を切り裂く音が車内に響く。

「少し軽いけれど、これならなんとかなるかしら」

　敵兵が乗り込んでくるなら、車体下部の空くう隙げきからだ。

　どちらから何人くらいが襲ってくるかを確認しようと、アイスは四方にある覗のぞき窓を覗いて回った。

「右から三人、後ろから二人、ですか」

　その後ろにも十人くらいの兵がいる。

「さすがに一度に乗り込まれるとキツイですけど、下部の隙すき間まから、ですから、一度には乗り込めませんね。二、三人ずつなら、まぁなんとか」

　外で、かんかん、という金属音がした。

　近づいてきた兵が槍やりの穂先で車に張った鉄板を叩たたいているのだ。

　おそらく次は下部を覗き込む。

　アイスはもう一方の横木に両足を載せ、車体につけた左手で体を支えつつ横木だった棒を持った右腕に力を込める。

（これ、我ながら凄すごい恰かつ好こうですね）

　両足を横木の上に載せて立っているアイスは薄い革の履はき物を履いてはいるが、身に着けている物はそれだけ。

　全裸と何も変わりがないのだ。

　中を覗き込んだ兵が彼女のほうを見上げでもしたら、とんでもない光景が拝おがめてしまう。

（うぅぅ……そうなる前に、エリュシー、早く戻ってきて）

　アイスは敵兵が乗り込んでくる前にエリュシオーネの魔法で脱出できることを願った。

　そのとき。

「おい、どうだ？」

「車にはとくに仕掛けもないようだな」

「中に誰かいるのか？」

「さっきまで動いていたんだ、いるだろう」

「ま、魔女かな」

「どうかな。魔女が乗っているなら攻撃してくるだろ」

「他にも一、二台、放棄された物があるみたいだ。それ以外は退ひいていってしまったから、これも放棄されたんじゃないのか？」

　外で兵たちの話す声が聞こえてくる。

「中を覗のぞいてみよう」

「注意しろよ」

「……誰もいないようだな」

「やはり空か」

「中がどうなっているか調べるぞ」

　誰かが車体下部に潜り込む気配がして。

　兜かぶとを被かぶった頭が見えた。

　魔女がいるかもしれない車を覗き込むとは、なかなか度胸がある。

　もっとも、もはや誰もいないと思っているだけかもしれないが。

　兵はそっと頭を擡もたげて首を振り、車内を見回した。

「やはり誰もいないな」

　覗き込んだ兵の背後から声がかかる。

「おい、どうだ？」

「誰もいないようだな」

　そう答えて彼が立ち上がろうと膝ひざを伸ばした瞬間。

　アイスが飛んだ。

　両手に持った棒を振りかざしてアイスが飛んだ。

　その気配を、殺気を感じ取り、兵はふとそちらへ顔を向ける。

「……は？」

　兵は信じられないものを見た。

　白くて大きな塊かたまりが自分のほうへ降ってくる。

　それはどうやら剝むき出しになった女の下半身のようだ。

　兵士は金縛りに遭あったかのように固まってしまう。

　目の前で何が起きているのかが理解できず、降ってくる全裸の女の下半身を兵が呆ぼう然ぜんと見上げていると。

　どこかで風かざ切きり音おんがした。

　いや、どこかではない。

　すぐ目の前でだ。

　彼の視界を黒っぽくて長い影が過よぎった。

　兵が見たそれが最後の光景だった。

　ぼぐぅっっ。

　嫌な音がして兵士の首がおかしな角度に捻ねじ曲がった。

　アイスが木の棒を振り下ろし、兜の上から兵の側頭部を叩たたくと、彼の頸けい骨こつはあっさりと折れてしまった。

　兵は横倒しになって倒れ込む。

「おい、どうした!?」

　棒が兜かぶとを打った音と、兵が倒れ込む音を聞きつけ、何人かの兵が車の下を覗のぞき込む。

　すぐそこに車の様子を探っていた兵が倒れている。

　とくに手傷を負っているようには見えない。

　魔法攻撃を受けたようにも見えない。

　他の兵は彼が目眩めまいでも起こして倒れたのかと思った。

　兵は上半身を向こう側にして倒れているので、彼の首が折れているのが他の兵にはわからなかったのだ。

　倒れた兵を助けようと、二人が彼のところへ躙にじり寄った。

　彼らの視界の端に人の足が映った。

　薄革の履はき物を履いた色白の足首と足の甲。

「！」

　兵が首を巡らせるより早く、アイスは木の棒を薙なぐように横に振った。

　ぼぐっ！

　一人の首がへし折れ。

　もう一人に対応する間まを与えず、アイスは木の棒を振り上げ、そして振り下ろす。

「敵だぁっっ！」

　兵はそれだけを叫ぶのがやっとだった。

　アイスが木の棒を兵の側頭部に叩たたきつけると、彼はぎゃっと短く叫び、もんどり打って倒れ込み、そのまま絶命した。

　三人が襲われ倒されたことで、車内に敵がいることは攻撃車の周囲にいる兵に露ろ呈ていしてしまった。

　アイスにとって不運だったのは、彼女の攻撃が魔法らしくないという点だったことか。

　これがレラの火炎攻撃やノノエルのの水の槍やりでの攻撃だったら、敵はすぐに魔女の仕業だと気づいて怖おじ気けづいたことだろう。

　しかし、腕わん力りよくを魔法で増大させて力任せに相手を殴なぐりつけるという攻撃方法は、あまりにも魔女らしくない。

　だから周囲の兵たちは、車内に残っているのは敵の兵士──おそらくカサンドラ王国兵──だと勘違いしてしまった。

　魔女が乗っていたのだとしても、すでに魔女は魔法で逃げ出して、中には車を操っていた兵だけが取り残されている。

　彼らが想像したのは、そんな状況だった。

　魔女でなければ恐るるに足らずとばかりに、そして味方の兵の仇かたきを討うてとばかりに、兵のある者は刀を抜き、ある者は槍やりを抱え、一号車の車体の下部に潜り込んだ。

　車内に乗り込んできた兵たちが目にしたのは全裸の女だった。

　どうしてそいつが裸なのかはさっぱりわからないが、そんな恰かつ好こうになっている女がカサンドラ王国軍の兵士であるはずがない。

　ということは。

「ま、魔女!?」

　兵たちに怯おびえが走り、一瞬、動きが止とまる。

　アイスはそこを見逃さなかった。

　木の棒を振りかざして兵に襲いかかり、一人、二人と殴なぐり倒す。

　その攻撃が、逆に連合軍兵士を勇気づけた。

　火炎弾でもなく水の槍でもなく風の刃やいばでもない。

　ただ力任せに人を殴りつけるという攻撃方法は魔法には思えなかった。

　そこにいるのが魔女だとしても、おそらく魔力切れで魔法が使えなくなっている。

　つまり魔法による攻撃を食らう心配はないと、兵たちはそう考えた。

　その推論は大おお外はずれなのだが、少なくとも兵たちにアイスを攻撃しようという気を起こさせる役には立った。

　もしかすると魔女を討ち取れるのではないか。

　魔女を討ち取れば、世間から尊そん崇すうを受けるかもしれない。

　国からは莫ばく大だいな恩賞を得られるかもしれない。

　教会から英雄として激賞されるかもしれない。

　そんな欲得が彼らを衝つき動かした。

　目の前にいるのは魔力切れを起こした魔女。

　しかも全裸で──薄い履はき物を履いているが全裸と何も変わらない──手にした武器は木の棒だけ。

　その事実が彼らに力を与えた。

　仲間を五人殺されたにも拘かかわらず、彼らは奮い立ち、いきり立った。

　もしかすると、全裸のアイスを間近で見たせいで理性の箍たがが外れたのかもしれない。

　彼らは何かに憑つかれたような形ぎよう相そうでアイスに向かってきた。

　アイスにとってさらに不幸だったのは、車内に乗り込んでいた兵によって、エリュシオーネのマンテラが蹴けり飛ばされてしまったことだ。

　彼女がマンテラから出現するときは、マンテラの内部と外部がマンテラによって遮しや断だんされていなくてはならない。

　彼女が完全に姿を現すまで、マンテラに隙すき間まができては不ま味ずいのだ。

　隙すき間まができると魔法の効力が薄れ、出現が阻害される。

　最初から隙間があると、そもそも出現することができない。

　だからマンテラは、いつも広げた状態で置かれている。

　それなら、隙間から彼女の頭が出て全身が持ち上がるまで、マンテラが外と内を遮しや断だんしてくれるからだ。

　けれど今、兵によって蹴けり飛ばされたマンテラは、くしゃくしゃに乱れて地面に落ちている。

　あれではエリュシオーネは頭を出すことさえままならないだろう。

　地面に落ちたマンテラに視線を走らせたアイスは、エリュシオーネと共に飛んで逃げるという可能性が消えたことを悟った。

（なら、仕方がありません。乗り込んできた兵はみんな殺します！）
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　出現したエリュシオーネは、抱えていたヴィータを地面に置いた。

　セレナが心配そうな顔でヴィータを覗のぞき込んだ。

「ヴィータさん、どうしたのですか？　まさか敵の攻撃で？」

「いや、母かか様さまが気を失っているのはアイスのせいだ」

「はい？」

　怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねるセレナに向かって、エリュシオーネは手を振った。

「説明してる時間はない。アイスが危ないんだ、すぐに戻らないと」

「あ、はい！」

「母様のことを見ていてくれ。まぁ、すぐには気がつかないかもしれないけど」

「わかりました。お気をつけて」

　頷うなずいたエリュシオーネは、マンテラの前を搔かき合わせ、すぐに魔法を発動させた。

　彼女の頭が、体が沈み込んでいって。

　やがて厚みを失ったマンテラだけがその場に広がった。

「いつ見ても凄すごいですね、エリュシオーネさんの魔法は」

　広がったマンテラを見てセレナが感心していると、何故か、エリュシオーネの頭がせり上がってきた。

「あ、あれ？　どうしましたか、エリュシオーネさん!?」

「駄目だ。設置してあるマンテラが動かされたみたいで、一号車に飛べなかった」

「え!?」

　セレナが目を見開いた。

「それって、まさか」

　エリュシオーネが険けわしい顔で頷うなずいた。

「どうやら敵兵に乗り込まれたらしい。セレナ、もう一度、一号車の周囲を見てくれ」

　セレナは慌あわてて上空を仰あおぎ見る。

　視点を遙はるか高みから少し下ろし気ぎ味みにして一号車の周辺に焦点を当てると、餌えさに群がる蟻ありのように、一号車の周りに敵兵が集まっていた。

「いっ、一号車が大勢の敵兵に取り囲まれています！」

「どうやら中にいるのがアイス一人だというのが敵にばれたようだな。だが、魔女を恐れず乗り込んでくるとは、奴やつ等ら、意外と勇気があるな」

　というエリュシオーネの推理は外れているわけだが、アイスが窮地に陥おちいっている事実に変わりはない。

「どどど、どうしましょう!?」

「くそっ。どうするか」

　エリュシオーネはどうやったらアイスを救えるかを必死で考えたが、これといった解決策がすぐには見み出いだせない。

（攻撃に特化した魔女が五、六人いればなんとかできるかもしれないが、自分もセレナも攻撃力はないに等ひとしいからな。くそ、どうする!?　どうすればいい!?）

　隣ではセレナが、あわあわと手を振り回し、どうしましょうどうしましょうと繰り返している。

　彼女のその姿を見て、エリュシオーネは逆に少し冷静になれた。

（落ち着け。落ち着いて考えろ。何かできることがあるはずだ。わたしにできること。セレナにできること）

　エリュシオーネは顔を上げ、迫力のある声でセレナを呼んだ。

「セレナ！」

　自分を見失って騒いでいたセレナが我に返った。

「あ、はい、エリュシオーネさん」

「脱げ！」

「はい？」

「アイスを助ける。早く脱げ！」

　エリュシオーネがマンテラの前を大きく広げると、彼女の見事な裸体がさらけ出された。

　セレナは彼女が自分を抱えてどこかへ飛ぼうとしていることを悟った。

　そしてそれはアイスを助けるために必要な行為なのだろうということも。

　寸刻を惜しんだセレナは自分の衣装を引きちぎるように脱ぎ捨てた。

「早く！」

　エリュシオーネがマンテラを振る。

　裸になったセレナは腰を屈かがめ、マンテラの中に潜り込むと、エリュシオーネの背中に腕を回して抱きついた。

　裸で裸の魔女に抱きつくのは不思議な感覚だったが、嫌な感じではなかった。

（というか、ちょっと気持ちいいです）

　セレナがエリュシオーネの背中に回した腕に力を込めると、彼女は早口で訊きいてきた。

「一号車にいちばん近い攻撃車はどこだ？」

「えっと……北東方向百ヤルドくらいのところに四号車が。他の攻撃車もその近くに集まっています」

「動いているか？」

「今は止とまっているようです」

「ユウキがどこにいるかはわかるか!?」

「ユウキは……」

　セレナは天てん眼げんの視点を上空方向へずらし、視界に入る範囲を広げた。

「ナーガさんが率いる主力を助けて戦っています！」

「なら、ユウキは使えないな」

　エリュシオーネは首を振って四号車を探し、それを見つけた。

　一号車以外の攻撃車にもマンテラは置いてあるから、その位置さえ把は握あくすれば飛ぶことができる。

「よし、四号車へ飛ぶぞ！」

　マンテラの前を搔かき合わせ、エリュシオーネは魔法を発動する。

　自分の体に抱きついているセレナと共に、彼女は四号車へと飛んだ。
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　いきなりエリュシオーネが現れたので、四号車の乗員は驚いた。

　たしかにマンテラを置いてはあったが、何か不測の事態がなければ、こうしてエリュシオーネが飛んでくることはないはずだ。

「何があった、エリュー!?」

　と訊いてきたのはスレイマーヤ一族のハイララ。

　魔女はあと二人乗っていたが、いずれもスレイマーヤ一族の者で、エリュシオーネとは顔かお馴な染じみだから、彼女は前置きなしで直ちよく截せつに言った。

「アイスが危ない。助けたいんだ、手を貸してくれ」

「アイスが!?」

　三人は瞬時、顔を見合わせたが、すぐにエリュシオーネに向き直った。

「何をすればいい？」

「一号車に近づいていって、魔法を撃ってくれ」

　ここに乗っている三人の魔法は遠距離から攻撃ができる種類だ。

　威力はそれほど大きくはないが、アイスの窮地を救うにはちょうどいい。

「一号車の周囲に群れている敵兵を蹴け散ちらしたい」

「わかった」

　乗り込んだ兵を率いている部隊長にハイララが話をしに行った。

　今さら敵兵のいるところへ戻りたくないと渋しぶるかと思いきや、彼はあっさり同意した。

　魔女の強さを信頼したのか、拒否すれば殺されると恐れたのか、それとも多少でも恩を売っておけばあとで役に立つと計算したのかはわからないが、兵が同意してくれたのはエリュシオーネにはありがたかった。

「わたしは別の攻撃車へ飛ぶ。頼んだぞ、ハイララ」

「任せておけ」

　エリュシオーネの姿が沈み込んで消えると、ハイララは兵士に声をかけた。

「行ってください！」

　乗り込んでいる兵員は押し棒を押して攻撃車を進ませるのだった。

　攻撃車から攻撃車へ飛び回ったエリュシオーネは、壊れて動けなくなった物と、乗員が体調不良を訴えて移動が難しそうな物以外の五台の攻撃車を援軍として向かわせることに成功した。

　攻撃車はどれも重いから、全力疾走で突進とはいかなかったが、それでもアイスの乗っている一号車の近くまで進むのに大した時間はかからなかった。
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　攻撃車の車内はアイスによって倒された兵の遺体で埋まりそうになっていた。

　しかし、アイスの消しよう耗もうも半はん端ぱではない。

　何箇所かに刀傷を受けていて、アイスの全身は血ち塗まみれになっている。

（赤い薄物を纏まとって裸を見られる心配がなくなったと思えばちょうどいいです）

　などと内心で強がってみるが、これ以上の手傷を負えば戦うことが難しくなりそうだ。

　このとき四方八方から斬りかかられれば、さすがのアイスも討うち取られていたかもしれない。

　が、幸いなことに攻撃車の中は狭せまく、兵の死体がごろごろしていて、戦闘空間が狭きよう小しようだったから、一度に襲いかかられることはなかった。

　おまけに味方の兵が十人以上も打ち殺されているわけで、一種の狂乱状態に陥おちいっていた兵の戦意も下がり気ぎ味みだ。

　車内に乗り込もうとする兵が途絶えた。

　アイスは手にした鞘さやを支えに体勢を立て直す。

　最初に使っていた棒は戦闘中に折れてしまい、使い物にならなくなっていた。

　そこでアイスは敵兵が持っていた槍やりを奪い、柄えをへし折って、それを振るっていたのだった。

　武器を扱ったことなどほとんどないアイスには、刀で斬りつけるより槍で突いたり殴なぐったりするほうが簡単だった。

　アイスの膂りよ力りよくがあれば、兵の鎧よろいを貫つらぬき通すことも可能だったが、三人ばかりを突き殺したところで、槍の穂先が欠けてしまった。

　アイスは戦い方を、敵の顔面を突く方法に変えた。

　穂先が欠けていようが、穂先がなくなっていようが、アイスに思いきり顔面を突かれた兵は、陥かん没ぼつ骨こつ折せつは免れなかった。

　短くしたその槍もとうとう折れてしまうと、アイスは仕方がなく剣の鞘を取った。

　剣で斬るより鞘で殴ったほうが手っ取り早くて確実だという判断だった。

　左右に鞘を二本持ったアイスは、舞うように体を回し、車内に乗り込んできた敵兵の頭を殴った。

　鉄製の鞘はアイスには少し軽かったが、それでも兜かぶとの上から殴っただけで兵の頭をかち割ることができた。

　ただ、そういう戦い方だと敵兵との距離を詰めなくては攻撃ができない。

　アイスが何箇所もの手傷を負ってしまったのは、そのときだ。

　敵の攻撃が一段落した今、ようやくアイスは呼吸を整えることができた。

　息を整えたアイスは、敵の次の攻撃に備えて足場を確認する。

　薄い履はき物を履いているだけだから、倒れた兵の鎧の上に立つのは避さけたいが──尖とがった箇所を踏めば足の裏を痛めそうだ──車内には兵の死体が溢あふれていて足の踏み場もないのだから仕方がない。

「……来ませんね。恐れをなしてくれたかしら」

　アイスの鬼神のような戦い振りを恐れて退ひいていってくれたのなら、援軍が来るまでの時間稼ぎくらいはできたのかもしれない。

　だが。

　車の下部から燃える松明たいまつが投げ込まれたのを見て、アイスの顔色が変わった。

（わたしを焼き殺す方法を選びましたか！）

　敵兵は松明をどうやって調達したのだろうか。

　もしかすると、陣地に籠こもる同盟軍兵士を燻いぶり出すために用意していたのかもしれない。

　理由はともあれ、連合軍兵士は車内の魔女とはまともに戦わないほうが賢明だと判断したのだろう。

（その判断は正しいですね）

　苦笑を浮かべつつ、アイスは倒れている兵の上で燃えている松明たいまつの火を消そうと、そちらに駆け寄った。

　踏み消しているあいだに──薄革の履はき物が焼けてしまわないか心配だったが、そんなことを言っている場合ではなかった──四方から別の松明が投げ込まれた。

（この臭い！　油がかけられましたか!?）

　側壁や天井は鉄板で覆おおわれているが、下部は木材が剝むき出しだ。

　そこに油がかけられれば松明の火が燃え広がり、攻撃車全体が燃えてしまう。

（くっっ。進退窮きわまりましたね。この状態ではエリュシーのマンテラを広げる場所もありませんし。このままここで焼け死ぬくらいなら、討うって出て一人でも多くの敵兵を道連れにしてやります）

　アイスは腰に巻いていたエリュシオーネのマンテラを解ほどくと、改めて首を穴に通してマンテラを身に纏まとった。

　その恰かつ好こうでは少し動き難にくいのだが、さすがのアイスも外に出て全裸で大暴れするだけの度胸はなかった。

　アイスは松明を消すことを諦め、落ちている鞘さやを拾い集めた後、いったんそれを手放して車体下部の縁へりに手をかけた。

（わたしはここで討ち死にするかもしれませんが、味方は必ず勝利するはず。ナーガさん、姉あね様さま、みんな）

　アイスは一瞬、目を瞑つぶり、すぐに目を見開いた。

（あとのことはお願いしますね）

　いつもの優しげな笑みを消したアイスが吼ほえた。

「ぐおぉぉおぉ──っっ」

　アイスの腕と足の筋肉が膨れ上がる。

　車体の片側がふわりと浮かび上がった。

「ふんぬぅううぅぅ」

　そのままアイスは車体を傾けていく。

　一定以上傾いたところで、アイスの腕にかかる重さが不意に消えた。

　攻撃車はゆっくりと倒れ込んでいって、そちら側にいた兵二人を押し潰つぶした。

「まっ、魔女だっっ！」

「魔女が姿を見せたぞっ」

「取り囲んで討うち取れぇっ」

　突撃のための兵であるから弓矢は持っていないようだ。

（なら、多少は保もちますかね）

　倒れた攻撃車を背にしたアイスは足下に数本の鞘さやを置き、左右両手に鞘を持ち、目の前にいる三十人ばかりの兵と相あい対たいした。

　そして敵兵は、今も少しずつ集まりつつあるように思える。

（完全に包囲されてしまう前に、ここを突破しなくては）

　アイスは両腕に力を込めた。

「槍やりを構えよ！」

　指揮官の声に、兵たちは手にした槍を一斉に構えた。

　槍を手にして突撃してくるのかと身構えたアイスだが、案に相違して彼らはその場から動こうとしなかった。

「投げよ！」

「！」

　指揮官の命令一下、敵兵は一斉に槍を投とう擲てきした。

　敵兵は白兵戦で自分を討ち取ろうとするものだと思い込んでいたアイスは、虚を衝つかれた恰かつ好こうとなった。

　自分を目がけて二十本近い槍が飛んでくる。

（避よける？　いえ、下へ手たに動いたらそのほうが危ないわ）

　避けようと動けば体勢が崩れる。

　崩れたところをもう一度狙われたら、今度こそ避けられない。

　敵もそれをこそ狙っているのかもしれない。

　本能的に動こうとする体を、アイスは咄とつ嗟さの判断で抑え込み、左右の手を掲げ、降ってくる槍の雨を鞘で振り払うことにした。

　アイスは眼前に迫った槍を右手の鞘で薙なぎ払った。

　少し遅れて飛んできた槍を、今度は左手の鞘で横に薙いだ。

　甲高い音がして、七、八本の槍が弾はじき飛ばされた。

　しかし。

「ぐぅっっ！」

　一本の槍がアイスの右太ふと腿ももに刺さった。

　アイスの筋肉は極限まで強化されていたから貫つらぬかれることはなかったが、それでもかなりの深手になった。

　もう全力疾走はできそうにない。

　敵の囲みを突破して味方のところまで走るという選択肢はなくなった。

　アイスは左手の鞘さやを手放し、刺さった槍やりの柄えを握ると、そのまま引き抜く。

　抜いた箇所から血が噴き出し、鋭い痛みがアイスの全身を駆け巡った。

「見ろ！　効いている！　魔女も無敵ではないのだ！　槍が刺されば傷つく！　首を刎はねれば死ぬ！　怯おびえるな！　攻撃を続けるのだ！」

　敵の指揮官が兵を鼓舞するその言葉に、アイスの怒りの炎が燃え上がった。

（魔女も死ぬ!?　そんなの、当たり前のことではないの！　わたしたちは悪魔や怪物ではないのよ！　斬られれば死ぬし、突かれれば死ぬのよ！　いいわ、魔女の死に様ざまをあなたたちに見せてあげましょう）

　アイスは覚悟を決めた。

　遠くから投げられた槍で針はり鼠ねずみのようになって死ぬより、敵の只ただ中なかに殴なぐり込んで討うち死にしたほうが魔女らしい最期だと覚悟を決めた。

（次の槍が投げられた瞬間に走って、敵に殴り込みます）

　槍で傷ついた足はかなり痛かったが、この程度の距離ならなんとかなるだろう。

　敵の真っ只中に飛び込んで乱戦になってしまえば、敵は飛び道具を使えないという読みもあった。

「槍、投げよ！」

　居並んだ敵兵が大きく振りかぶって槍を投とう擲てきしたその瞬間に、アイスは敵兵に向かって突進した。

　負荷のかかった右足に激痛が走ったが、かまわず走った。

　アイスが纏まとうマンテラが大きく翻ひるがえり、裸体の前部がさらけ出されたが、彼女は歯し牙がにもかけない。

　相手が投げた槍は頭上を通り過ぎていった。

　みるみる敵兵の姿が近づいてくる。

　いちばん手前にいる敵兵の顔が恐怖に歪ゆがむのがわかった。

「魔女の恐ろしさをその目に焼きつけて死になさいっ！」

　敵兵の頭に、アイスは右手の鞘を叩たたきつける。

　兵の首が急角度で折れ、右肩にくっついた。

　兵はそのまま横倒しになり、地面に激しく体を打ちつけ、ぴくりとも動かなくなった。

　アイスは最初の兵を殴った勢いのままに足を運び──痛みはあるが我慢した──手近にいた兵に襲いかかった。

　顔面に鞘尻を突き入れ。

　側頭部を鞘で殴りつけ。

　逆上して斬りかかる敵兵の剣を鞘で受け流し。

　当たるを幸いという勢いで暴れまくった。

　そこにいた二十人以上の兵の半数ほどが打ち倒された。

　他の兵も大半が逃げ腰で、アイスに斬りかかってくる者はいなかった。

　兵たちの中で暴れ回りながら、アイスは手応えを感じていた。

（弓矢で狙われない限り、敵の囲みを突破できるかも）

　しかし、そこでアイスが予想していなかった攻撃が来た。

　悪鬼羅ら刹せつの如く暴れ回るアイスに恐れをなしたのか、敵兵の何人かが、味方がいるのもかまわずに槍やりを投げてきたのだ。

　はっとしてアイスは身を翻ひるがえす。

　飛んできた槍は敵兵──投げたほうからすれば味方の兵だ──を貫つらぬいた。

　それでもかまわず、離れた場所にいる兵が槍を投げて寄よ越こす。

　咄とつ嗟さに身を翻した分、アイスの体勢は崩れてしまい、二投目、三投目の槍を躱かわしきれなかった。

「あうっっ！」

　一本の槍がアイスの左肩に当たった。

　幸い刺さらなかったが、少しばかり肩の肉を刮こそげ取られた。

　別の一本が左の脹ふくら脛はぎを貫いた。

「ぐぅっ！」

　激痛にアイスが顔を顰しかめる。

　この状態では敵の包囲を突破するどころか、この場から動くこともできそうにない。

　飛んでくる槍を躱すだけでいっぱいいっぱいだ。

　たとえ躱し続けていても、いずれ出血多量で身動きが利かなくなるだろう。

　アイスの足が止とまったのに勇気づけられたのか、敵兵はなおも槍を投げつけてきた。

　一本、二本、三本と、なんとか鞘さやで弾はじく。

　けれどもう一本がアイスの左腰に刺さった。

　槍は相変わらず間断なく飛んでくるから刺さった槍を抜く暇がない。

　アイスは腰から槍を生やしたまま、必死に両腕を振るって飛んでくる槍を落とし続けた。

　痛みと出血で目が霞かすみ、意識が朦もう朧ろうとしてきた。

（これまで……ですか）

　無念さはある。

　けれど、やるだけのことはやったという充実感もあった。

（あのまま黒い森で朽ち果てていくよりは、ずっとマシ……だったかしらね）

　ナーガが示してくれた魔女と人とが共存する新しい世界を見ることはできそうもないが、その世界の礎いしずえとなれそうなことにアイスは密ひそかな誇りを感じていた。

（ナーガさん、ありがとう。わたしは、いえ、わたしも姉あね様さまもみんなも、あなたによって救われた……）

　希望を持てれば。

　理想に燃えれば。

　それだけで人も魔女も死を恐れることなく戦える。

　アイスはそのことがわかって嬉うれしかった。

　全身を血に染め、体から槍やりを生やし、恐るべき魔女はすでに瀕ひん死しの状態。

　兵たちはそんな光景に勇気づけられた。

（魔女を討うち取った！）

（これで英雄になれる！）

（莫ばく大だいな恩賞を貰えるぞ！）

　兵たちは欲望に顔を輝かせ、残りの槍を魔女めがけて投げつけた。





　９






　顔を上げたアイスは、霞かすむ目の端に自分を目がけて飛んでくる槍の穂先を捉えた。

　避よけようとしても、もはや腕も足も動かなかった。

　アイスの脳裏を仲間の顔が過よぎっていく。

（レラ、クゥ、ノノエル、ケイイクシー、姉あね様さま、さようなら）

　アイスは死をもたらす衝撃を覚悟して目を閉じた。

　直後、ごうという音がして空気が震えた。

　身に纏まとっているマンテラが激しくはためくのをアイスは感じた。

　とうとう衝撃は来なかった。

（これは……魔法？）

　うっすらと開けたアイスの目に飛び込んできたのは、地面に散乱している十本近い槍と、こちらに近づいてくる一台の攻撃車の姿だった。

　いや、攻撃車は一台だけではない。

　何台いるのかはわからないが、数台の攻撃車が近づいてくるのがわかった。

（助けに……きてくれた？）

　アイスは全身から力が抜け、その場に倒れ込んだ。
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　辺りを火球が飛び、土人形が蠢うごめき、圧縮された空気の塊かたまりが兵を叩たたき潰つぶし、生えた植物の蔓つるが兵の足を絡め、敵兵が逃げ惑っている。

　その場に集まってきた新手の大半は、アイスの凄まじい戦い振りに恐れをなし、すでに逃げ出していた。

　攻撃車に乗って近づいてきた魔女たちが一号車の周囲にいた兵を魔法で攻撃し始めると、魔女を討うち取れば莫ばく大だいな恩賞に与あずかれるという思いで恐ろしいのを我慢して戦っていた残りの兵も、たちまち戦闘意欲をなくし、それこそ蜘く蛛もの子を散らすような勢いで逃げ去っていった。

「アイス！　おい、大丈夫か!?」

　一人の魔女が駆け寄ってきた。

　四号車に乗っていたハイララだ。

　彼女は倒れているアイスの腰に刺さった槍やりを引き抜いてから彼女を抱え起こした。

　マンテラを捲まくってみると、アイスの体は血ち塗まみれだった。

　マンテラの下に真っ赤なマンテラをもう一枚羽は織おっているかのようだ。

　顔色は蒼そう白はくで、目は閉じられたまま。

　呼吸も浅く、体温も低下している気がする。

「このままだと不ま味ずいな」

　ハイララは周囲を見渡した。

　すでに周囲には動く兵の姿はない。

　向こうで行われている主力同士の戦闘も、敵の主力を二分して個別に叩たたくというナーガの戦術が功を奏し、味方が押しまくっているように見える。

　あれなら、ほどなく味方の勝利が確定するだろう。

　先にぶつかった敵軍の半数も、討ち取られるか負傷して動けなくなった者以外は、すでに戦場から逃走してしまったらしい。

（ならば、動かさないでここで治療したほうがいいな）

　そう判断したハイララは、仲間にエリュシオーネを呼びにやらせた。

　後方に控えていたエリュシオーネが全速で駆けてきた。

　いつもはマンテラを使って瞬間移動するから、駆けることなど滅めつ多たにない。

　少し駆けただけで息が上がっているエリュシオーネに、ハイララは皮肉っぽく言った。

「もう少し体を鍛きたえたほうがいいんじゃないか？」

「そっ、それより、アイスは!?」

　息を弾ませたままエリュシオーネがそう訊きくと、ハイララの顔が曇った。

「あまりいい状態とは言えないな。出血が酷ひどいから、動かすこともままならない。ってことで、エリュー、ひとっ飛びしてネネモルを呼んできてくれないか」

「なるほど。この場で治療してしまおうというわけだな」

「周りの敵は一掃したし、味方主力の勝利も時間の問題だ。ここで治療しても問題はないだろう」

「よし、わかった。すぐに呼んでくる。あいつは足止どめ組に入っていたんだよな？」

「そうだ。ただ、今どこにいるか、正確な位置がわからない」

「それはセレナに捜してもらう」

　そう言い残すと、エリュシオーネは体を沈め始め、すぐに姿を消した。

「さて、エリューが戻ってくるまでに止血の処置くらいしておくか。おーい、ジリオラ」

「なんです、ハイララ」

「綺き麗れいな布とワイン」

「綺麗な布はともかく、戦場にワインなんて……」

「ストゥーシャに訊きいてみな。きっと持ってる」

　あぁなるほど、と頷うなずいたジリオラは、

「ちょっと行ってきます」

　と応えてその場から走り去っていった。

　ハイララは改めて血ち塗まみれのまま横たわっているアイスを見下ろす。

（凄すごいな、こいつ。大したもんだ。それは認めないわけにはいかないな）

　ハインドラ一族の魔女を褒ほめるとヴィータが怒るかもしれないから口に出すことはしないが、ハイララはアイスの奮闘ぶりに少し感動していた。

　そのとき、向こうで大きな歓声が上がった。

　続けて勝かち鬨どきが。

「主力同士の戦いも味方が勝利したか。それにしても兵数で勝まさっている敵を半分に割って、片方ずつを個別撃破するとは。どうにも恐れ入ったな」

　ハイララはナーガの策に驚き、感動すら覚えそうになった。

　各個撃破するために敵と衝突する際に時間差を作る。

　そのためにヴィータやその他の魔女たちの魔法攻撃を使った。

　事前に説明されたときはピンと来なかったし、そんなに上う手まくいくのかと疑いもしたが、こうして目の前で実際の戦いを見せられると、なるほど戦いくさをするとは、戦をして勝つとはこういうことなのかと納得させられた。

（ナーガの戦いくさ上じよう手ずを見せられる度に思うことだが、ハリガンはいい買い物をしたものだな。買い物というか、拾い者なんだろうけど）

　ハイララは少しハリガンに嫉妬したが、同時にナーガの実力をいち早く認め、彼と共に戦うことを選んだヴィータを誇らしくも思った。

（自尊心が強くて我わが儘ままで他人を認めることなどなかったあの母かか様さまが認めたんだ、ナーガが本物でないわけがないんだよな。この調子なら、魔女と人とが共に暮らせる世界なんていう夢物語も実現させてしまうかもしれないなぁ）

　ハイララが感慨に耽ふけっていると、綺き麗れいな布をかき集めたジリオラが戻ってきた。

　彼女の後ろには酒の入った器を手に提げたストゥーシャが従ついて来ている。

「戦場に酒を持ち込んだ理由はあとで訊きくとして」

「訊くなよ。そんなの決まってるだろ。飲みたかったからだよ」

　ふて腐れたような顔でストゥーシャは器を差し出した。

　ハイララは苦笑しつつ、受け取った酒の器を傾け、だばだばとアイスの体に振りかける。

　傷口に染みるのか、アイスは顔を歪ゆがめたが、意識を取り戻すことはなかった。

　アルコールで消毒した傷口を、布でぐるぐると巻いていく。

　巻いた布をきつく縛って、ハイララはふぅと息を吐はいた。

「これで出血は少し治まるだろう。あとはネネモルの治癒魔法に期待するしかない」

　気がつくと、周囲を大勢の魔女が取り囲んでいた。

　ヴィータもいた。

　二人の族長、アストゥロとナムジャもいた。

　みな心配そうな顔でアイスを見守っている。

　ほどなくエリュシオーネがネネモルを伴って戻ってきた。

　ネネモルによる治療が始まる頃には、イクシーヌやクゥ、ユウキを伴ったナーガも駆けつけてきた。

　イクシーヌやクゥ、ユウキは心配そうな顔で治療を見守っていたが、ナーガは平然としている。

「あんた、アイスのことが心配じゃないの？」

　とユウキが咎とがめるように言うと、彼は不敵に笑って応じた。

「アイスの奴やつが、この程度で死ぬはずがないだろ」

「……うん、そう、そうよね」

「アイスがこのくらいのことでくたばるような魔女じゃないのは、わたしもそのとおりだと思うけど」

　とイクシーヌが同意する。

「それより。ナーガさん、さも当然のような顔して治療の様子を見てるけど、いいのかな、見せちゃって」

「あ！　そうよ！　あんた何見てるのよ！　アイスったら全裸じゃないの！」

　両手を広げたユウキがナーガの前に立ちはだかる。

「今さらそんなことを言われてもな」

「クゥ。やっちゃって」

　ずびし。

　クゥが伸ばした革かわ帯おびの先端が勢いよくナーガの両目を突いた。

「うぎゃっ。目が！　目がぁっ！」

　両目を手で押さえたナーガは、辺りの地面を転がり回る。

　魔女たちの何人かはくすくすと笑い、多くは呆あきれた顔でナーガを見やっていた。

　やがて治療を終えたネネモルが立ち上がった。

「もう大丈夫。一命は取り留めた……と思うよ」

　彼女がそう言うと、周りにいた魔女たちから大きな拍手と歓声が湧き上がった。
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「アイスは吾われが責任を持って魔女国の国都まで送り届けよう」

　ヴィータはそう言った。

　これから半島諸国の街を攻略するというときにヴィータの離脱はけっこう痛かったが、アイスに救われたという彼女の意識がそう言わせるのだろうと思い、ナーガは敢あえて異を唱えなかった。

　エリュシオーネが抱えて飛べば一瞬で魔女国に着けるのでは？　という意見も出たが、

「大おお怪け我がをしてるアイスを抱えて飛ぶとか、無理難題に過ぎます。どんな悪影響が出るかわかったものじゃありませんよ」

　というエリュシオーネの拒絶にあって、やはり誰かが送り届ける必要があるということになり、結局、ヴィータが一族の魔女の何人かを引き連れて魔女国まで馬車で送り届けることになった。

　アストゥロやナムジャの一族はスレイマーヤ一族の残りと共に、引き続き半島攻略戦に従うことに決まった。

　もちろん、イクシーヌとクゥもナーガと共に戦うつもりだが、ユウキは先さき触ぶれとして魔女国の国都まで飛んで、アイスの帰還と養生を知らせることになった。

　ユウキはそのままレンスール経由でエゥラニアまで飛んで、ハリガンにも経過を報告するつもりだ。

　エリュシオーネはセレナと共に、退たい却きやくしていった連合軍部隊と、部隊を送り出した半島諸国の動向を探ることにした。

　そして今、カサンドラ王国軍とサント・ゼッファ軍、魔女軍を率いたナーガは、敗走した半島連合軍を追いかけて北上を開始しようとしていた。
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　決戦に大敗を喫きつした連合軍主力は、ちりぢりばらばらになって自国を目指して敗走した。

　無傷だった別働隊の千も、主力の大敗を知ると雲うん散さん霧む消しようした。

　非勢に陥おちいったときに早々に離脱する兵が多かったから、大敗の割に損そん耗もうの度合いは大きくない。

　寄せ集め部隊の欠点がモロに出た形だが、おかげで人的被害は少なくて済んだのだから、これは一長一短なのかもしれない。

　ただ、あまりにも見事に負けたおかげで、態勢を立て直して再戦を挑もうという気運はまったく盛り上がらなかった。

　反カサンドラ王国、反魔女国の戦いくさを主導したレキッソス王国とサント・ファ王国は徹底抗戦を主張したが賛同する国はなく、代わりに様子見に走る国が幾つも出た。

　中には同盟軍が追撃してくるのを知って早々に和わ睦ぼくの使者をナーガの下もとへ送ってきた国さえあった。

　それらの国の使者に対してナーガは、

「人質を差し出せば和睦の交渉には応じる」

　と応えた。

　このナーガの対応を聞いたカサンドラ四世は、自分に何の相談もなく勝手なことを！　と憤いきどおった。

　いや、憤ってみせたが、じつは怖かった、というのが彼の本心だったろう。

　カサンドラ国王は半島諸国を平定し、その上に君臨することを夢見ていた。

　けれどナーガの指揮による戦いがあまりにも完勝だったため、勢いに乗じた自軍がグランビスタを攻め陥おとし、そのまま大陸本土へと乗り出していくことを彼は恐れたのだ。

　カサンドラ四世が夢見るのは、あくまで西さい果はての半島の盟主の地位。

　本土へ乗り出して列強と戦うつもりはない。

　そんな力が自分にあるとも思えないし、いくら半島の盟主になれたとしても、そんな兵力を用意できるとも思えない。

　彼は半島の盟主の地位を得たら、適当なところで旧教会と手打ちに持っていこうと考えていたのである。

　魔女と手を結んで神の旅団を討うち破ったカサンドラ王国が旧教会から許されるかどうか怪しかったが、半島を手に入れたとなれば、旧教会も話を聞くくらいのことはするだろうという読みがあった。

　甘い読みだが、それが彼の限界を示している。

（適当なところで手打ちしないと、際限ない戦いに巻き込まれてしまうではないか。大陸の統一などという不可能な夢物語につき合って、いつ終わるともしれない戦を繰り返すなんて真まっ平ぴらごめんだ）

　というのが四世の本音だった。

　そう、彼は恐れていたのだ。

　いつまでたっても終わらない戦いの日々を。

　それはまさに、ナーガが言うところの修羅の道だ。

　カサンドラ四世が求めているものは統一による平和の確立でもなければ、魔女と人とが共に暮らす新しい世界の創出でもない。

　それなりの地位と、それなりの崇敬と、それなりの贅ぜい沢たく。

　それが彼の求めるすべてだった。

　それ以上のことは求めないし、求める気さえない。

　自分の国が栄え、半島が平和になれば、それでよかった。

　魔女と人とが共存しようがしまいが、どうでもよかった。

　旧教会と新教会の争いもどうでもよかった。

　けれど、このままでは、半島を支配下に置いた自国軍と魔女軍は──というより、ナーガは──息つく間まもなく次の戦いへと乗り出していきそうだ。

　次の戦いとは、すなわち大陸本土進出。

　じっさい、すでにナーガはレンスールの街と手を結び、魔女軍の一部を使って本土沿岸のエゥラニアの街を陥おとしているのだ。

　彼の目標が本格的な本土進出にあることは明々白々。

（それは困る。そんなことをされては困る）

　カサンドラ四世は、焦しよう燥そうに身を焼かれんばかりの気持ちだった。
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　カサンドラ四世はこのとき、王都を出て郊外に陣を張っていた。

　さすがに国王が王都に籠こもったままでは兵の士気が上がらないというリガヤの上申で、王は少数の部隊を率い、カサンドラ王国軍の最高司令官として王都を出たのである。

　建前上はリガヤの上申になっているが、実際はナーガがリガヤを通じて国王を動かしたというのが本当だった。

　もちろんカサンドラ四世はそのことを知らなかった。

　もし本当のことを知ったら、行くのは嫌だとごねたかもしれない。

　だからナーガとリガヤは、あくまで国王補佐リガヤの上申という形にして国王を引っ張り出したのである。

　とはいえ、カサンドラ四世が陣を張ったのは戦場から遙はるかに離れた王都郊外だったから、形式だけの出陣ではあった。

　そこでリガヤが送ってきた使者から「戦いくさに完勝した」という報告を聞いた国王は、この先のことを大いに危ぶんだのだった。

　四世王は緊急事態が持ち上がったと言って、急きゆう遽きよ、リガヤを呼び寄せた。

　いったい何事かと思ったリガヤだが、国王から緊急事態だと言われてしまえば無視するわけにもいかない。

　彼はナーガに断りを入れ、急いで王都近くの国王が陣を張っている場所を目指して馬を駆けさせた。
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　陣中で国王に見まみえたリガヤは、人払いした陣幕の中で彼の命令を聞き、目を見開いた。

「なんですと!?　本気で仰おつしやっているのですか、国王様!?」

「本気だとも。こんなことを洒落しやれや冗談で言うと思うか？」

「いえ……ですが……」

　リガヤは目を白黒させるばかりで、はっきりとした返答ができないでいる。

「このままではナーガが大陸本土に乗り出していくのは確実。そうなれば、旧教会だけでなく本土の強国とも戦うことになる。吾われはそんなことを望んだのではない。吾は半島の王になれればそれでよいのだ。すべてを手に入れようなどとは思わない。魔女だって半島を手に入れるために必要だと思うから手を組んだだけだ。人と魔女が共存できる世界など、実現しようとしまいと、どうでもいいのだ」

　国王の願いのあまりのささやかさにリガヤは呆あきれてしまう。

　願いがささやかだということは、つまり国王の器がそれだけ小さいということだ。

（いや、それはわかっていたことだ、今さら言うまい。それよりも）

　国王の見通しの甘さこそ問題だとリガヤは思った。

「しかし国王様、半島を取れば、それだけで大陸本土の強国から目をつけられます。それに我々はこれまでに旧教会の神の旅団を討うち破っておりますれば、いずれにせよ旧教会にとって神の敵であることに変わりはないかと」

　リガヤのもっともな指摘にも、四世王は怯ひるまない。

「半島を奪とってしまえば、本土の強国とてそう簡単に手出しはできなくなる。旧教会も、今は新教会との戦いくさが忙しくて他を顧かえりみる余裕などないだろう。その間に半島諸国をしっかりと治め、防備を固めてしまえばいいのだ。そうすれば、いくら旧教会でも簡単に半島へ侵攻しては来られなくなる。いざとなれば、新教会に意を通じて旧教会を牽けん制せいするという奥の手もある」

　自分の考えを国王は自慢そうに開かい陳ちんした。

（本当にそれで乗り切れると思っているのだろうか。いや、思っているのだろうな。だが、それでは……）

　半年、一年ならどうにか保もつだろう。

　上う手まく半島を治めれば、一年や二年、どうにかなるかもしれない。

（だが、その先は？　本当に強国が見逃してくれるか？　新教会と結んだだけで、旧教会が手出しを諦めるか？　我々はすでに神の敵となってしまったのに）

　だが、常識人であるリガヤには、国王の願いは真っ当なものに思えた。

　国王の見通しの甘さも、許容範囲に思えた。

　そもそも戦いくさとは、目の前にある土地や食糧や人を得るために行うものであって、大陸を統一するためのものではない。

　そんな際限なく続く戦の道を歩き続ける覚悟はリガヤにだってできていない。

（たしかにナーガ殿の戦略と戦術は常識を越えている。いや、常軌を逸していると言えるかもしれない。実現不可能な理想に殉じる必要が我々にあるのかという国王様の問いかけには聞くべき点もあるのは確かだ。だが、ナーガ殿は我らの恩人だぞ。そのようなことが許されるのか……）

　リガヤの内心の迷いを知ってか知らずか、国王はもう一度、その命令を口にした。

　いつもの彼とはかけ離れた力強さで。

「半島連合軍に勝った直後の今だからこそ、絶好の機会なのだ。今ならあの男も油断している。油断というより前しか見ていないと言うべきか。だから背後はがら空きだ。我々が自分の手で半島を奪とるのだ。わたしが半島の盟主として君臨するのだ。そうしてこの戦を終わらせるのだ」

　国王はリガヤの目を覗のぞき込むようにして言葉を継ついだ。

「おまえはナーガの信頼も厚い。おまえなら必ず不意を衝つける。やるのだ、リガヤ。我々カサンドラ王国の未来のために」

　国王の目に狂気にも似た妖しい光が点ともった。

　彼はゆっくりと口を開き、その恐ろしい言葉を改めて口にした。





　５






「ナーガを討うち取るのだ、リガヤ」





あとがき




　お久しぶりです、舞まい阪さかです。

　本州、四国、九州では梅ばい雨う前線が猛威を揮ふるっているようですが、ここ札さつ幌ぽろは快適です。もう寒くはなく、それほど暑くもなく、湿度も低め。今が一年でいちばんいい季節じゃないでしょうか。梅雨がないので観光客が多く、ゴルフをしに来るゴルファーも多く、北海道では六月は観光シーズンなのです。おかげでホテルや旅館の宿泊代も意外と高くて悩ましいところ。などと言っても、最近、どこにも出かけていませんが。どこかに行きたいですね。静かな温泉地とかで、美お味いしいものを食べて、のんびりと温泉に浸かりたいです。でも、なかなか難しい。とくに四月以降は難しい理由が増えまして。

　それは何故かというと。

　じつは四月から札幌の専門学校──札幌放送芸術専門学校というところです──で講義を受け持っているのです。ラノベ作家を目指す生徒さん相手の授業です。

　学校に行くのは週一とはいえ、授業のある金曜日はどこにも行けません。前日も講義の準備をしなくてはならず、どこにも行けません。週末は混んでいるので、わざわざ旅行になんか行きたくありません。そうなると、旅行に使えるのは月曜日から水曜日までの三日間だけです。

　けれど。

　木曜の午後と金曜の午後は授業の準備と授業の本番で使えませんから、原稿を書くのはそれ以外の日になります。今までは平日の五日間が丸々使えていたのに、使える日が三日半に凝縮されてしまうのです。その分、一日当たりにやらなくてはならない作業量が増えるわけで。それなのに実際の作業量はあまり増えていないわけで。月～水の三日間を丸々空けるなんて不可能という状況になっているのです。

　じゃあ学校が夏休みの時期にバカンスに……と思っても、七月後半から八月は、日本中のみならず、海外からも観光客が押し寄せてきますから、北海道のどこへ行っても激混みです。おまけに、あらゆる料金が観光ハイシーズン価格にグレードアップ（？）します。わざわざ高いお金を払って混雑しているところに出かけたくはありません。それではリスクの大きなフリーランスを続けている意味がないじゃないですか。

　ということで、今年はせいぜい一泊二日の小旅行に行くのが限界かもしれません。

　それはさておき。

　専門学校での授業、始める前はどうなることやらと思っていましたが、始めてみると、これがなかなか面白い。生徒さんに何かを教えるなんていうのは初めての経験で、難しいのですが、楽しくもあります。いちおう業界で二十四年に亘わたって作家を続けてきた者としてのノウハウとか経験とかがありますから、それを若い生徒さんに伝えるのも、わたしのようなベテラン年寄りの務めかな？　将来的にはこの学校から作家デビューを果たす生徒さんが出てくるといいなぁなどと思いながら、今日も授業の準備を進めています。

　さて、肝心の「ナーガ」ですが。

　お話も佳境に入ってきました。エンディングがどうなるかはすでに頭の中に入っているので、あとはそこに向かって突き進むだけという状況はもう動かないです。ナーガが龍りゆう王おうとしてこの大陸に覇を唱えるのか、それとも。

　答えはもうじき見えてきます。これ以上言うとネタバレになってしまうので詳しいことは言えませんが、あと少しだけ、ナーガと魔女たちの冒険におつきあいいただければ、と思います。




　さて、今回はページ数に余裕があるので、ここから余談です。




　余談その一。

　前巻のあとがきで「いま一押し」の漫画と書いた「左さ門もんくんはサモナー」、売れているようで嬉うれしいです。一巻をたくさん買って、知人に配った（押しつけた）かいがあったというもの（笑）。もしかしたらアニメ化まであるかも？　そんな勢いが感じられますよ。というか、コミックス四巻の帯の推薦文！　マジで藤田監督がアニメ化してくれないかなと夢想しています。




　余談その二。

　今シーズンは北海道コンサドーレ札さつ幌ぽろの調子がいいのですよ。いま現在、首位。一位。トップ。今シーズンこそはＪ１に昇格できるかも。そして磐いわ田たもなんとか踏ふん張ばっているので、来シーズンは札幌ドームで札幌と磐田の試合（Ｊ１の）が観られるかもしれません。楽しみ……なんて書いて、札幌が急降下しちゃったらどうしよう。あと、同じ札幌ドームの札幌×磐田戦でも、磐田が急降下してＪ２の試合になったりしたら嫌なので、磐田には何がなんでも頑張ってもらわねば。




　余談その三。

　もうじきリオデジャネイロオリンピックが始まるんですよねぇ。ジカ熱も、オリンピックの開催に支障を来すほどではなさそうだし、遅れていた競技会場の工事もなんとか終わったみたいだし（大統領は弾劾されちゃったけど）、このまま無事に開催されるのかな。今年の夏は、それほど切せつ羽ぱ詰まってないから、いろんな競技を見られるかも。あ、でも、ブラジルとの時差が……え～と、夏のあいだは十一時間？　ってことは、現地時間で正午だと、日本は二十三時？　午後の競技は生では見られないな。でも、向こうで十九時だと日本では朝の六時だから、むしろナイトゲームのほうがリアルタイムで見られそう。




　余談その四。

　三月に北海道新幹線が開業になったけど、まだ乗れていません。このあいだ東京に行く用事があったとき、片道は新幹線にしようかなと思ったんですが、あまり時間的な余裕がなく、往復とも飛行機にしてしまったのが悔やまれます。早く乗ってみたいです、北海道新幹線。とはいえ、新しん函はこ館だてまで行くのが一苦労。さっさと札さつ幌ぽろまで開業してくれんかな。九州新幹線は、とっくに鹿か児ご島しま中ちゆう央おうまで開業してるのに。まぁ、九州のほうが人口が多いから優先されたのもわかるけど。予定だと札幌まで延伸開業するのが、なんと二〇三〇年度！　わたしが生きてるかどうかも怪しいｗｗ　なんとか前倒しして、早く札幌から乗れるようにしてほしいものです。




　余談その五。

　富士見ファンタジア文庫さんで秋に新作を出します（たぶん）。な～んてことを堂々と宣伝しても、もう平気ですな。だって今では、ＭＦ文庫Ｊさんと富士見ファンタジア文庫さん、同じ会社だもの。しかも、富士見ファンタジア文庫編集部さんとＭＦ文庫Ｊ編集部さんとファミ通文庫編集部さんが同じビルに集まったから、今後は打ち合わせが一箇所で済んでしまうのですよ。まぁでも、年に一回くらいしか上京しないので、あまり関係ないと言えば関係ないですが。

　余談その六。

　ＪＯＹジヨイ　ＳＯＵＮＤサウンドのガイドボーカル機能が便利です。昔の曲や新曲など、ガイドボーカル機能をＯＮにして歌えば、うろ覚えだろうがなんだろうが、それなりに歌えてしまうのです。繰り返し聞けば覚えられる。これは楽ちんだ。さすがに全部の曲には搭載されていませんが、だいたい八割以上の曲に付いているので、とても重宝します。




　といったところで紙幅も尽きてきたかな。そろそろ恒例の今後の予定と行きましょう。




　たぶん、おそらく、きっと、十月に富士見ファンタジア文庫さんから新作が出ると思います。思いたい。というか、出てくれないと困ります。まだタイトルが決まっていないのですが、原稿は九割方できているので、問題はないでしょう。

　そのあとは、年内にもう一冊、出るかもしれないし出ないかもしれない。今年の後半は、そんな感じですかね。

　来年の前半にはファミ通文庫さんの新作が出る、かも？　というか、出したいです。

　もう一冊、どこかから新作が出る、かも？　しれないけど、さて、どうでしょう。

「ナーガ」の次巻＝十一巻も、来年の前半には出るでしょう。

　富士見ファンタジア文庫さんの新作が予定通り十月に発売になれば、二巻は来年の前半に出ますね。たぶん。

　今のところ、見えているのはそのくらいかしら。




　ということで、次は十月に富士見ファンタジア文庫さんの新作でお目にかかりましょう。かかれるといいなぁ。







　舞まい阪さか百貨店新別館稼働中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ツイッターも、たまに細々と思い出したように呟つぶやいてます。








二〇一六年六月吉日　　舞阪洸こう











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　バス（高速羽幌行き）に乗って甘エビを食べに行きたいと思ってました。でも今年の甘エビ祭りはもう終わってしまった模様。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務

　　→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー

　　→その後、独立→今年で24年め。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。

　　嫌い＝納豆（嫌いというより憎んでる）。

　　　　　待つこと、並ぶこと（立って）。

　　　　　猛暑（そのため関東脱出した）。







　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　この文章を書いてる時がちょうど○○○回目の誕生日のお絵描き屋さん。

　　このシリーズの１巻の表紙を描いた時には「こんな密度で続けられる訳がない！　３，４巻で力尽きてネタ切れ確実だよ～」と悲観してたあの頃からはや４年。

　　無事10巻目を迎えられたのもみなさまのおかげなので今後とも応援してね☆

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見
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